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A-1

新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合

一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
2011.3

図面リスト

図面リスト

番号 縮尺 番号 図面名称 縮尺図面名称番号縮尺

E-01

E-02

E-03

1/200

1/200

1/200

電気設備　現況・撤去・改修後：1階平面図

電気設備　現況・撤去・改修後：2階平面図

電気設備　現況・撤去・改修後：3階平面図

電気設備

機械設備

1/200

1/200

1/200

M-02

M-01

M-03

M-04

機械設備　現況・撤去・改修後：1階平面図

機械設備　現況・撤去・改修後：3階平面図

機械設備　現況・撤去・改修後：2階平面図

機械設備　機器表

1/400

図面リスト

特記仕様書（１）

特記仕様書（２）

特記仕様書（３）

特記仕様書（４）

A- 1

A- 2

A- 3

A- 4

A- 5

図面名称

建築（意匠）

S- 1

S- 2

S- 3

S- 4

S- 5

S- 6

S- 7

S- 8

S- 9

S-10

鉄骨ブレース接着工法特記仕様書

鉄筋コンクリート造壁補強標準図

基礎伏図

2,3階梁伏図

R,PH階梁伏図

軸組図 １

軸組図 ２

軸組図 ３

軸組図 ４

1/200

1/200

1/200

1/200

1/200

1/200

1/200

1/30

建築（構造）

A-37

A-38

A-39

A-40

A-41

A-42

A-43

A-44

A-45

A-46

A-47

A-48

1/200

1/200

1/100

1/100

1/100

1/30

1/30

1/30

1/200

1/200

1/200

建具表（１）

建具表（２）

建具表（３）

現況・撤去・改修後：1階家具配置図

現況・撤去・改修後：2階家具配置図

家具詳細図（１）

家具詳細図（２）

家具詳細図（３）

現況・撤去・改修後：R・PH階建具記号図

現況・撤去・改修後：3階建具建具記号図

現況・撤去・改修後：2階建具記号図

1/200現況・撤去・改修後：1階建具記号図

A-49 雑詳細図 1/20　1/30

A-36 1/20　1/30ＲＣ壁補強部詳細図（４）

1/20　1/30ＲＣ壁補強部詳細図（３）A-35

配置図・案内図・工事概要・（夏休み迄の仮設計画図）A- 6-1

1/200

1/200

1/200

1/200

1/200

1/200

1/200

1/200

1/200

1/200

1/5  1/50

1/50

1/50

1/50

1/20

1/20

1/20

1/20

1/20　1/30

1/20　1/30

1/20

1/20

1/20

1/20

1/20　1/30

1/20　1/30

1/50

1/100

1/100

現況・撤去・改修後：外部・内部仕上表

現況・撤去・改修後：1階平面図

現況・撤去・改修後：2階平面図

現況・撤去・改修後：3階平面図

現況・撤去・改修後：R・PH階平面図

現況・撤去：北・西立面図

現況・撤去：南・東立面図

改修後：北・西立面図

改修後：南・東立面図

現況・撤去・改修後：断面図（１）

展開図（３）

展開図（２）

展開図（１）

改修後：1・2階天井伏図

改修後：3・R・PH階天井伏図

外壁詳細図

ブレース詳細図（７）

ブレース詳細図（１）

ブレース詳細図（４）

ブレース詳細図（５）

ブレース詳細図（６）

ブレース詳細図（８）

ブレース詳細図（２）

ブレース詳細図（３）

ＲＣ壁補強部詳細図（２）

ＲＣ壁補強部詳細図（１）

展開図（４）

現況・撤去・改修後：断面図（２）

A- 7

A- 8

A- 9

A-10

A-11

A-12

A-13

A-14

A-15

A-16

A-17

A-18

A-19

A-20

A-21

A-30

A-22

A-23

A-24

A-25

A-26

A-27

A-28

A-29

A-31

A-32

A-33

A-34

1/400A- 6-2 配置図・案内図・工事概要・（夏休み後の仮設計画図）

鉄骨ブレース部分詳細図 1/5  1/10

1/30S-11

S-12

S-13

S-14

S-15

RC増設壁配筋図

PH階 壁閉塞詳細図 1/30

鉄骨ブレース詳細図　1

鉄骨ブレース詳細図　2

1/30

転倒防止金物詳細図  1/10



Ｄ １ ０ ～ Ｄ １ ６

一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 ( 6. 1. 4)

　 足場は， 「 「 手すり 先行工法に関する ガ イ ド ラ イ ン について 」 」 （ 厚生労働省

　  濃度測定

( 1)

　 　 4. 　 製造所名は、 五十音順と し 「 株式会社」 等の記載は省略する 。 ま た （ 　 ） 内は製品名を 示す。

Ⅱ　 特記仕様

　 　 1. 項目は、 番号に　 　 印の付いた も の を 適用する 。 　 　

　 　 2. 特記事項は、 ・ 印の付いた も の を 適用する 。

　 　 　 ・ 印の付か な い場合は、 ※印の 付い た も のを 適用する 。

　 　 　 ・ 印と ※印の 付い た 場合は、 共に適用する 。

 　 登録

１  工事実績情報の
１

　

一

 
般

 
共

 
通

 
事

 
項

章 　 　 　 項　 　 目 　 　 　 　 　 特　 　 記　 　 事　 　 項

５  電気保安技術者

２  概成工期

　 ・ 地区の 区分に応じ た 風速（ Ｖ o（ m／sec） ） 　 ・  ３ ０ 　 ・  ３ ２

　 ・ 地表面粗度区分　 　 ・  Ⅰ　 ・  Ⅱ　 ・  Ⅲ　 ・  Ⅳ

　 ・ 多雪地域の 指定　 　 積雪区分　 建告示第１ ４ ５ ５ 号　 別表（ 　 　 ）

４  監理技術者の 要件 ※次に 掲げる 基準を 全て 満た す監理技術者を 専任で 配置で き る こ と 。

　 １ 　 建築工事の施工に 関し 、 １ ０ 年以上の 実務経験を 有する こ と 。

　 ２ 　 建築工事に係る 監理技術者証を 有する も の で あ る こ と 。

鉄筋工事　 　 　 　 　 　 ・ 鉄筋施工( 鉄筋組立て 作業)

コ ン ク リ ート 工事　 　 ・ 型枠施工

鉄骨工事　 　 　 　 　 　 ・ と び

ﾌﾞ ﾛｯｸ･ALCﾊ゚ ﾈﾙ工事　  ・ ブ ロ ッ ク 建築　 　 ・ Ａ Ｌ Ｃ パネ ル施工

防水工事　 　 　 　 　 　 ・ ア ス フ ァ ルト 防水工事作業　 ・ 塗膜防水工事作業

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 合成ｺﾞ ﾑ系ｼー ﾄ防水工事作業　 ・ シ ーリ ン グ 防水工事作業

石工事　 　 　 　 　 　 　 ・ 石材施工（ 石張り 施工）

タ イ ル工事　 　 　 　 　 ・ タ イ ル張り

木工事　 　 　 　 　 　 　 ・ 建築大工

屋根及びと い工事　 　 ・ 建築板金（ 内外装板金作業） 　 ・ ス レ ート 施工

金属工事　 　 　 　 　 　 ・ 内装仕上げ施工（ 鋼製下地工事作業）

左官工事　 　 　 　 　 　 ・ 左官

カ ーテ ン ウ ｫｰル工事　 ・ カ ーテ ン ウ ｫｰル施工( Ｐ Ｃ ) 　 ・ サ ッ シ 施工　 ・ ガ ラ ス 施工

塗装工事　 　 　 　 　 　 ・ 塗装（ 建築塗装作業）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ボ ード 仕上げ工事作業　 　 ・ 表装（ 壁装作業） 　 　  

植栽工事　 　 　 　 　 　 ・ 造園

　  適用工事種別　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 技 能 検 定 の  職 種

７  特別な 材料の 工法

６  発生材の 処理等

１  監督員事務所等

・ 仮設事務所の 中に 監督員用空間を 　 　 ㎡程度確保する 。
２

　

仮

 
設

 
工

 
事

２  監督員用備品等

構内既存の 施設　 　 ※利用で き な い 　 　 　 ・ 利用で き る （ ※有償　 　 ・ 無償）

現場事務所､倉庫､下小屋等の仮設建物の 位置はあ ら か じ め 監督員の 承諾を 受け る 。

構内既存の 施設　 　 ※利用で き な い 　 　 　 ・ 利用で き る （ ※有償　 　 ・ 無償）

４  工 事 用 電 力

３  工　 事　 用　 水

５  仮 設 建 物 等

６  外 部 足 場 
２

　

仮

 
設

 
工

 
事

１  埋戻し 及び盛土 ・ Ａ 種　 ※Ｂ 種　 ・ Ｃ 種　 ・ Ｄ 種　 ・ 建設汚泥か ら 再生し た 　 　 ( 3. 2. 3) ( 表3. 2. 1)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 処理土
３

　

土

 
工

 
事

３  品質計画等

15 工事施工状況写真

12 施工図等の取扱

13 工事完成写真

14 特別完成写真

16 設備工事と の

 　 取合い

※工事施工状況写真の撮影は、 工事に係る 材料、 施工及び品質管理の状況が 確

と する 。

施工図等の 著作権に 係わ る 当該建築物に 限る 使用権は、 発注者に委譲する も の

※下記のも のを 作成し 提出する 。 な お、 作成方法・ 部数等は、 監督員の 指示によ る 。11 完成図等

10 化学物質の

９  見本施工 ※実施し な い　 　 ・ 実施する ( 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 )                 ( 1. 5. 5)

　 ・ 案内図及び配置図　 ・ 平面図　 ・ 立面図　 ・ 断面図  　 　      ( 1. 7. 1～1. 7. 3)

　 た だ し 、 あ ら か じ め監督員の 承諾を 受け た 場合は、 撮影計画書の 作成を 省略で き る

・ 要(                   ) 　 　 　 ・ 不要 　  　 　 　   　 　          　 　  　 ( 1. 3. 3)

建築基準法に基づき 指定する 条件                                      ( 1. 2. 2)

※無し 　 　 ・ 有( 工期　 平成　 　 年　 　 月　 　 日)                         ( 1. 2. 1)

・ 監督員事務所　 ・ 10　 ・ 20　 ・ 35　 ・ 65　 ・ 　 　 ㎡程度を 設け る 。       ( 2. 3. 1)

監督員用備品と し て 、 下記のも のを 工事期間中常備する 。 　 　 　           ( 2. 3. 1)

８  技　 能　 士 　 　 　                                                               ( 1. 5. 2)

Ⅰ　 共通仕様

　 ・ 仕上表　 　 　

　 　  ・ 建物の 保全に関する 説明書( 取扱説明書を 含む｡) 　 　

　 ・ 室内空気汚染に 関する 台帳整備

　 ・ 室内空気測定調査報告書

　 ・ そ の他監督員が 指定し た 図面

図示に よ る 。

建具工事　 　 　 　 　 　 ・ サッ シ 施工　 　 ・ ガ ラ ス 施工　 　 ・ フ ィ ルム 施工

　 認で き る よ う に行う も のと し 、 「 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　 工事

　 写真の撮り 方 改訂第３ 版 建築編」 を 参考に、 撮影計画書を 作成し て 、 監督

　 員に 提出する 。

基発第0424001号 平成21年4月24日） の 「 手すり 先行工法等に関する ガ イ ド ラ イ ン 」

によ り ， 「 働き やすい 安心感の あ る 足場に関する 基準」 に 適合する 手すり ， 中さ ん

及び幅木の機能を 有する 足場と し ， 足場の組立て ， 解体又は変更の 作業は， 「 手す

り 先行工法に よ る 足場の組立て 等に 関する 基準」 の２ の（ ２ ） 手すり 据置方式又は

（ ３ ） 手すり 先行専用足場方式によ り 行う こ と 。

・ 構外搬出適切処理( 指定場所： 　 　 　 　 　 )

・ 構内指示の 場所（ ・ 敷き 均し 　 　 　 ・ 堆積） 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 ( 3. 2. 5)

　  処理

２  建設発生土の

・ 処分地未特定の た め 、 場内仮置き と し 契約後変更と する

 ・

位置は図示

２  既製ｺﾝｸﾘ ﾄー杭地業

 ・ プ レ ス ト レ ス ト 鉄筋コ ン ク リ ート く い（ Ｐ Ｒ Ｃ 杭）

 ・ 外殻鋼管付き コ ン ク リ ート く い （ Ｓ Ｃ 杭）

 ・ 遠心力高強度プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ート く い（ Ｐ Ｈ Ｃ 杭）

種類　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 4. 3. 1) ( 4. 3. 2)

１  試験
４

 
地

 
業

 
工

 
事

　 試験位置　 ※図示　 　 載荷荷重　 　 　 N/mm

　 試験位置　 ※図示　 　 載荷荷重　 　 　 N/mm

地盤の載荷試験　  ※平板載荷試験　    ・ 　

試験杭              　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ( 4. 2. 1～4. 2. 4)

　 位置、 本数及び寸法　 　 ※図示　 ・ 監督員の 指示によ る

杭の載荷試験　 ・ 鉛直載荷試験　 ・ 水平載荷試験

４  砂利地業

５  床下防湿層

・ 　 　

※１ ０ 　 　 ・  

外装ﾀｲﾙ後張り 面の躯体表面の 処理                    ( 6. 9. 3) ( 11. 3. 3) ( 15. 2. 4)

※国土交通省大臣官房官庁営繕部「 建築鉄骨設計基準」 に よ る 。

※国土交通省大臣官房官庁営繕部「 建築鉄骨設計基準」 に よ る 。

・ 図示

・ マ ク ロ 試験

・ 放射線試験

・ 超音波探傷試験　

・ 図示

※標仕7. 6. 11( b) に よ る

８  溶接部の 試験

※ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞ ﾙﾄ ・ Ｊ Ｉ Ｓ 形高力ﾎﾞ ﾙﾄ ・ 溶融亜鉛めっ き 高力ﾎﾞ ﾙﾄ    　  ( 7. 2. 2)４  高力ボ ルト

５  工作図 高力ボ ルト 及び普通ボ ルト の 縁端距離､ボ ルト 間隔､ゲ ージ 等     　 　 　 　 ( 7. 3. 2)

・ 建方用ｱﾝｶ ﾎーﾞ ﾙﾄ( ・ Ａ 種　 　 ※Ｂ 種　 　 ・ Ｃ 種)                     ( 表7. 10. 1)

※構造用ｱﾝｶ ﾎーﾞ ﾙﾄ( 形状、 寸法は図示に よ る 。 ) 　      　 　 　 　 　        ( 7. 10. 3)

　  保持及び埋込み工法

※Ａ 種　 　 ・ Ｂ 種　 　                                             ( 表7. 10. 2)

13 錆止め塗料塗り

12 柱底均し モ ルタ ル

※Ａ 種　 　 ・ Ｂ 種　 　 　 　 　  　 　                              　 　 ( 表18. 3. 1)

11 ア ン カ ーボ ルト の

・ 耐火材巻付け

・ 乾式吹付け ﾛｯｸｳ ﾙー

・ 半乾式吹付け ﾛｯｸｳ ﾙー

10 耐火被覆

・ 空洞ﾌﾞ ﾛｯｸ16-W

※空洞ﾌﾞ ﾛｯｸ16

１  建築用コ ン ク リ ート

　  ブ ロ ッ ク
押

出

成

形

セ

メ

ン

ト

板

工

事

２  鉄筋の加工及び ※図示　 　 　 　 ・ 監督員の指示に よ る 　      　 　 　 　 　        　 　 　 　  ( 8. 2. 5)

　  組立

　 　 1. 本共通仕様及び特記仕様に記載さ れて な い 事項は、 「 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　 公共

　 　 2. 標仕に 用い ら れて い る 用語を 次の と おり 読み替え る 。

　 　 　 ( 2) 「 監督職員」 を 「 監督員」 に読み替え る 。

　 　 　 ( 3) 「 特記仕様書」 を 「 特記仕様」 に読み替え る 。

　 　 3. 次の各号に 該当する 標仕の項目に つい て 、 標仕の規定を 別表に置き 換え て 適用する 。

　 　 　 ( 3) 　  〃　 1. 4. 4材料の検査等の( a)

　 　 　 ( 4) 　  〃　 1. 6. 1工事検査の( b) 及び( d)

　 　 4. 次に掲げる 標仕の規定は、 適用し な い 。

　 　 　 〃    1. 6. 2　 技術検査　

　 　 別　 表（ 建築工事）

号        項   目

１ 章　 一般共通事項

 1. 1. 2　 用語の 定義

　 　 　 　        　 置 き  換 え  後 の  標 仕 の  規 定

仕　 様　 書

　 　 　 ( 1) 「 契約書」 を 「 新潟市契約規則によ る 帳票規定( 昭和41年4月1日訓令第９ 号) 別記様式第６ 号の ２

　 　 　 建築工事標準仕様書（ 建築工事編） 平成22年版」 （ 以下「 標仕」 と い う 。 ） によ る 。

※図示に よ る 　 　 　 ・ 監督員の指示に よ る 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 ( 7. 6. 7)

６  開先形状

７  ス カ ラ ッ プ

※J I S規格によ る

※J I S規格によ る

　 認定を 受け た 工場又は同等以上の能力の あ る 工場

　 製作工場の性能評価基準」 に定める 「 　 　 グ レ ード 」 と し て 国土交通大臣か ら

　 て 認可を 受け た ㈱日本鉄骨評価セ ン タ ー又は（ 社） 全国鐵構工業協会の「 鉄骨

・ 建築基準法第７ ７ 条の ４ ５ 第１ 項に 基づき 国土交通大臣か ら 性能評価機関と し

・ 監督員の 承諾する 製作工場　 　 　    　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 7. 1. 3)

鋼材の 材質　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　    ( 7. 2. 1) ( 表7. 2. 1)

※適用する 　 　 ・ 適用し な い 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 7. 1. 3) ( 7. 1. 4)

３  鋼 材

２  施工管理技術者

１  鉄骨の製作工場
７

 
鉄

 
骨

 
工

 
事

・ 耐火材

　 吹付け

・ 湿式吹付け ﾛｯｸｳ ﾙー

・

・ 耐火板張り

・ ﾗｽ張り ﾓﾙﾀﾙ塗り 　 　

９  デッ キ プ レ ート

　  の溶接

・ 焼抜き 栓溶接　 ・ ア ーク ス ポ ッ ト 溶接　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 ( 7. 7. 8)

・ 隅肉溶接　 　 　 ・ 　

８

 
コ

ン

ク

リー

ト

ブ

ロ

ッ

ク

･
Ａ

Ｌ

Ｃ

パ

ネ

ル

                                          ( 8. 4. 2～8. 4. 5) ( 表8. 4. 2) ( 表8. 4. 3)

・ 外壁パネ ル

・ 間仕切パネ ル

・ 床パネ ル

※平パネ ル

・ 屋根パネ ル

※平パネ ル

・ 意匠パネ ル

・ 980

・ 2350 ・ 3530

・ 1180 ・ 1960 ・ 100

・ 120

・

・ 80 ・ 100

・

・ 100

・ 100 ・ 150 耐火性能・ 有り ( ・ 1時間・ 2時間)

※標仕8. 4. 5に よ る

・ B種　 ・ C種　 ・ D種　 ・ E種

・ A種　 ・ B種　 ・ C種 

３  Ａ Ｌ Ｃ パネル

６

 
コ

 
ン

 
ク

 
リ

 ー

 
ト

 
工

 
事

施工法                                           　 　  　 　  （ 4. 3. 3～4. 3. 5)

 ・ 特定埋込み杭工法( 建築基準法に 基づく 埋込杭工法と し 、 杭材料は指定又は

　                   認定条件に適合する も の)

 先端部形状    ※開放形         ・ 閉そ く 平た ん 形             　 　 　 ( 4. 3. 2)

 ・ 打込み工法

 杭頭の 処理    ※切断し な い      ・                                  ( 4. 3. 7)

 杭の継手　 　 　 ※ア ーク 溶接（ 　 　 　 　 ） 　 ・ 無溶接継手　 　  　  　 　 　 ( 4. 3. 6)

コ ン ク リ ート の種別及び設計基準強度 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　  ( 4. 5. 3) ( 表4. 5. 1)

　  コ ン ク リ ート 杭地業　 （       ） 種か つ（      ） Ｎ /㎜  以上   

セ メ ン ト の種類　 ※高炉セ メ ン ト Ｂ 種    ・                            ( 4. 5. 3)

掘削工法　 　 ・ ア ース ド リ ル工法( ※安定液使用　 ・ 無水掘削) 　 　 　    　 ( 4. 5. 4)

・ リ バース 工法

・ オ ールケ ーシ ン グ 工法( 孔内の水張　 ※行う 　 ・ 行わ な い ) 　

・ 場所打ち 鋼管コ ン ク リ ート 杭工法        　              ( 4. 5. 5)

３  場所打ち

　 　 　 　 　 ・ 図示によ る

５

　

鉄

 
筋

 
工

 
事

１  鉄筋の種別

・ Ｓ Ｄ ２ ９ ５ Ａ

・ Ｓ Ｄ ３ ４ ５ 異形鉄筋

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 5. 2. 1) ( 表5. 2. 1)

異形鉄筋

２  鉄筋の継手

３  鉄筋の 少かぶり

　  厚さ ・ 耐久性上不利な 箇所の鉄筋の 小か ぶり 厚さ は下表によ る

 柱、 梁、 壁及び庇な ど の 外気に接する 打放し 面

小か ぶり 厚さ は目地底か ら 算定する  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　 ( 5. 3. 5)

４  帯　 　 筋

５  上階柱頭補強

耐震壁　 　 ※図示

６  壁開口部の補強

　  形式 ・ 既製品( 建築基準法によ る 指定又は認定を 受け た も の )

７  梁貫通孔の補強

   試験

８  圧接完了後の抜取

６

　

コ

 
ン

 
ク

 
リ

 ー

 
ト

 
工

 
事

　  設計基準強度

１  普通ｺﾝｸﾘ ﾄーの  　

※２ １

・

・ 　

・

・

・

・

・

※構造体ｺﾝｸﾘ ﾄー： 発注強度=設計基準強度( Ｆ ｃ ) +構造体強度補正値( Ｓ )

６  無筋コ ン ク リ ート ※下記のコ ン ク リ ート は無筋コ ン ク リ ート と し て 扱う 。

５  混和材料の種別

７  型枠 外部に 面する コ ン ク リ ート 打放し 仕上げ（ 仕上塗材、 塗装等の 仕上げを 行う 場合を

 厚さ は合板の 厚さ と する 。                                          ( 表6. 2. 3)

　  の処理

　  打放し 仕上げ

 ＭＣ Ｒ 工法又は15. 2. 4. ( C) に よ る 目荒ら し 工法と する 。 な お、 目荒ら し 工法の

 場合は、 モ ルタ ルの 接着に適し た 粗面に仕上げる 工法を 、 1. 2. 2｢施工計画」 に

 に よ る 品質計画で 定める 。 ま た 、 粗面の状態は、 監督員の承諾を 受け る 。

 適用範囲は１ １ 章タ イ ル工事 ３ コ ン ク リ ート 素地面の処理に よ る 。

 ・ Ａ 種

 ・ Ｂ 種

 ・ Ｃ 種

・ 面う ち 　 ・  面と 同一

・ 面う ち 　 ・  面と 同一

８  ｺﾝｸﾘ ﾄー躯体表面

９  コ ン ク リ ート

10 寒中コ ン ク リ ート  ・ 適用する 　 ※適用し な い                                           ( 6. 12. 1)

2

2

2

　 　 　 ( 1) 　 1章　 1. 1. 2用語の定義の ( 1) 及び( 21)

　 　 ③部分引渡し の 指定部分に係る 工事の 完成( 約款第39条)

　 　 ①工事の完成( 約款第32条)

　 　 ④契約の解除時におけ る 出来形部分( 約款第48条)

　 　 ⑤そ の 他　 新潟市請負工事検査要綱第5条に 定め る 検査

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 新潟市請負工事検査要綱第5条）

( 2) ( a )  工事に 使用する 材料は「 建築材料・ 設備機材等品質性能評価事業1. 4. 2　 材料の品質等

　 ( 1) 建築基準法そ の 他の 認定品で 、 マ ーク 等の 確認がで き る 材料

　 ( 3) 特記に よ り 指定さ れた 材料又は製造者の製品

1. 4. 4　 材料の検査等( 3) ( a )  現場に 搬入し た 材料は、 種別ご と に監督員の 検査を 受け る 。

　 　 た だし 、 次の( 1) 若し く は( 2) に該当する 場合ま た はあ ら か じ め

　 　 監督員の承諾を 受け た 場合は、 こ の限り で な い。

　 ( 1) 工事完成検査時ま た は工事写真で 、 Ｊ Ｉ Ｓ 若し く は Ｊ Ａ Ｓ の

　 　  マ ーク を 確認で き る 場合

1. 6. 1　 工事検査( 4)

　 ・ 写真の 電子データ 提出

写真専門業者の 撮影し た 外観カ ラ ー写真　 　 　 部提出する 。

大き さ 　 ※キ ャ ビ ネ 　 ・ 半紙　 ・ 写真の 電子データ の 提出

※枠組足場　 　 ・ そ の 他（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

塩化物ｲｵﾝ

0. 75%以下

0. 035%以下

３  セ メ ン ト の種類 ※普通ポ ルト ラ ン ド セ メ ン ト 又は混合セ メ ン ト の Ａ 種  ( 6. 3. 2) ( 6. 13. 2) ( 表6. 3. 1)

・ 高炉セ メ ン ト Ｂ 種（                              ）

水和熱

全ア ルカ リ

28ｄ

7ｄ 測定値を 報告する 。

測定値を 報告する 。

２  ﾚﾃﾞ ｨ ﾐーｸｽﾄｺﾝｸﾘ ﾄー 　

　  の種別 ※Ⅰ類に つい て は、 「 全国生ｺﾝｸﾘ ﾄー品質管理監査会議」 が 策定し た 「 全国統一品質

( d)  新潟市請負工事検査要綱第5条に定める 検査を 受け る も の と する 。

　 　 部分等の算出方法に つい て 監督員の指示を 受け る も の と する 。

( 1)  「 監督員」 と は、 約款第10条の規定に よ り 請負者に通知さ れた 者

　 　 を いう 。

( 21)  ｢工事検査」 と は、 約款に規定する 次の各事項の 確認を する た め

　 　 に 発注者又は検査職員が 行う 検査を い い、 工事の 施工体制、 施工

　 　 状況、 出来形、 品質及び出来ばえ の検査を 含む。

　 　 ②部分払の 請求に係る 出来形部分又は部分払指定工事材料等

　 　 　 ( 約款第38条)

    建築材料等評価名簿（ 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修） 契約

    時の 新版」 の 名簿に記載さ れて いる 品目に つい て は、 当該名簿

    に 記載さ れて い る 材料又は製造所の製品と する ほ か 、 設計図書に

    定める 品質及び性能を 有する 新品と する 。 た だし 、 仮設に 使用す

    る 材料は、 新品で な く て も よ い。

( b)  使用する 材料が 、 設計図書に 定め る 品質及び性能を 有する こ と の

    た だし 、 Ｊ Ｉ Ｓ 又は Ｊ Ａ Ｓ の マ ーク 表示の あ る 材料を 使用する

    場合及びあ ら か じ め 監督員の 承諾を 受け た 場合( 次の ( 1) か ら ( 3)

　   証明と な る 資料を 監督員に提出する 。

    の いずれか に該当する 材料を 使用する 場合は、 あ ら か じ め 監督員

  　 の 承諾を 受け た と みな すこ と がで き る 。 ） は、 資料の 提出を 省略

  　 する こ と が で き る 。

　 ( 2) 建築材料・ 設備機材等品質性能評価事業　 建築材料等評価名簿に

　 　  記載さ れて いる 材料又は製造所の 製品（ 特記で 標仕の規定に 基づ

　 　  く 品質及び性能以外を 規定し た 場合を 除く ｡)

　 　  時ま た は工事写真で 品質、 性能を 証明する マ ーク 等を 確認で き

　 ( 2) 建築基準法そ の 他の 認定品と 指定さ れた 材料で 、 工事完成検査

　 　  る 場合

( b)  約款に 規定する 部分払を 請求する 場合は、 当該請求に 係る 出来形

※Ｈ 形( □は除く ) 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ( 参考2. 2)

※行う 　 　 　 ・ 行わな い　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ( 参考2. 1)

　 管理監査基準」 に基づく 品質確保の確認結果等を 参考に し 、 J I S A 5308( ﾚﾃﾞ ｨｰ

　 ﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘ ﾄー) に 適合する も の を 用いる も の と する 。

普通ﾎﾟ ﾙﾄﾗﾝﾄﾞ の品質は、 J I S R 5210に示さ れた 規定の 他、 次の 規定の全て に 適合  

　 する も のと する 。 た だし 、 無筋ｺﾝｸﾘ ﾄーに用いる 場合を 除く 。

算出は、 JI S R 5210ﾎ゚ ﾙﾄﾗﾝﾄﾞ ｾﾒﾝﾄ( 低ｱﾙｶﾘ形によ る 。 )

・ 図示　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 7. 6. 4)

３ -2 単位水量の 確認

４  骨材の品質 ア ルカ リ シ リ カ 反応性に よ る 区分　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　     ( 6. 3. 3) ( 6. 5. 4)

・ A

・ B（ ※コ ン ク リ ート 中の ア ルカ リ 総量Rt =3. 0kg/m 以下)3

※混和剤　 　 ・ 混和材　    　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　      ( 6. 3. 5) ( 6. 4. 8)

※打ち 込み当初 　 ・ 打ち 込み中150m3に１ 回　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 6. 5. 1) ( 6. 4. 4)

　Ａ Ｏ Ｑ Ｌ 　 　 ※４ . ０ ％　 　 　 ・ ２ . ５ ％　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　  ( 7. 6. 11)

　

　 　 3. 特記事項に記載の ( 　 . 　 . 　 ) 内の表示番号は、 標仕の当該項目、 当該図ま た は当該表を 示す。

施工箇所　 ※建物内の 土間ｽﾗﾌﾞ 及び土間ｺﾝｸﾘ ﾄー下（ ﾋﾟ ｯﾄ下を 除く )         ( 4. 6. 5)

　 　 　 ( 2)  　 〃　 1. 4. 2材料の品質等の( a) 及び( b)

別添の特記仕様書によ る 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ( 1. 1. 4)

産業廃棄物処理計画書を 作成， 提出し 監督員の承諾を 受け る 。 　 　 　 　 　 　 ( 1. 3. 8)

                                                            ( 7. 9. 2～7. 9. 7)

工事名 図名

年月日 縮　 尺 図面番号

特記仕様書（ １ ）

※Ｈ 形　 　 ・ ＭＨ 形　 　 ・ Ｍ形  　      　 　    　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 参考7. 1)

一般壁　 　 ※Ａ 形　 　 ・ Ｂ 形　 　 ・ 図示　 　 　 　   　  　 　 　 　 　 　 　 　 ( 参考4. 4)

※超音波探傷試験     ・ 引張試験    　 　 　 　                         ( 5. 4. 9)

※Ⅰ類　 　 　 　 ・ Ⅱ類　 　 　   　 　 　 　 　 　 　 　               ( 6. 1. 5) ( 表6. 1. 1)

検査水準　 　 ※第６ 水準　 　  ・ 図示　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　  ( 7. 6. 11) ( 表7. 6. 2)

・ 建物内土間コ ン ク リ ート 、 ポ ーチ、 犬走り 、 機械架台　 　 　 ・ 　

ひび割れ誘発目地　 　 　 　 ※図示　 　 　 ・ 監督員の 指示に よ る

含む。 ） の 打増し 厚さ 　 　 ※20mm　 　 　 ・ 図示　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ( 6. 9. 2)

 コ ン ク リ ート の 増打ち 厚さ      ※20mm　      ・ 　

※12ｍ ｍ 　 ・ 15ｍ ｍ

※12ｍ ｍ 　 ・ 15ｍ ｍ

・ 12ｍ ｍ

呼び名19mm以上の 柱、 梁の 主筋　 　 ※ガ ス 圧接　 　 ・ 重ね継手　  　 　 　 　 ( 5. 3. 4)

継手位置　 　 ※各部配筋参考図によ る 　 　 ・ 図示

※再生ク ラ ッ シ ャ ラ ン 　 　 ・ 切込み砂利及び切込み砕石                 ( 4. 6. 2)  

孔壁測定    ・ 行う 　 　 　 ・ 行わな い                          ( 4. 5. 4～4. 5. 5)

・ 拡底杭工法 （ ※安定液使用　 　 ・                ）  

 水平方向の 位置ずれ精度　 　 ・ 100mm以下　 ・ 　 　 mm以下

 ・ セ メ ン ト ミ ルク 工法　 　 支持地盤への掘削深さ 　 　 ・ 1. 5ｍ 程度　 ・ 　

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 支持地盤への根入れ深さ 　 ・ １ ｍ 以上　  ・ 　

         の 工事請負契約約款、 及びそ の他の関連要綱」 （ 以下「 約款等」 と いう 。 ) に読み替え る 。

内装工事　 　 　 　 　 　 ・ ﾌﾟ ﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　 　 ※畳製作作業　  

杭径（ mm） 杭長(m)及び種別 継手箇所数 長期設計支持力(kN/本) セッ ト 数等

試験杭

本　 杭

種類の 記号 呼　 び　 径　 ( mm) 備　 　 考

施 工 箇 所 表5. 3. 6の 値に 加え る 寸法( mm)

設計基準強度 Fc(N/㎜ )2 施　 工　 箇　 所 スランプ

種　 別 コ ーン 穴の仕上げ面 厚さ 施 工 箇 所

種類の 記号 使 用 箇 所 規格等

試験の 種別 試験箇所 試験方法

種　 別 所要性能及び適用構造区分

補強ｺﾝｸﾘ ﾄーﾌﾞ ﾛｯｸ造　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 8. 2. 2)

断面形状及び圧縮強さ に よ る 区分 厚さ ( mm) 適 用 箇 所

種 類 単位荷重( N/㎡) 厚さ ( mm) 取付け 工法種別等

　 　 　 な お、 ( 参考　 . 　 . 　 ) は標仕の 各部配筋参考図を 表す。

　 　 　 1章   1. 1. 2　 用語の 定義の( 22) 　

2 0 1 1 . 3 A-2 

新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合
太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課

平成２３年度　太田小学校校舎 耐震補強工事設計図

　 ※Ｃ Ａ Ｄ データ 　 ・ 原図　 ・ 陽画複写図　 　 3部

工事完了後整理のう え 監督員に 提出する 。 　 ※提出部数　 　 5部

　 ・ 保護帽　 3ケ （ 新潟市章及び新潟市を 記入）

　 ・ 雨具　 　 3着　 　 　 ・ 長靴　 　 　 足　 　 　 ・ 安全帯　 3組

１ ８ ㎝

・ 建物躯体

新 設 土 間

新 設 耐 震 壁 ､既 設 開 口 部 閉 塞 壁 １ ８ ㎝

２ ４ 追加特記　 １ 室内空気有機化学物質低減対策に よ る 。 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 1. 5. 9) Ｄ １ ９

SS400 　 鉄 骨 枠 付 ブ レ ー ス 、 G.PL類

構造図によ る

※提出部数　 　 1部

・ ２ １

・ ２ ７

R



使用箇所

２  壁タ イ ル張り 工法

 　 面の処理

３  コ ン ク リ ート 素地

４  陶磁器質タ イ ル

　  型枠先付け 工法

下地モ ルタ ル塗り 　 ※標仕15. 2. 2～15. 2. 5

※ＭＣ Ｒ 工法又は目荒ら し 工法( ポ リ マ ーセ メ ン ト モ ルタ ル下地) 　 　     ( 11. 3. 3)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 （ 11. 2. 2) ( 11. 4. 2) ( 表11. 4. 1)

・ 小口タ イ ル

・ 二丁掛タ イ ル

※タ イ ルシ ート 法

・ 目地桝工法

８
 コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
･Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル

押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板

　  ( Ｅ Ｃ Ｐ )

                                          ( 8. 5. 2～8. 5. 4) ( 表8. 5. 1) ( 表8. 5. 2)

・ 外壁ﾊ゚ ﾈﾙ ※ﾌﾗｯﾄﾊ゚ ﾈﾙ

・ ﾃﾞ ｻﾞ ｲﾝﾊ゚ ﾈﾙ

・ ﾀｲﾙﾍ゙ ｽーﾊ゚ ﾈﾙ

※ﾌﾗｯﾄﾊ゚ ﾈﾙ

・ ﾃﾞ ｻﾞ ｲﾝﾊ゚ ﾈﾙ

・ ﾀｲﾙﾍ゙ ｽーﾊ゚ ﾈﾙ

　 ﾊ゚ ﾈﾙ

・ 間仕切壁 ・ B種

・ C種 ・ 有り (    )

※無し

・ 無し

※有り (    )

・ B種

・ A種

９

 
防

 
水

 
工

 
事

１  ア ス フ ァ ルト 防水

・

・ Ａ Ｉ ‐ ２

・ Ａ －２

・ Ｄ －２

・ Ｂ Ｉ －２

※１ ５  ×

・      ×

※１ ２  ×

※無石綿に限る

・ 金属複合板

　 ( 窯業系ﾊ゚ ﾈﾙ)

・ 押出成形ｾﾒﾝﾄ板 ※Ⅰ類

・ Ⅱ類

 ・  シ ルバー

 ・  カ ラ ー

 入隅部の 増張り ( S-F1、 S-F2工法の場合) 　 ※行わな い　 ・ 行う ( 幅　 　 mm程度)

　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　        　 　 ( 9. 5. 2) ( 9. 5. 3) ( 表9. 5. 1) ( 表9. 5. 2)

仕上塗料塗り

・ シ ルバー　 ・ カ ラ ー

材質　 　 　 ※製造所標準仕様　 ・ (              )

４  押出成形ｾﾒﾝﾄ板

ア ス フ ァ ルト 　 　 ※３ 種　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　                  　 ( 9. 2. 2)

２  改質ア ス フ ァ ルト

　  シ ート 防水

３  合成高分子系

 　 ﾙー ﾌｨﾝｸﾞ ｼー ﾄ防水

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　 　 　 　 　 　 　  ( 9. 3. 2) ( 9. 3. 3) ( 表9. 3. 1)

・ Ａ Ｓ －１

・ ・ 軽歩行

・ 非歩行

Ｐ Ｃ コ ン ク リ ート 部材下地　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　       　 　 　 　 　 　 ( 9. 4. 4)

 目地処理( 接着工法) 　 　 ※図示

４  塗膜防水

・ Ｘ －１

・ Ｘ －２

種別 Ｘ －１ の 脱気装置

1111
　

タ

 
イ

 
ル

 
工

 
事

　 ・ 設け る

・ Ａ Ｓ －２

10

・

１ 　 陶磁器質タ イ ル タ イ ルの種類　 　 　 　 　          　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ( 11. 2. 1)
　

タ

 
イ

 
ル

 
工

 
事

11
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・
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・

・

・

・
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・
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・
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３  床及び階段の 石張り

２  テ ラ ゾ 張り 種石の 種類　 　 　 　 　 　 ※大理石　 　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　  　 　  　 　 　 ( 10. 2. 1)

表面仕上げ　 　 　 　 　 　 ※本磨き 　 　 　 　 　 ・ 　 　 　  　 　 　 　 　 　  　 ( 表10. 2. 2)

 床用石材　 　 　 　 　 　 　 ※２ 等品　 　 ・ １ 等品（ 施工場所　 　 　 　 　 　 　 ）

 壁及びそ の他の石材　 　 ※１ 等品　 　 ・ ２ 等品（ 施工場所　 　 　 　 　 　 　 ）

石の品質                                                          ( 10. 2. 1)
　

石

 
工

 
事 石の種類・ 表面仕上げ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 10. 2. 1) ( 表10. 2. 1) ( 表10. 2. 2)

１  天然石張り

提出する 。

６  防水の保証等

及び新潟県防水工事業協同組合と の３ 者連名の 保証書を 提出する 。

請負者及び製造所と の３ 者連名の 保証書を 提出する 。

・ 　 　 　 　 　 　 　 　 工法

・ 　 　 　 　 　 　 　 　 工法

１ ０ 年間

１ ０ 年間

１ ０ 年間

設置数量　 ※製造所指定数量　 ・ (       ㎡当た り １ 箇所)

　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　    　                 　 ( 9. 6. 2) ( 表9. 6. 1)５  シ ーリ ン グ 下表以外は標仕表9. 6. 1によ る 　 　

16
　

建

　

具

　

工

　

事

   引戸装置

※適用する （ 適用建具及び適用位置は図示によ る ）                    （ 16. 9. 1）

14
　

金

　

属

　

工

　

事

５  軽量鉄骨天井下地

※下記以外は、 標仕14. 4. 3及び表14. 4. 2によ る

屋外の場合の 形式及び寸法                                ( 14. 4. 3) ( 表14. 4. 2)

工法を 、 標仕1. 2. 2[ 施工計画書] に よ る 品質計画で 定める 。

た だ し 、 建築基準法に 基づき 指定する 条件に よ り 、 定ま る 風圧力に 対応し た

　  ( 標準型鋼製軽量

　  建具を 含む)

簡易気密型ﾄﾞ ｱｾｯﾄの 性能の適用　      　 　     　  　 ( 16. 4. 2) ( 16. 4. 6) ( 表16. 3. 1)

　 ・ 適用する （ 適用箇所は建具表によ る ）

　 ・ 適用する （ 適用箇所は建具表によ る ）

簡易気密型ﾄﾞ ｱｾｯﾄの 性能の適用　 　 　 　      　 　 　 　 　      ( 16. 5. 2) ( 表16. 3. 1)

　 ・  Ｓ ー４ 　 　 ・  Ｓ ー５ 　 　 ・  Ｓ ー６

外部に 面する 建具の 耐風圧性 　 　                          ( 16. 5. 2) ( 表16. 2. 1)

表面仕上げ　 　 ※Ｈ Ｌ 仕上げ　 ・ 鏡面仕上げ　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　  　 ( 16. 5. 4)

曲げ加工　 　 　 ※普通曲げ　 　 ・ 角出し 曲げ　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　  　 ( 16. 5. 5)

か ま ち 戸の 樹種　 　 か ま ち （ 　 　    　 ） 　 鏡板（    　 　 　 ） 　 　     　 ( 16. 6. 2)

ふすま の上張り 　 　 ※新鳥の 子又はﾋﾞ ﾆﾙ紙程度　 ・ 鳥の 子　     　 　 　 ( 表16. 6. 3)

６  鋼製軽量建具

７  ス テ ン レ ス 製建具

８  木製建具

ふと こ ろ が３ ｍ を 超え る 場合の 補強　 　 ※図示　 　 　 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ( 14. 4. 4)

外部に 面する シ ャ ッ タ ーの耐風圧強度　 ( 　 　 　 　 　 　 )  N/㎡　         ( 16. 10. 2)

危害防止装置　 　 ※ 障害物感知装置（ 自動閉鎖型） 　       　 　 　 　 　 ( 16. 10. 2)

一般重量シ ャ ッ タ ーのシ ャ ッ タ ーケ ース 　 ※設け る 　 　 ・ 設け な い   　  ( 16. 10. 2)

開閉機能　 　 ※上部電動式（ 手動併用） 　 ・ 上部手動式　   ( 16. 10. 2) ( 表16. 10. 1)

11 自閉式上吊り

12 重量シ ャ ッ タ ー

鍵札数量　 　 　 　 　 ・ 錠前１ 組に ２ 枚と する 　 ・ 錠前１ 組に　 枚と する

マ ス タ ーキ ー　 　 　 ※製作する （ 　 　 本） 　 　 ・ 製作し な い　  　    　 　 ( 16. 7. 4)

　                                               ( 16. 8. 2) ( 16. 8. 3) ( 表16. 8. 3)

※ｽﾗｲﾃﾞ ｨﾝｸﾞ ﾄﾞ ｱ

・ ｽｲﾝｸﾞ ﾄﾞ ｱ

・ ﾏｯﾄｽｲｯﾁ　 　   ・ 電子ﾏｯﾄｽｲｯﾁ　 ・ ﾀｯﾁｽｲｯﾁ　 　 ※光線ｽｲｯﾁ

・ 押し ﾎﾞ ﾀﾝｽｲｯﾁ ・ 多機能便所ｽｲｯﾁ

・ 音波ｽｲｯﾁ　  　 ・ ﾍ゚ ﾀﾞ ﾙｽｲｯﾁ　 　 ・ 熱線ｽｲｯﾁ　  ・ 光電ｽｲｯﾁ

凍結防止措置　 　 ※ 行わ な い 　 　 ・  行う （ 　 　 　 　 　 　 ） 　 　   　 　 　 ( 16. 8. 3)

９  建具用金物

10 自動ﾄﾞ ｱ開閉装置

ふすま の縁の仕上げ　 　 ・ 塗り 縁　 ・ 生地縁　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 表16. 6. 9)

・ 強化ガ ラ ス

・ 型板ｶﾞ ﾗｽ

・ ﾌﾛ ﾄー強化ｶﾞ ﾗｽ Ⅲ類（ 曲面はⅠ類）

・ 熱線吸収網入り 磨き 板ｶﾞ ﾗｽ

・ 熱線吸収ﾌﾛ ﾄー板ｶﾞ ﾗｽ

・ Ｅ ４ 　 　 　 ・ Ｅ ５

・ 断熱複層ｶﾞ ﾗｽ

・ 日射熱遮へい複層ｶﾞ ﾗｽ

※Ｕ ３ －１ 　 ・ Ｕ ３ －２

・ 複層ガ ラ ス

・ 熱線吸収板ガ ラ ス

・ 熱線反射板ガ ラ ス

※行わな い

・ 行う

・ ﾌﾛ ﾄー板ｶﾞ ﾗｽ

・ 熱線吸収ﾌﾛ ﾄー板ｶﾞ ﾗｽ

・ 強化ｶﾞ ﾗｽ

・ 倍強度ｶﾞ ﾗｽ

※熱線反射ｶﾞ ﾗｽ　 　 　

・ 内面

※内面　 ・ 外面

・ 高性能熱線反射ｶﾞ ﾗｽ

・ 倍強度ガ ラ ス

※ﾌﾛ ﾄー倍強度ｶﾞ ﾗｽ　 　 　

・ 熱線吸収倍強度ｶﾞ ﾗｽ ・ ｸﾞ ﾚ 　ー ・ ﾌﾞ ﾙー 　 ・ ﾌﾞ ﾛﾝｽﾞ 　 ・ 　

ガ ラ ス 留め 材　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　     ( 16. 13. 2) ( 表9. 6. 1)

※ｼー ﾘﾝｸﾞ 材

※ｼー ﾘﾝｸﾞ 材

ア ルミ ニ ウ ム 製

鋼製及び軽量鋼製

ス テ ン レ ス 製

・ ｼー ﾘﾝｸﾞ 材　 　 ※ｶﾞ ｽｹｯﾄ（ FI X部はｼー ﾘﾝｸﾞ 材）

16 ガ ラ ス 留め材

　 た だし 、 防火区画等に用いる 場合は建築基準法に基づく 規定に定めら れた

も の 又は認定を 受け た 条件によ る 。

・ フ ァ イ バーグ ラ ス タ イ プ ・ 電動式 ・ ﾊｲﾘﾌﾄ形

・ ﾊ゙ ﾁーｶﾙ形

耐風圧性能によ る 区分　 ・ ５ ０ 　 ・ ７ ５ 　 ・ １ ０ ０ 　 ・ １ ２ ５   　   　  ( 16. 12. 2)

下記以外は、 建具表によ る 　 　                                　 　 　 ( 16. 13. 2)

・ 合わ せガ ラ ス

ｼｬｯﾀ ｹー ｽー　 　 厚さ （ mm） 　 ・ 0. 4　 ・ 0. 8　 ・ 　  　  　 　 　 　 　 　 　 　 （ 表16. 11. 2）

                                                        ( 16. 12. 2) ( 16. 12. 3)

※ス チールタ イ プ

・ ア ルミ ニ ウ ム タ イ プ ・ ﾁｪ ﾝー式

※ﾊ゙ ﾗﾝｽ式 ・ ｽﾀﾝﾀﾞ ﾄー ﾞ 形

・ ﾛ ﾍーｯﾄ ﾞ 形

・ 溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板

※ｽﾃﾝﾚｽ鋼板( SUS304)

14 ｵー ﾊ゙ ﾍーｯﾄﾞ ﾄ ﾞ ｱ

外部に 面する シ ャ ッ タ ーの耐風圧強度  (             )  N/㎡   　 　  　 ( 16. 11. 2)

開閉形式　 　 ※手動式　 ・ 上部電動式（ 手動併用）        　 　 　 　 　 　 ( 16. 11. 2)

形状　 ※ｲﾝﾀ ﾛーｯｷﾝｸﾞ 形　 ・ ｵー ﾊ゙ ﾗーｯﾌﾟ 形　 　       　 　 　 　 ( 16. 11. 4)

ｶﾞ ｲﾄﾞ ﾚ ﾙー等　 ※鋼板製　 ・ ｽﾃﾝﾚｽ製SUS304( 厚さ 1. 5mm)  　 　 　 　 　 　 　 ( 表16. 11. 2)

材質　 ※ 塗装溶融亜鉛め っ き 鋼板又は鋼帯　 ・ 　 　 　 　 　 ( 16. 11. 3)

ス ラ ッ ト 　 　 厚さ （ ㎜） 　 ・ 0. 5　 ・ 0. 6　 ・ 0. 8　 ・ 1. 0　 　 　      　 ( 表16. 11. 2)

13 軽量シ ャ ッ タ ー

・ 　

・ 　

・ 　

※１ 級 ・ ２ 級

※１ 級 ・ ２ 級

※１ 級 ・ ２ 級

※重ね形　 　 ・ はぜ締め 形　 　 ・ か ん 合形

山高( 　 　 　 ） 山ﾋﾟ ｯﾁ( 　 　 　 ) 　 板厚　 ※ 0. 6　 　 ・  0. 8

※塗装溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛合金め っ き 鋼板

※有り 　 　 ・ 無し

※有り （ 種別　 　 　 　 厚　 　 mm） 　 　 ・  無し

※30分耐火　 　 ・  無し

１  長尺金属板葺

防腐・ 防蟻処理の 方法

防蟻処理　 ・ 行う ( 適用範囲　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 ） 　     　 ( 12. 2. 9)

防腐処理　 ※行う ( 適用範囲　 ※標仕12. 2. 8( c) によ る 　 ・ 図示) 　 　    　 ( 12. 2. 8)５  防腐・ 防蟻処理

４  接着剤

・ 化粧ばり 造作用集成材

・ 造作用集成材

・ 構造用集成材

※集成材

３  集 成 材

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟ ﾘ塩化ﾋﾞ ﾆﾙ発泡三層管

　 防腐･防蟻処理は、 ｸﾛﾙﾋﾟ ﾘﾎｽ等を 含有し な い 非有機ﾘﾝ系の 表面処理用木材保存剤

　 と し 、 種類及び品質等が 確認で き る 資料を 監督員に提出し 承諾を 受け る 。

　 工場に おけ る 加圧式と し 、 十分に 乾燥を 行う 。

　 た だし 、 現場に おけ る 加工が 生じ た 場合に は、 加工し た 箇所に 対し 、 現場に て

　 表面処理用木材保存剤を 塗布する こ と と する 。

２  防犯建物部品 ※適用する （ 適用部品及び適用位置は図示に よ る ） 　  　 　 　 　 　 　 　 　 （ 16. 1. 6）

・ 大形タ イ ル ・ 桟木法

１  木材の 品質 ※標仕12. 2. 1によ る 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 ( 12. 2. 1)

２  樹  種

・ 標仕表12. 2. 3に よ る ほ か 、 樹種の う ち 杉は「 越後杉ブ ラ ン ド 」 を 使用する

・ 代用樹種を 適用し な い箇所（ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

                                                                  ( 12. 2. 2)

※一般材 ※た も ･な ら ･し おじ

接着剤に 含ま れる 可塑剤は、 難揮発性の も の と する 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 12. 2. 6)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 13. 2. 2) ( 13. 2. 3) ( 表13. 2. 1)

※0. 4

・ 　 　 　 　 　 　

※塗装溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛合金めっ き 鋼板

・ 　 　 　 　 　 　

・ 　

２  折　 板　 葺                                                 ( 13. 3. 2) ( 13. 3. 3) ( 表13. 2. 1)

形　 式

形状( mm)

材　 料

( 規格等) ・

軒先面戸板

断熱材

耐火性能

１  あ と 施工ア ン カ ー

 　 の 引抜き 耐力試験

２  ス テ ン レ ス の表面                                                                   ( 14. 2. 1)

※Ｈ Ｌ 程度 下記以外の 見え 掛か り 全て

材 種　 　 　 　 　 　  ※配管用鋼管　 ・ 硬質塩化ﾋﾞ ﾆﾙ管 　      ( 13. 5. 2) ( 表13. 5. 1)

・ 標仕表12. 2. 3に よ る             　                                 ( 12. 2. 1)
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建

　

具

　

工

　

事

１  見本の製作等 ・ 特殊な 建具の仮組等（ 建具番号　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　 　   　 ( 16. 1. 4)

・ Ａ 種 Ｓ －４ ※Ａ －３ ※Ｗ－４ ※７ ０

外部に面する 建具の性能値等　 　 　 　 　 　 　 　 　   　 ( 16. 2. 2) ( 16. 2. 4) ( 表16. 2. 1)３  ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

・ 複層仕上塗材

・ 内装薄塗材Ｅ

・

・ 複層塗材Ｃ Ｅ  

・ 複層塗材Ｅ

・ 複層塗材Ｒ Ｅ

・ 複層塗材Ｒ Ｓ

・ 防水形複層塗材Ｅ

・ 防水形複層塗材Ｒ Ｓ

・

　 砂壁状じ ゅ ら く

上塗材

溶媒　 　 　 ※水系　 　 ・ 溶剤系　 　

樹脂　 　 　 ※ｱｸﾘﾙ系　 ・ 　 　 　

　 　 　 　 　 ・ ﾎﾟ ﾘｳﾚﾀﾝ系

防水形の増塗材　 ※行う

・ ゆ ず肌　 ・ 凸部処理　 ※凹凸模様

耐候性　 ※３ 種　 ・ ２ 種　 ・ １ 種

　 　 　 　 　 ・ ﾒﾀﾘｯｸ

防火材料の指定　 ※屋内の 壁、 天井の仕上げ材は防火材料と する 。 　 　 　 ( 15. 5. 2)

外観　 　 　 ※つやあ り 　 ・ つやな し

12
　

木

 
工

 
事

13
　

屋

 
根

 
及

 
び

 
と

 
い

 
工

 
事

３  と 　 い

14
　

金

　

属

　

工

　

事

　  仕上げ

塗料塗り の場合も 含む1mに つき 10以下

3mに つき  7以下

15
　

左

　

官

　

工

　

事

１  床コ ン ク リ ート の

　  直均し 仕上げ

下表以外は標仕表6. 2. 4及び標仕15. 3. 2によ る         ( 表6. 2. 4) ( 15. 3. 1) ( 15. 3. 2)

ﾌﾘ ｱーｸｾｽﾌﾛｱ( ﾊ゚ ﾈﾙ構法) 範囲

ﾌﾘ ｱーｸｾｽﾌﾛｱ( 溝構法) 範囲

２  仕上塗材仕上げ

・ 薄付け 仕上塗材 ・ 外装薄塗材Ｅ ・ 砂壁状　 ・ 着色骨材砂壁状

　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 15. 5. 2) ( 表15. 5. 1)

６ 金属成形板張り

・ ｽﾊ゚ ﾝﾄﾞ ﾚﾙ形

・ ﾊ゚ ﾈﾙ形

・ 押出し

・ ﾛ ﾙー

※ﾌﾟ ﾚｽ

・ 　

・

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

・

・ ﾌﾞ ﾗｳﾝ系

・ ﾌﾞ ﾗｯｸ

・ ｽﾃﾝｶﾗｰ

・ B-2種

・ B-1種 　 無着色

伸縮調整継手　 ※設け な い 　 ・ 設け る （ 施工箇所は図示） 　 　 　  　 　  　 ( 14. 6. 3)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　  　 　 ( 14. 6. 2) ( 表14. 2. 1)

７  ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木 オ ープ ン 形式ア ルミ ニ ウ ム 製笠木の 種類       ( 14. 7. 2～3) ( 表14. 2. 1) ( 表14. 7. 1)

・ 250形

・ 300形

・ 350形

　 1. 6以上

　 1. 8以上

　 2. 0以上

※A-1又はB-1種( 無着色)

・ B-2種 ・ ﾌﾞ ﾗｳﾝ系

・ ﾌﾞ ﾗｯｸ

・ ｽﾃﾝｶﾗｰ

建築基準法に 基づき 指定す

る 条件に よ り 定め る

コ ーナー部及び突当た り 部等の 役物は笠木本体製造所の仕様に よ る 。

８  手すり 及び

　  タ ラ ッ プ

                                             ( 14. 2. 1) ( 14. 8. 2～3) ( 表14. 2. 2)

・ タ ラ ッ プ

※ｽﾃﾝﾚｽsus304

※ｽﾃﾝﾚｽsus304

・ 鉄

・ 鉄

※研磨な し  　 ・ 　

・ 手すり

亜鉛めっ き  　 外部　 　 ※Ｃ 種　 　 ・  

　 　 　 　 　 　  内部　 　 ※Ｅ 種　 　 ・  

亜鉛めっ き 　  内外部　 ※Ｃ 種　 　 ・ 　

※Ｈ Ｌ 程度　  ・ 鏡面程度　 　 　   ・ 　

15 ガ ラ ス

枠類 外部の 下枠、 水切り 板　

外部に 面する ス イ ン グ ド ア の 建具

　 　 2. 3

　 　 2. 3

　 　 2. 3

４  鉄鋼の 亜鉛めっ き                                                         ( 14. 2. 3) ( 表14. 2. 2)

溶融亜鉛めっ き

・ Ｄ 種

・ Ｅ 種

・ Ｆ 種

電気亜鉛めっ き

・ Ｂ 種( 板厚3. 2ｍ ｍ 以上)

・ Ｃ 種( 板厚1. 6ｍ ｍ 以上)

鋼板類の 厚さ （ １ 枚の 戸の 有効間口幅950㎜又は有効高さ 2, 100㎜を 超え る 場合)

出入口

戸

枠類

中骨

　 窓

・ 図示

　 ※下表以外は表16. 3. 2に よ る                             ( 16. 3. 4) ( 表16. 3. 2)

外部に面する 建具の耐風圧性　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 16. 3. 2) ( 表16. 2. 1)　  を 含む)

簡易気密型ﾄﾞ ｱｾｯﾄの性能の 適用　           　 　 　 　 ( 16. 3. 2) ( 16. 3. 6) ( 表16. 3. 1)

　 ※適用する ( 適用箇所は建具表に よ る ) 　 　 ・ 適用し な い

５  鋼製建具

　  ( 標準型鋼製建具

　 形　 　 式　 ・ 外部可動式　 ・ 固定式　 ・ 図示

防虫網　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ( 16. 2. 3)４  網　 戸

　 網の種別　 ※合成樹脂製　 ・ ｶﾞ ﾗｽ繊維入り 合成樹脂製　 ・ ｽﾃﾝﾚｽ( SUS316) 製

・ ﾌﾞ ﾗｳﾝ系

　 無着色

無着色

無着色

標準色（ ※ﾌﾞ ﾗｳﾝ系　 ・ ﾌﾞ ﾗｯｸ　 ・ ｽﾃﾝｶﾗ )ー

標準色（ ※ﾌﾞ ﾗｳﾝ系　 ・ ﾌﾞ ﾗｯｸ　 ・ ｽﾃﾝｶﾗ )ー

・ No２ Ｂ 程度

・ 鏡面仕上げ

・

３  ア ルミ ニ ウ ム 及び

　  ア ルミ ニ ウ ム 合金

　  の 表面処理

                                                        ( 14. 2. 2) ( 表14. 2. 1)

・

・ Ｂ －２ 種

・ ﾌﾞ ﾗｯｸ

・ ｽﾃﾝｶﾗｰ

・ Ｂ －１ 種

・ Ｃ 種

※Ｂ 種 Ｓ －５

Ｓ －６

・ ・ ・

　 Ａ －４ 　 Ｗ－５ 　 １ ０ ０

・ 　

※Ｂ -１ 種

・ Ｂ -２ 種

・  

※Ｃ -１ 種又はＢ -１ 種

・ Ｃ -２ 種又はＢ -２ 種

外部建具

内部建具

表面処理   　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ( 16. 2. 4) ( 表14. 2. 1)

※標仕6. 9. 3[ 材料] ( b) ( 2) 又は金属製

　 タ イ ル先付け 用パネ ル

・  

・ Ｓ －Ｆ ２

断熱工法の 断熱材　 厚さ ( mm) 　 ※25mm　 　 ・ 図示　                      ( 9. 2. 2)

保存処理木材の適用箇所　 ※12. 2. 1( b) に よ る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　       ( 9. 4. 2) ( 9. 4. 3) ( 表9. 4. 1)

工事名 図 名

年 月 日 縮 　 尺 図 面 番 号

特記仕様書（ ２ ）

※防水工事は、 新潟市防水工事業協会員の 施工の場合、 防水施工業者、 請負者、

新潟市防水工事業協会及び新潟県防水工事業協同組合と の４ 者連名の 保証書を

 協会員以外で 新潟県防水工事業協同組合員の施工の 場合、 防水施工業者、 請負者

 新潟県防水工事業協同組合員以外の 施工で 、 市が認めた 場合は、 防水施工業者、

床石張り の 石裏面処理　 　 　 ・ 行う 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　     ( 10. 6. 2)

屋内の ワ ッ ク ス 掛け 　 　 　 　 ・ 行う 　                                 ( 10. 1. 5)

外装タ イ ル　 　 ・ 密着張り 　 　 ・ マ ス ク 張り

内装タ イ ル　 　 ・ 壁タ イ ル接着剤張り 　 ・ 改良積上げ張り   　 ( 11. 3. 3) ( 表11. 3. 2)

タ イ ルの 試験張り 　 ※行わ な い 　 　 ・ 行う （ ※外装タ イ ル　 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

　 施工範囲　 　 ※図示

・ 市販品

鋼管製と いの 防露　 ※標仕表13. 5. 4によ る

掃除口　 　 　 　 　 　 ・ 有り 　 　 ・ 無し

※適用する 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 14. 1. 3)

・ Ａ 種( 板厚6. 0ｍ ｍ 以上)

　 ・ Ｓ ー４ 　 　 ・ Ｓ ー５ 　 　 ・ Ｓ ー６

・ ﾌﾞ ﾙー 　 ・ ｸﾞ ﾚ 　ー ・ ﾌﾞ ﾛﾝｽﾞ 　 ・ ｸﾞ ﾘ ﾝー

　 特性によ る 種類　 　 ※Ⅱ-1類

施工箇所 表面形状 厚さ ( mm) 幅( mm) 工法 耐火性能

種　 別 施　 工　 箇　 所

種　 　 類 寸法( ㎜) ： 厚さ ×幅 適　 　 用

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ( 9. 2. 2) ( 9. 2. 3) ( 表9. 2. 3) ～( 表9. 2. 8)

乾式保護材の材料　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ( 9. 2. 2)

種　 別 施　 工　 箇　 所

種 別 厚 さ 施 工 箇 所 仕上塗料塗り 使用分類

種別 施　 工　 箇　 所 備　 考

施 工 箇 所 シ ーリ ン グ 材の 種類( 記号)

工 法 種 別 施 工 箇 所 保 証 期 間

施工箇所 種　 類 産地・ 名称 厚さ ( ㎜) 仕上げの 種類

耐凍害性 う わ ぐ すり 役 物 色
施工場所･用途

形状寸法 備 考

（ ㎜) あ り な し 施釉 無釉 あ り な し 標準 特注

適用タ イ ル 種　 　 別 タ イ ル型枠先付面の せき 板

品　 　 名 規格・ 品質 芯材の樹種 化粧単板の樹種

屋根葺形式 長尺金属板の種類 板厚( mm)

種　 類 施　 工　 箇　 所

種　 別 色合い 施　 工　 箇　 所

表面処理法　 種　 別 施　 工　 箇　 所

下地材の間隔（ ㎜）
施　 工　 箇　 所

中央部 周辺部

野縁受、 吊り ﾎﾞ ﾙﾄ、 ｲﾝｻー ﾄ
野　 縁

形　 状 製法 材 種 寸法( mm) 厚さ ( mm) 表面処理 色合い

種　 類 呼称肉厚( ㎜) 表面処理及び色合い 固定間隔・ 方法

種　 類 材料の 種別 表　 面　 処　 理

施 工 箇 所 平た ん さ （ ㎜） 備　 　 考

種　 　 類 呼　 び　 名 仕上げの 形状等

種別 耐風圧性 気密性 水密性 枠見込み( mm) 施工箇所

施工箇所 種　 別 色　 合　 い 　 等

区　 分 厚さ ( ㎜)

開 閉 方 法 セ  ン  サ ー の  種 類

セ ク シ ョ ン 材料 開閉方式 収納形式 ｶﾞ ｲﾄﾞ ﾚ ﾙー

材料板ｶﾞ ﾗｽによ る 種類 特性に よ る 種類

材料板ｶﾞ ﾗｽによ る 種類 色　 　 調

品　 　 質 断熱性、 日射遮へい 性に よ る 区分

品　 　 質 反射皮膜面 材料板ｶﾞ ﾗｽの 種類 映像調整

材料板ｶﾞ ﾗｽに よ る 種類の 名称 色　 　 調

建具の種類 材　 　 　 種

役物： 標準的な 曲がり （ 小口、 標準、 二丁、 屏風） の 役物は一体成形と する

タ イ ルの見本焼き 　 　 ※ 行わ な い 　 　 ・ 行う （ ※外装タ イ ル　 　 ・ 　 　 　 　 　 )

　 　 　 　 　 　 　 　 　 材質　 ※押出法ﾎﾟ ﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ ﾑー3種b ｽｷﾝ層付　 　 ・ 図示

新潟市建築部公共建築第２課
一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

20 1 1 . 3

新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合
太田小学校校舎 耐震補強工事

A-3 

60

一般屋上平面・立上り､2・3階ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ平面・立上り

接着性試験　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　       　 　 　 　 　 ( 9. 6. 5)

 ・ 行わ な い

 ・ 行う 　  　 ※簡易接着性試験　 ・ 引張接着性試験( 施工部位　 　 　 　 　 　 )

　その他図示箇所
　押出成形ｾﾒﾝﾄ板取合､建具､防水各廻り､

　コンクリート打継ぎ面

　耐震スリット施工箇所

ＭＳ－２

ＰＵ－２

ＰＳ－２

新規建具廻り外額縁､外壁下水切

・ 　 Ｘ －２ 　 　 　 　 工法 屋上､2・3階ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ

・

・

・可とう形改修用

  仕上塗材

・可とう形改修塗材Ｅ



ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

・  

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 19. 6. 2) ( 表19. 6. 1)

19
　

内

　

装

　

工

　

事

８  合成樹脂塗り 床 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　  ( 19. 4. 2) ( 表19. 4. 1～表19. 4. 7)

・ 弾性ウレタン塗り 床材

・ エポキシ樹脂塗り 床材

・ 防滑仕上げ

・ 樹脂モ ルタ ル仕上げ（ ※平滑　 ・ 防滑）

・ 厚膜流し 展べ仕上げ（ ※平滑　 ・ 防滑）

９  床用塗料塗り

塗布量　 　 ﾌﾟ ﾗｲﾏｰ塗の う え 主剤2回塗り と し 、 総塗布量は0. 5Kg/㎡以上と する 。

材　 質　 　 ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗料　 ( ※標準色　 ・ 　 　 　 )

仕上種別　 ※平滑仕上げ　 ・ 防滑仕上げ

仕上種別　 ｺ ﾃーｨﾝｸﾞ ( ﾛ ﾗーｰ刷毛塗り )

塗布量　 　 主剤2回り と し 、 総塗布量は0. 25Kg/㎡以上と する 。

材　 質　 　 水性ｱｸﾘﾙ系塗料　 ( ※標準色　 ・ 　 　 　 )

・  

・

・

・

・ 　

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※釘留め 工法

ﾎﾟ ﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ ﾑー床下地

標仕表12. 5. 1によ る 床組 ・ Ａ 種　 ・ Ｂ 種　 ・ Ｃ 種　 ・ Ｄ 種( ※KT-Ⅲ・ 　 　 )

・ Ｃ 種　 ・ Ｄ 種( ※KT-Ⅲ・ 　 　 )

・ ビ ニ ル製手すり ( 幅　 約40㎜)

16
　

建

　

具

　

工

　

事

※無し

・ 　

※無し

・ 　・ 　

※ク リ ア

・ 　

　 壁用金属枠及び補強材

・ 　

※ア ルミ ニ ウ ム 製 ・ 標仕16. 2. 3のｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具の材料に よ る

　 シ ーリ ン グ 材料

　 化粧目地モ ルタ ルの 色　 ※モ ルタ ル色　 　 ・ 　

下記以外は標仕表9. 6. 1によ る     　 　 　        　 ( 16. 13. 5) ( 9. 6. 2) ( 表9. 6. 1)

主成分によ る 区分 耐久性に よ る 区分記号

　 た だ し 、 防火区画等に 用い る 場合は建築基準法に 基づく 規定に 定め ら れた も の

又は、 認定を 受け た 条件によ る 。

17 ｶﾞ ﾗｽﾌﾞ ﾛｯｸ積み            　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　       　 ( 16. 13. 5)

・ ﾌﾛ ﾘーﾝｸﾞ ﾎﾞ ﾄー ﾞ

・ ﾌﾛ ﾘーﾝｸﾞ ﾌﾞ ﾛｯｸ

・ 天然木化粧複合

　 ﾌﾛ ﾘーﾝｸﾞ

・ な ら

・ な ら

・

・

・

※15

・ 接着工法

※15

※C種

・ 釘留め 工法

・ ﾓﾙﾀﾙ埋込工法

・ 接着工法

・ 接着工法

・

・ 塗装品

・ 無塗装品

※塗装品

・ 無塗装品

・

12 畳敷き

・

・

※薄膜流し 展べ仕上げ

※平滑仕上　 ・ 防滑仕上　 ・ つや消し 仕上げ　 　  

10 防塵用塗料塗り

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　     　 ( 19. 5. 2～19. 5. 7) ( 表19. 5. 1～表19. 5. 4)11 フ ロ ーリ ン グ 張り

２  耐震ス リ ッ ト

・ 水平方向

・ 垂直方向 ※完全( 全貫通型) ｽﾘｯﾄ ・ 耐火型

・ 無し

・ 有り
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　 仕様　 ※製造所の 標準仕様（ ｺﾝｾﾝﾄ本体は別途工事）

ｺﾝｾﾝﾄ等の取付け 対応

　 ｺﾝｾﾝﾄの箇所数　 ※10～15㎡に1箇所程度

配線用取出し ﾊ゚ ﾈﾙ

　 ﾌﾘ ｱーｸｾｽﾌﾛｱ全体面積に 対する 設置割合　 ※20～30%

　 配線取り 出し 開口　 ※40㎜×80㎜程度の 開口

空調用吹き 出し ﾊ゚ ﾈﾙ

  ※無し

　 ・ 有り （ ※固定式　 ・ 可変式　 　 ： 施工箇所は図示）

　

　　

３  ﾌﾘ ｱーｸｾｽﾌﾛｱ

※20×10

※20×10

ｼー ﾘﾝｸﾞ 材（ 見え 掛か り のみ）

ｼー ﾘﾝｸﾞ 材（ 内外と も ）

内壁（ 幅×深さ ）

外壁（ 幅×深さ ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 ( 20. 2. 2)

・ 溝構法　

・ ﾊ゚ ﾈﾙ構法

・ 溝構法　

・ ﾊ゚ ﾈﾙ構法 ・ 　

※50未満

・ 　

※50未満

・ 1. 0G

・ 0. 6G

・ 1. 0G

・ 0. 6G

・ 5, 000N

・ 3, 000N

・ 3, 000N

・ 5, 000N

・ 帯電防止床ﾀｲﾙ

・ ﾀｲﾙｶ ｯーﾍ゚ ﾄ

・ 帯電防止床ﾀｲﾙ

・ ﾀｲﾙｶ ｯーﾍ゚ ﾄ

注1： 耐荷重性能5, 000Nに つい て は、 国土交通省の建設技術評価「 耐震型ﾌﾘ ｱーｸｾｽ

     ﾌﾛｱの 開発」 に おい て 評価を 取得し た も の 又は同等の も の と する 。

注2： 表面仕上げ材の 品質・ 規格等は、 19章内装工事によ る 。

ｽﾛ ﾌーﾟ 及びﾎﾞ ﾀーﾞ ｰ

　 ・ 図示

　 ※製造所の標準仕様（ た だ し 、 構成材は標仕20. 2. 2( a) ( 2) に よ る ）

・ ｽﾀｯﾄﾞ ﾊ゚ ﾈﾙ式 ・  　 ・ 　

４ 　 可動間仕切り 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 20. 2. 3)

※ﾊ゚ ﾈﾙ式 ・ 　 ※鋼板

( ※0. 6　 ・ 0. 8)

※ﾒﾗﾐﾝ樹脂又は

ｱｸﾘﾙ樹脂焼き 付け

・ 有り

・ ｽﾀｯﾄﾞ 式

６  ト イ レ ブ ース

　 　 　 　 　 　 　 ・ ﾎﾟ ﾘｴｽﾃﾙ樹脂系化粧板

表面仕上げ材　 ・ ﾒﾗﾐﾝ樹脂系化粧板（ 標準色　 ｱﾙﾐ製ｺ ﾅーー ｴｯｼ゙ 付き ） 　  　 ( 20. 2. 5)

脚部　 　 　   　 ※幅木ﾀｲﾌﾟ 　 　 ・ 支柱ﾀｲﾌﾟ

ﾄﾞ ｱｴｯｼﾞ 　 　  　 ※ﾌﾗｯﾄ形　 　 　 ・ 曲面形

７  階段滑止め

形　 状　 　 ※ﾋﾞ ﾆﾙﾀｲﾔ入り 　

　 　 　 　 　 　 両端ﾌﾗｯﾄｴﾝﾄﾞ 　 ※有り （ ｽﾃﾝﾚｽ製　 ※ﾋﾞ ﾆﾙ製) 　 ・  無し

　 　 　 　 　 ・ ﾋﾞ ﾆﾙﾀｲﾔ無し

材　 種　 　 ※ｽﾃﾝﾚｽ( SUS304) 　 ・ ｱﾙﾐ         　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ( 20. 2. 6)

幅( mm) 　 　 ・ 30　 ・ 35　 ・ 40　 ・ 　 　

取付け 方法　 ※接着工法　 　 ・  埋め込み工法

８  階段手すり

※集成材ｸﾘｱﾗｯｶｰ仕上げ( 市販品)

　 径　 ・ 38mm　 ・ 45㎜　 ・ 60㎜　

不燃材料の 認定　 　 ・ 有り

５  移動間仕切り 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 20. 2. 4)

・ 遮音ﾀｲﾌ(゚ 注1)

※鋼板 ・ 焼付け 塗装

・ 焼付け 塗装※鋼板

・ 手動式　 ・ 電動式

・ 部分電動式

・ 手動式　 ・ 電動式

・ 部分電動式

・ 一般ﾀｲﾌﾟ

注1： J I S A 1416によ る 試験方法に おい て 、 中心周波数500Hzの 音の 透過損失が36dB

　 　  以上の 性能を 有する も の と する 。

注2： 表面仕上げの壁紙張り の 品質は１ ９ 章内装工事 １ ５ 壁紙張り によ る 。

パネ ル圧接装置操作方法　 　 ※製造所標準仕様　 　 ・  

　  ホ ワ イ ト ボ ード

９  黒板及び 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　  　 ( 20. 2. 8)

・ 黒板 ※焼付け

・ ﾎﾜｲﾄﾎﾞ ﾄー ﾞ ※ほ う ろ う

※平面　 ・ 曲面　 ・ ｽｸﾘ ﾝー付引分

※平面　 ・ 曲面　 ・ ｽｸﾘ ﾝー付引分

10 ブ ラ イ ン ド 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ( 20. 2. 12)

※横形

・ 縦形

・ 操作棒式

※ｷﾞ ｱ式　 ・ ｺ ﾄー ﾞ 式 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金

・

・ ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ

・ ｸﾛｽｽﾗｯﾄ

※25

・ 100

・ 80・ 1本操作ｺ ﾄーﾞ

※2本操作ｺ ﾄーﾞ

11 ﾌﾞ ﾗｲﾝﾄﾞ ﾎﾞ ｯｸｽ

   及びｶ ﾃーﾝﾎﾞ ｯｸｽ

※市販品（ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　 押出し 型材）

・ 縦形ﾌﾞ ﾗｲﾝﾄﾞ

・ ｶ ﾃーﾝ（ 又はﾚ ｽー共）

・ ｶ ﾃーﾝ＋横形ﾌﾞ ﾗｲﾝﾄﾞ

※90×150　 　 ・ 120×150　 　 ・ 　

※120×80　 　 ・ 150×80　 　  ・ 　

※150×80　 　 ・ 180×80　 　  ・ 　

※180×150　  ・ 　

・ 横形ﾌﾞ ﾗｲﾝﾄﾞ

・ 図示

色彩　 　 ・ Ｂ －１ 　 ・ Ｂ －２ （ ・ ﾌﾞ ﾗｳﾝ系　 ・ ﾌﾞ ﾗｯｸ　 ・ ｽﾃﾝｶﾗ ）ー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 20. 2. 13)12 ロ ールス ク リ ーン

操作方法

・ ﾌﾟ ﾙｺ ﾄー ﾞ 式( ｽﾄｯﾊ゚ ｰ付き )

・ ﾜﾝﾀｯﾁﾁｪ ﾝー式

・ 電動式

・ ﾁｪ ﾝー式　

・ 無地

・ 柄物

・ 遮光ﾀｲﾌﾟ

13 カ ーテ ン 及び

　  カ ーテ ン レ ール

カ ーテ ン 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　 ( 20. 2. 14)

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

カ ーテ ン レ ール                                                   ( 20. 2. 14)

　 形式　 ・ 片引き 　 ・ 引分け （ ※暗幕用は300mm以上の 召合せの重ね掛け と する ）

　 材種　 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　 ・ ｽﾃﾝﾚｽ製

ﾚ ﾙー　 　 　  　 材  質 　 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製( ｼﾙﾊ゙ )ー14 ピ ク チャ ーレ ール

　 　 　 　 　 　 形  式　  先付け 天井埋込型( 見切縁兼用)

ﾗﾝﾅー 　 　 　   材  質　  本体： 真鍮製　 ﾌｯｸ： ｽﾃﾝﾚｽ製( 可動式)

　 　 　 　 　 　 耐荷重　  25kg程度／個

※450×450

・ 600×600・ 目地ﾀｲﾌﾟ

下記以外全て

※図示

・ 天井仕上げ材がDRの範囲

15 天井点検口

・ 額縁ﾀｲﾌﾟ

　 　 　 　 　 　 個  数　  ２ 個／ﾚ ﾙー１ m

18 室名札

19 か ぎ 箱

20 く つふき マ ッ ト

市販品

形　 式　 ・ 30組用　 ・ 60組用　 ・ 120組用　 ・ 　

市販品

材　 質　 ・ 塩化ﾋﾞ ﾆﾙ製( ｺｲﾙ状　 ｽﾃﾝﾚｽ製受枠)

　 　 　 　 ・ ﾋﾞ ﾆﾙ製( ｽﾃﾝﾚｽ製受枠)

　 　 　 　 ・ 硬質ｱﾙﾐﾆｳﾑ製（ 受枠と も ）

下記の積雪量を こ え る と き は

雪下ろ し が必要で す

施　 工　 者

竣工年月日

※ｱﾙﾐ製

・ ｽﾃﾝﾚｽ製

※ｱﾙﾐ　 ・ ｽﾃﾝﾚｽ　 ・ 黄銅 下記以外全て ※600×600

・

16 床点検口

17 積雪表示板

　 寸法　 １ ８ ０ ×１ ６ ０ ×５

　 取付け 場所（ ・ 図示　 　 ・ 監督員の 指示によ る 　 ）

※塩化ﾋﾞ ﾆﾙ製（ 白） 、 ｽﾃﾝﾚｽﾅｯﾄ( 10mm) ４ 本詰め 、 文字入れ 共　

１
６

０
m
m

１ ８ ０ mm

設 計 積 雪 量

設計積雪量

設　 計　 者

○． ○ｍ

○○建設株式会社

株式会社○○設計事務所

平成○○年○○月

21 流し 台ユ ニ ッ ト

・ 流し 台

・ ｺﾝﾛ台

・ つり 戸棚

・ 水切り 棚

※1200　 ・ 1500　 ・ 1800

※600 　 ・ 700 　 ・ 　

※1200　 ・ 900 　 ・ 600

※1200　 ・ 900

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞ ﾋﾄ ﾞ の放散量　 　 　 ※規制対象外　 　 ・ 第三種

( ｾｸｼｮﾅﾙｷｯﾁﾝⅠ型)

※市販品

ﾄﾗｯﾌﾟ 付き

ﾊ゙ ｯｸｶﾞ ﾄー ﾞ 　 ※有り

・ 優良住宅部品

・ 市販品

ｽﾃﾝﾚｽ製　   ※1段式

22 屋内掲示板

23 洗面カ ウ ン タ ー

24 敷地境界石標

枠の材質　 　 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

表面の 材質　 ※特殊発砲ﾋﾞ ﾆ ﾙー張り

材　 種　 　 　 　 ・ ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板張り （ 芯材： 集成材） 　 ・ 人工大理石（ 品質　 ※図示）

奥行き ( mm) 　 ・ 約450　 ・ 約600

※ｺﾝｸﾘ ﾄーﾌﾞ ﾛｯｸ製の 市販品程度

・ か こ う 岩（ 文字記号等入り ）

　 　 　 　 ・ ｽﾃﾝﾚｽ製（ 受枠と も ）

工事名 図名

年月日 縮　 尺 図面番号

特記仕様書（ ３ ）

　 1組の本数　 　 ・ ｼﾝｸﾞ ﾙ　  ・ ﾀﾞ ﾌﾞ ﾙ　  ・ 図示

20
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20

督員の承諾を 受け る こ と 。

１  基本要求品質                                                                   ( 20. 1. 2)

　 特記以外の 建物内部に使用する ユ ニ ッ ト 及びそ の他工事の既製品等の 品質、 又は

製品を 構成する 材料の ホ ルム ア ルデヒ ド の放散量はF☆☆☆☆を 基本と する 。 な お

該当する 材料等が な い 場合において 、 F☆☆☆☆以外の 材料等を 使用する 場合は監

製造所　 建設技術評価｢建築物の 断熱材兼用型枠工法

　 　 　 　 の開発｣に おい て 、 評価を 取得し た も の

・　 ﾎﾟ ﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ ﾑー

　 保温板 ※3種b ※接地部分

・ ・

※25

・ 現場発泡断熱材

・ 断熱材兼用型枠

※断熱材補修部分

・ 一般部

・

・

・ 壁( 図示の範囲)

　 －

※15

※40以下 断熱抵抗

=厚さ /熱伝導率・

( ｽｷﾝ層付け )

難燃性を 有する も の

16 断熱材 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　    　 　発泡剤に よ る 種別　 ※Ａ 種（ 現場発泡の 場合はＡ 種１ ）         ( 19. 9. 2) ( 19. 9. 3)

※一般部 ※25※2種b・ 押出法

=0. 676以上( t ･㎡･kl /w)

・ ﾛｯｸｳ ﾙー吸音ﾎﾞ ﾄー ﾞ 1号 Ｒ Ｗ－Ｂ

Ｇ Ｗ－Ｂ

※25　 ・ 　

※ｸﾞ ﾗｽｳ ﾙー吸音ﾎﾞ ﾄー ﾞ 2号32K

15 壁紙張り                                                                   ( 19. 8. 2)

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※不燃・ 準不燃・ 難燃

※不燃・ 準不燃・ 難燃

※不燃・ 準不燃・ 難燃

　 せっ こ う ﾎﾞ ﾄー ﾞ 面　  ※Ｂ 種　 　 ・ Ａ 種（ 施工箇所： 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 ﾓﾙﾀﾙ､ｺﾝｸﾘ ﾄー面　 　  ※Ｂ 種　 　 ・ Ａ 種（ 施工箇所： 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

素地ご し ら え                         ( 19. 8. 3) ( 表18. 2. 4) ( 表18. 2. 5) ( 表18. 2. 7)

14 吸音材 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 表19. 7. 1)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ( 19. 7. 2) ( 表19. 7. 1)13 せっ こ う ボ ード

・ 不燃積層せっ こ う ﾎﾞ ﾄー ﾞ

・ ｼ ｼー゙ ﾝｸﾞ せっ こ う ﾎﾞ ﾄー ﾞ

・ 強化せっ こ う ﾎﾞ ﾄー ﾞ

・ 難燃合板

・

Ｈ Ｗ

０ . ８ Ｆ Ｋ

Ｄ Ｒ

Ｇ Ｂ －Ｒ

Ｇ Ｂ －Ｎ Ｃ

Ｇ Ｂ －Ｓ ・ 9. 5（ 準不燃） 　 ・ 12. 5（ 準不燃）

　 9. 5( 不燃) 　 化粧無( 下地張り 用)

　 　 　 　 　  　 化粧有( ﾄﾗﾊ゙ ﾁーﾝ模様)

・ 15　 ・ 20　 ・ 25

・ 15　 ・ 20　 ・ 25

・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ﾀｲﾌﾟ 2( 無石綿)

※ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ ( ※9. 0　 ・ 12. 0　 ・ 　 　 　 )

・ 凹凸ﾀｲﾌﾟ ( ※12. 0　 ・ 15. 0) 　 ( ( 個) 不燃)

・ 9. 5（ 準不燃） 　 ・ 12. 5（ 不燃）

・ 12. 5（ 不燃） 　  ・ 15. 0（ 不燃）

軽量鉄骨下地ﾎﾞ ﾄー ﾞ 遮音壁の遮音ｼー ﾙ材　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 19. 7. 2) ( 表9. 6. 1)

　 ※適用する 　 ・ 適用し な い

Ｎ Ｗ

Ｇ Ｂ －Ｆ

・ せっ こ う ボ ード の目地処理                                      ( 表19. 7. 5)

・ 継目処理工法

・ 突付け 工法

・ 目透し 工法

   そ の他のボ ード 張り

・ 硬質木毛ｾﾒﾝﾄ板

・ 普通木毛ｾﾒﾝﾄ板

・ け い酸ｶﾙｼｳﾑ板

・ ﾛｯｸｳ ﾙー化粧吸音板

・ せっ こ う ﾎﾞ ﾄー ﾞ

※建材畳Ｄ 種Ⅲ型と する 。

※畳表は、 J AS2等品以上と し 、 畳裏に表示する 。

・

※ｶﾞ ﾗｽ飛散防止ﾌｨﾙﾑ ※内張り 　 ・ 外張り 飛散防止率　 Ｄ １

品質　 J I S A 5759によ る

第２ 種

18 ガ ラ ス 用フ ィ ルム

※フ ィ ルム 表面保護の た め に、 保護層（ ハード コ ート ） を 有する こ と 。

※フ ィ ルム 施工業者に つい て は、 予め実績又は資格等の 資料を 提出し 監督員の

　 確認後、 承諾を 受け る こ と 。

18
　

塗

　

装

　

工

　

事

１  材料 ※屋内の 壁及び天井仕上げ材は、 防火材料と する 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 18. 1. 3)

２  素地ご し ら え せっ こ う ﾎﾞ ﾄー ﾞ 及びそ の 他の ﾎﾞ ﾄー ﾞ 面の継ぎ 目処理工法の 場合　 ( 18. 2. 7) ( 表18. 2. 7)

　 種別　 ※Ｂ 種　 ・ Ａ 種（ 施工場所： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

３  塗装業者 ※日本塗装工業会の会員　 　 ・ 監督員の 承諾する 業者

・

・

４  誘導用、

　  注意喚起用床材

視覚障害者用ﾀｲﾙ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 ( 19. 2. 2)

・ 塩化ﾋﾞ ﾆﾙ系

・ ﾚｼ゙ ﾝｺﾝｸﾘ ﾄー系

・ 磁器又はせっ 器ﾀｲﾙ

・ ｺﾝｸﾘ ﾄー系

・ 磁器又はせっ 器ﾀｲﾙ

※300×300

※300×300

・

・

ﾌﾞ ﾛｯｸﾊ゚ ﾀ ﾝー

に よ る

色彩は黄色と

する

※300×300×60 ・ 300×300×30

J I S T 9251

19
　

内

　

装

　

工

　

事

１  接着剤

※発泡層のな いも の

・ 発泡層のあ る も の

　 　 　 　・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 ( 19. 2. 2)

※Ｎ Ｃ 　 ・  

※柄物　 ・ 無地

※2. 5

工法　 　 ※熱溶接工法　 ・ 突付け （ 施工箇所　 　 　 　 　 　 　 　  　 ） 　  　 ( 19. 2. 3)

※接着剤に含ま れる 可塑材は、 難揮発性と する 。

                                  ( 19. 2. 2) ( 19. 3. 3) ( 19. 5. 6) ( 19. 7. 2) ( 19. 8. 2)

２  ビ ニル床シート 張り

・ ﾎﾓｼ゙ ﾆｱｽﾋﾞ ﾆﾙ床ﾀｲﾙ

※ｺﾝﾎﾟ ｼ゙ ｼｮﾝﾋﾞ ﾆﾙ床ﾀｲﾙ( 半硬質)

・ ｺﾝﾎﾟ ｼ゙ ｼｮﾝﾋﾞ ﾆﾙ床ﾀｲﾙ( 軟　 質)

Ｃ Ｔ

Ｃ Ｔ Ｓ

Ｈ Ｔ

・

・

※2. 0

・ 置敷き ﾋﾞ ﾆﾙ床ﾀｲﾙ

３  ビ ニル床タ イ ル張り

※無地　 ・ ﾏー ﾌﾞ ﾙ柄

接着剤の種別　 ※一般の 床　 　 ・ 　 便所等多湿部

Ｈ Ｔ Ｌ ・ 　

接着剤の種別　 ※一般の 床　 　 ・ 　 便所等多湿部

　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 ( 19. 2. 2)

10

　 　 　 　

高さ ( mm) 　 　 ※６ ０ 　 ・ ７ ５ 　 　 ・ １ ０ ０       　 　 　 　  　 　 　 　 　  　 ( 19. 2. 2)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　  　 ( 19. 2. 2)

・ ｺﾝﾎﾟ ｼ゙ ｼｮﾝﾋﾞ ﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・ ﾎﾓｼ゙ ﾆｱｽﾋﾞ ﾆﾙ床ﾀｲﾙ

・

・

※2. 0　 ・ 　

※4. 0又は4. 5

・ 　

・ 　

1. 0×10
９

1. 0×10

Ω以下、  又は、

体積抵抗値( J I S K 6911に よ る )

漏洩抵抗値( J I S A 1454に よ る )

６  帯電防止床ﾀｲﾙ張り

５  ビ ニ ル幅木

　 ・ 　・ ｶｯﾄ､ ﾙー ﾌﾟ 併用

7 カ ーペッ ト 敷き

・ Ａ 種

・ Ｂ 種

・ Ｃ 種 ・ ｱｷｽﾐﾝｽﾀ ｶー ﾍー゚ ｯﾄ

・ ﾀﾞ ﾌﾞ ﾙﾌｪ ｽーｶ ﾍー゚ ｯﾄ

・ ｳｨﾙﾄﾝｶ ﾍー゚ ﾄ ・ ｶｯﾄﾊ゚ ｲﾙ

・ ﾙー ﾌﾟ ﾊ゚ ｲﾙ

人体帯電圧

　 ※3kV以下　 ・ 柄物( 標準品)

※単一色( 無地)

・ 織じ ゅ う た ん  　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 19. 3. 3) ( 19. 3. 4) ( 表19. 3. 1)

防炎性能は、 消防法で 定め る 防炎性能を 有し 、 消防庁長官の 防炎表示の登録を

Ω未満

受け た も のと する 。 　 　 　 　 　 　 　                                   ( 19. 3. 2)

・ ｶｯﾄﾊ゚ ｲﾙ

・ ﾏﾙﾁﾚﾍ゙ ﾙﾙー ﾌﾟ

・ ﾚﾍ゙ ﾙﾙー ﾌﾟ ﾊ゚ ｲﾙ

・ ｶｯﾄ､ﾙー ﾌﾟ 併用

※5. 0～7. 0　 ・ 　

・

※4. 0～6. 0　 ・ 　

※4. 0 　 ・

・ タ フ テ ッ ド カ ーペッ ト 　 　 　 　 　 　             　 ( 19. 3. 3) ( 19. 3. 4) ( 表19. 3. 2)

・ タ イ ルカ ーペッ ト 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　                     　 ( 19. 3. 3)

※第一種 

・

※ﾙー ﾌﾟ ﾊ゚ ｲﾙ

・ ｶｯﾄﾊ゚ ｲﾙ
9

・ ｸﾞ ﾘｯﾊ゚ ｰ工法

※全面接着工法 人体帯電圧

 ※3Kv以下

※適用し な い

・ 10 Ω以下

21

※遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘ ﾄー管

・ 硬質塩化ﾋﾞ ﾆﾙ管

※外圧管（ ※１ 種　 ・ ２ 種）

※Ｖ Ｐ 　 ・ Ｖ Ｕ

・  

・ Ｒ Ｓ －Ｖ Ｐ 　 ・ Ｒ Ｓ －Ｖ Ｕ

Ｂ 形（ ｺﾞ ﾑ接合）

　

排

　

水

　

工

　

事

排水管用材料                                    ( 21. 2. 1) ( 表21. 2. 1) ( 21. 3. 3)１  排水管

25 収納・ 収納家具 使用する 材料の ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞ ﾋﾄﾞ 放散量及び放出量の 規格は、 合板類は、 J ASで 定める

等級F☆☆☆☆のも のと し 、 ﾐﾃﾞ ｨｱﾑﾃﾞ ﾝｼﾃｨﾌｧｲﾊ゙ ﾎーﾞ ﾄー ﾞ 及びﾊ゚ ﾃーｨｸﾙﾎﾞ ﾄー ﾞ は、 J I Sで

定める 等級F☆☆☆☆の も の と する 。

材種　 　 ※塩化ﾋﾞ ﾆ ﾙー製　 　  ・ ｱｸﾘﾙ樹脂製　 　  ・ 　

寸法　 　 ※260×80×5　 　 　 ・ 　

受金具　 ・ ｽﾃﾝﾚｽ( SUS304) 　  ・ 　

形式　 　 ・ 突出型　 　 ヶ 所　 ・ 面付型　 　 ヶ 所　 ※文字書込み　 ・ 文字彫込み

寸 法( mm) 表 面 形 状 性 能 等

呼び寸法 厚さ 色　 調 パタ ーン 防火性能 耐火性能

壁用金属枠の 種類 規格及び補強材等

被着体の 組合せ
シ ーリ ン グ 材の種別

名　 称 種 類 張 り  面 性 能 値

種　 　 類 J I Sの記号 色　 　 　 柄 厚さ ( mm)

種　 　 　 　 類 J I Sの記号 厚さ ( mm) 備　 　 考

適用箇所 種　 類 寸　 法 ( ㎜) 形　 状

 屋　 内

 屋　 外

種　 　 類 厚 さ ( mm) 性　 　 能

種 別 織 り  方 ﾊ゚ ｲﾙ形状 帯 電 性 色・ 柄等

ﾊ゚ ｲﾙ形状 ﾊ゚ ｲﾙ長( mm) 工　 法 帯 電 性

種　 別 ﾊ゚ ｲﾙ形状 電気抵抗値( Ω) 施 工 箇 所

種　 　 別 仕 上 げ の 種 類

品　 　 名 樹　 種 等　 級 板　 厚 工　 法 仕上塗装

適 用 箇 所 畳　 の 　 種　 別

種　 　 類 J I Sの記号 厚さ ( mm) ・ 規格等

目地処理の 処理 施　 工　 箇　 所

種　 　 　 類 記　 号 厚さ ( mm)

施工箇所
壁 紙 の 種 類

防火性能の級別 備　 考
紙製 織物 ﾋﾞ ﾆﾙ 化学繊維 無機質

種　 　 類 施工箇所 厚さ ( mm) 品 質 等

方　 向 表 面 仕 上 げ 耐火性能 防水性能

目　 地　 材 目地寸法( ㎜)

施工箇所 構　 法
仕上り 高 適用地震時

水平力

耐荷重性能 表面仕上げ材

( mm) 注( 1) 注( 2)

ﾊ゚ ﾈﾙ部の 表面材種
構造形式

 総厚さ ( mm)       厚さ ( mm)
仕 上 げ

遮 音 性

( J I Sによ る 記号)

遮音性能によ る 区分 厚さ ( mm) 表面材 表面仕上げ 操作方法

種　 　 別 施 工 箇 所

種　 　 類 寸法( ㎜) 備　 　 考

形　 式 種　 　 類 ｽﾗｯﾄの材質 ｽﾗｯﾄの 幅( mm)

使 用 区 分 溝幅×深さ ( ㎜)

ｽｸﾘ ﾝーの 種類 品　 質　 等

施工箇所
形　 式 装　 置

片引 引分 電動 ひも 引 手引
名称・ 品質 ひだの 種類 備　 考

目地形状 適 用 箇 所 寸法（ ㎜）

本体の材質 目地の 材質 適用箇所 寸法（ ㎜）

種　 類 寸 法 ( L=mm) 適 用 内 容 規格・ 品質等

材　 種 管の種類 管形状（ 接合方法）

新潟市建築部公共建築第２課
一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

20 1 1 . 3

新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合
太田小学校校舎 耐震補強工事

A-4

※25　 ・ 50　

・ 30　 新 規 乾 式 外 壁 面 ※ ﾉﾝ ﾌ ﾛ ﾝ湿 式 断 熱 材

Ｇ Ｗ － Ｆ ・ 50　・ ｸ ﾞ ﾗ ｽ ｳ ｰ ﾙ吸 音 材 10 K

化 粧 せ っ こ う ﾎﾞ ｰ ﾄ ﾞ ・ 9 . 5 (準 不 燃 )　 ・ 化 粧 有 (ﾄ ﾗ ﾊ ﾞ ｰ ﾁ ﾝ模 様 )Ｇ Ｂ － Ｄ

・ 塗装品
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排

　

水

　

工

　

事

２  排水桝及びふた

・ 簡易気密形( ﾊ゚ ｯｷﾝ式)

・ 水封形

・ 中ふた 付密閉形

適用荷重

・ Ｔ －６ 用

・ Ｔ －20用

・ Ｔ －２ 用

鋳鉄製ﾏﾝﾎ ﾙーふた                                                    ( 21. 2. 2) 22
　

舗

　

装

　

工

　

事

路面表示用塗料　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

J I S K 5665 ・ １ 種

・ ２ 種　

※３ 種１ 号

液状常温

加熱

溶融 粉体状

幅 　  ※ 1 5 0 　

厚さ 　 ※1. 0

※白

・ 黄

揮発性有機溶剤の 含有率は、 塗料総質量に対し て 5%以下と する 。

23
　

植

　

栽

　

工

　

事

※行う  　              　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 23. 1. 3)

　  塩類( EC) の試験

１  土壌の酸度､水溶性

２  樹木の

　  植栽基盤整備

芝及び地被類　   　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ( 23. 2. 2) ( 23. 2. 3) ( 表23. 2. 1) ( 表23. 2. 2)

※20　 ・ 　※行う 　 ・ 行わな い ※B種　 ・ 　 ※植栽範囲　 ・ 図示

樹木　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 23. 2. 2) ( 23. 2. 3) ( 表23. 2. 1) ( 表23. 2. 2)

・ 12以上

地盤高ま で 植込み用土で 盛土を 行う 。

高か ら を 有効土層と する 。 た だ し 、 計画地盤高が 現状地盤高よ り 高い場合は、 計画

※葉張り の 範囲

・ D種

・ C種

・ B種

※A種

※80 　 ・ 　

※60 　 ・ 　

※50 　 ・ 　

※100　 ・ 　

　 た だ し ､低木は植栽範囲

・ 図示

工法Ｄ 種以外の工法で 、 現状地盤高と 計画地盤高が同一で な い 場合は、 計画地盤

３  植込み用土

※適用する 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　                 ( 23. 2. 3) ( 23. 2. 4)４  土壌改良材

５  支　 柱　 材

６  幹巻き 用材料

７  芝　 張　 り

８  枯補償及び枯損

 　 処理

　 施工箇所　 　 ※植栽範囲 　  ・ 図示

※防腐処理杉丸太　 　  ・ 杉の 焼き 丸太　   ・ 竹　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 23. 3. 2)

※幹巻き 用ﾃ ﾌーﾟ  　 ・ わら 及びこ も   　 　   　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ( 23. 3. 2)

種類　 　 ※こ う ら い芝　 　 ・ 野芝 　 　 　 　 　 　   　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ( 23. 4. 2)
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９  屋上緑化シ ス テ ム 土壌層　 　 ※改良土　 　 ・ 人工軽量土                       （ 23. 5. 2) ( 23. 5. 3)

期間　 　 ※引渡し の日か ら １ 年間　 　 　 　 　   ( 23. 3. 4) ( 23. 3. 6) ( 23. 4. 7) ( 23. 5. 5)

る た めの 構造計算の基準を 定め る 件」 ( 平成12年5月31日付け  建設省告示第1458号)

※「 屋根ふき 材及び屋外に 面する 帳壁の 風圧に対する 構造体力上の 安全性を 確か め

によ る 風圧力に対応し た 固定工法を 標仕1. 2. 2[ 施工計画書] によ る 品質計画で 定め る

 厚さ 　 　 mm

保水･排水層　 　 ・ 軽量骨材層（ 厚さ 　 　 mm） 　 ・ 板状成形品 　        （ 23. 5. 3)

・ 3以上～7未満

・ 3未満

・ 7以上～12未満

 ﾎﾞ ﾙﾄ固定

・ 凹凸形※細目

※普通目

※細目

・ T- 6用

・ T- 2用 ※平形

※凹凸形

・ T-20用

・ T-14用

・ 歩行用

・ Ｕ 字溝用

・ か さ 上げ用

・ 桝ふた 用

・ 溝ふた 用

　 ・ 図示

　 ※無し

・

※受枠付き

・ ｽﾃﾝﾚｽ製

・ 鋼製

ｸﾞ ﾚ ﾁーﾝｸﾞ ふた                                       　               ( 21. 2. 2)

※Ｂ 種　 　 ・ 建設汚泥か ら 再生し た 処理土                            ( 21. 2. 3)３  埋戻し 土
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１  盛土に 用い る 材料

２  凍上抑制層の材料

３  路床安定処理

・ Ａ 種　 ・ Ｂ 種　 ・ Ｃ 種　 ・ Ｄ 種　 　 　 　 　 　 　   　  　 　 　 　 ( 22. 2. 3) ( 表3. 2. 1)

　 　 　 　 　 　 ・ 高炉ｾﾒﾝﾄB種　 ・ 生石灰( 　 　 　 　 ) 　 ・ 消石灰( 　 　 　 )

・ ｼ゙ ｵﾃｷｽﾀｲﾙに よ る 安定処理

　 ｼ゙ ｵﾃｷｽﾀｲﾙの 品質

※添加材料に よ る 安定処理　 　 　 　 　 　 　 　  　      ( 22. 2. 2) ( 22. 2. 3) ( 表22. 2. 2)

　 単位面積質量　 60g/㎡以上　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 厚さ ( ㎜) 　 0. 5～1. 0

　 引張り 強さ 　 　 98N/5cm（ 10kgf /5cm） 以上

　 透水計数　 　 　 0. 15cm/s ec以上

　 種　 類　 　 ・ 普通ﾎﾟ ﾙﾄﾗﾝﾄﾞ ｾﾒﾝﾄ　 ・ ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種

　 添加量　 　 　 　 　 　 　 kg／ｍ 3( 目標Ｃ Ｂ Ｒ 　 ※5　 ・  　 )

４  路床の 試験 ・ 支持力試験を 行う （ ※乱し た 土　 ・  乱さ な い土）  　  　 　 　 　 　 　  　 ( 22. 2. 5)

・ 路床締固め 度の 試験を 行う 　

・ 砂の粒度試験を 行う 　

５  路盤材料 ※再生ｸﾗｯｼｬ ﾗーﾝ( RC－40) 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  　 　 　 ( 22. 3. 3) ( 表22. 3. 3)

７  ア ス フ ァ ルト 舗装

・ ｸﾗｯｼｬ ﾗーﾝ( Ｃ －40) 又はｸﾗｯｼｬ ﾗーﾝ鉄鋼ｽﾗｸﾞ ( Ｃ Ｓ －40)

・ 粒度調整砕石

６  路盤の 締固め度

　  試験

※無し 　 ・ 有り

※無し 　 ・ 有り

※ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 ※顔料混入加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

・ 　・ ｶﾗｰ舗装

　 ｶﾗｰ舗装の着色骨材　 　 ・ 有色骨材（ 焼成） 　 　 ・ 着色骨材（ 樹脂被覆）

ｱｽﾌｧﾙﾄ　 　 ※再生ｱｽﾌｧﾙﾄ　 　 ・ ｽﾄﾚ ﾄーｱｽﾌｧﾙﾄ   　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 22. 4. 3)

・ 粗粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物( 20)

・ 粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物( 13)

・ 一般地域 ※寒冷地域

※密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物( 13F)

・ 細粒度ｷﾞ ｬｯﾌﾟ ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物( 13F)

加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物等の 種類      　 　    　                  ( 22. 4. 4) ( 表22. 4. 6)

※密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物( 13)

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の抽出試験  　 ※行わ な い   　 ・ 行う 　 　        　 　  　 　 ( 22. 4. 6)

８  コ ン ク リ ート 舗装 早強ｾﾒﾝﾄ　 ※使用し な い　 　 ・ 使用する  　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 22. 5. 3)

注入材料　 ※低弾性ﾀｲﾌﾟ 　 　 ・ 高弾性ﾀｲﾌﾟ                   ( 22. 5. 3) ( 表22. 5. 3)

溶接金網　 ※有り  　 ・ 無し                                　 ( 22. 5. 3) ( 22. 5. 4)

９  カ ラ ー舗装 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 22. 6. 2) ( 表22. 6. 1)

・ ア ス フ ァ ルト 混合物

・ 石油樹脂系混合物

・ 樹脂系混合物　 　 ・ 塗布工法

・ ニ ート 工法

舗装の 種類

 ※加熱系

 ・ 常温系

部位

※300角 ※砂

・ ﾓﾙﾀﾙ

※60

・ 誘導、 注意喚起用ﾀｲﾌﾟ

・ 透水性ﾀｲﾌﾟ

・ 植生ﾀｲﾌﾟ

※普通ﾀｲﾌﾟ 5. 0N/mm2以上

※80　 ・  1004. 0N/mm2以上

3. 0N/mm2以上

車道部 ※80 ・ 　

歩道部 ※60 ・ 　

　 ※標準ﾀｲﾌﾟ

　 ・ 表面化粧ﾀｲﾌﾟ

　 誘導、 注意喚起用

　 は黄色と する

・ 　

※小舗石（ 花崗岩） ※80～100　

・ 　

※う ろ こ 張り

・ 　

※ｺﾝｸﾘ ﾄー舗装

・ ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

・ 舗石舗装 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 22. 9. 2) ( 22. 9. 3)

・ ｲﾝﾀ ﾛーｯｷﾝｸﾞ ﾌﾞ ﾛｯｸ舗装　 　 　            　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 22. 9. 2) ( 22. 9. 3)

・ ｺﾝｸﾘ ﾄー平板舗装　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　    　 ( 22. 9. 2) ( 22. 9. 3)

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の抽出試験　 　 　 ※行わな い　 ・ 行う 　 　 　 　 　  　 　 　  　 ( 22. 8. 6)

排水性舗装用ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物　     　 　 　 　 　 　 　     　 　 　 　 ( 22. 8. 3) ( 表22. 8. 2)

　 ※ﾎﾟ ﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅡ種　 ・  ﾎﾟ ﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅠ種

10 透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

11 排水性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

12 ブ ロ ッ ク 系舗装

13 区画線

　 　 　 　 ・ 　 　 年間　 　 　 ・ 　 　 年　 　 月　 　 日迄

１  室内空気有機化学

　  物質低減対策

1) 　 建築材料等の 選択

　 及び旧J I Sにおけ る Fco、 Eoの も の を 含む。 ) を 使用する 場合は、 建築基準法の規

　 定によ り 使用面積制限計算書等を 監督員に 提出し 、 監督員の 承諾を 受け る こ と 。

※　 塗料及び接着剤はト ルエ ン 、 キ シ レ ン 及びエ チルベン ゼン を 含有し な い か 、

　 ト ルエ ン 等の含有量が極めて 少な い規格品と する 。

※　 防腐・ 防蟻剤はク ロ ルピ リ オ ス 、 ダ イ ヤ ジ ノ ン 及びフ ェ ノ ルカ ブ ルを 含有し な

　 い 非有機リ ン 系の薬剤と し 、 加圧式防腐、 防蟻処理等は工場で 行い、 十分乾燥し

　 た 後で 現場に搬入し た も のを 使用する 。

※　 壁紙用接着剤は、 フ タ ル酸ジ -n-ブ チル及びフ タ ル酸ジ -2-エ チルヘキ シ ル等を

　 含有し な い 難揮発性の可塑剤を 使用し て い る も のを 使用する 。

※　 選定し た 使用材料について は室別か つ部位別に使用材料台帳を 作成する 。

　 　 1) の 使用面積材料制限計算書の 代用を 可と する 。

2) 　 施工中の 安全管理

※　 施工に先立ち 、 工法、 材料等を 確認し 、 指針値に 関し 意見等の あ る 場合は申し

　 出る 。

※　 施工中も 強い 臭気等に 注意する 。

※　 接着剤及び塗料の 塗布に当た っ て は、 使用方法及び塗布量を 十分に 管理し 、 適

　 切な 乾燥時間を と る も の と する 。 ま た 、 施工時、 施工後の通風、 換気を 十分に 行

　 い 室内に発散し た 化学物質等を 室外に 放出さ せる こ と 。

3) 　 測定時期

※　 測定時期は、 本工事の ほ か 関連設備工事と も 施工終了後と する 。 内装又は塗装

　 等の施工が 終了し 、 そ の 後十分な 換気が行われて い る こ と 、 及び中央式空気調和

　 設備の よ う に換気を 行い な が ら 空気調和を 行う 設備があ る 場合は設備の試運転が

　 終了し て い る こ と と する 。

※　 測定時期の決定は、 測定結果が 基準値・ 指針値を 超え た 場合に 、 8) の措置を 講

　 じ る 時間を 見込むこ と 。

※　 大規模改造等改修工事の場合は、 着手前に監督員の指定する 一室に つい て 、 4)

　 の 別表A、 Bの物質測定を 行う も の と し 、 施工終了後も 同様と する 。

※　 改築等新営工事の 場合は、 完成後に 監督員の 指定する 一室について 、 4) の別表

　 A、 Bの 13物質測定を 行う も の と し 、 施工後も 同様と する 。
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4) 　 測定対象物質　 別表A

※　 ホ ルム ア ルデヒ ド

基準値ppm

0. 08 100

※　 ト ルエ ン 0. 07 260

※　 キ シ レ ン 0. 20 870

※　 パラ ジ ク ロ ロ ベン ゼ ン 0. 04 240

※　 ス チレ ン 0. 05 220

※　 エ チルベン ゼン 0. 88 3800

基準値ppm　 　 測定対象物質　 別表B

※　 ク ロ ルピ リ ポ ス 0. 000007 0. 1

※　 フ タ ル酸ジ -n-ブ チル 0. 02 220

※　 テ ト ラ デカ ン 0. 04 330

※　 フ タ ル酸ジ -2-エ チルヘキ シ ル 0. 0076 120

※　 ダ イ ア ジ ノ ン 0. 00002 0. 29

※　 フ ェ ノ ブ カ ルブ 0. 0038 33

※　 ア セ ト ア ルデヒ ド 数値を 確認する 。

5) 　 測定室

　 ・ 　 改修工事の事前及び施工後( 13物質) 測定室数　 １ 室( 監督員の指定し た 室)

　 ・ 　 改築等新営工事の 施工後( 13物質) 測定室数　 １ 室( 監督員の 指定し た 室)

　 ※　 施工後( 別表A6物質) 測定室数( 　 １ ) 室( 監督員の指定し た 室)

6) 　 測定方法

測定機器

※　 最新の 『 厚生労働省「 室内空気測定の ｶﾞ ｲﾄ ﾞ ﾗｲﾝ」 、 学校に あ っ て は文部科学省

　 学校環境衛生基準』 ( 以下「 基準等」 と い う 。 ) に 認め ら れて いる 測定機器

測定要領

※　 最新の 基準等の 測定方法

7) 　 測定結果の 分析

※　 測定対象化学物質を 採取し た 検体を 分析機関に 依頼する 。

　 　 測定方法及び検体の 種別ご と に、 分析機関が異な る こ と も 認め る も のと する 。

8) 　 測定結果が 指針値を 超え た 場合の 措置

※　 測定結果が 4) の 基準値、 指針値を 超え て い る 場合は、 原因究明と と も に 換気通

9) 　 報告書の提出

※　 完了検査日ま で に報告書を 提出する 。

　 ・ 　 部分使用の承諾を する 場合は、 使用日の 前日ま で にする 。

10) 　 そ の他

※　 建築材料等の選択、 測定方法等で 下記によ り が た い 場合は監督員と 協議を 行う 。

※　 関連の 各請負者の役割分担は、 別表Cに よ る 。

・ 建築工事

・ 電気設備工事

・ 給排水衛生設備工事

・ 冷暖房換気設備工事

・ 　 　 　 　 　 工事

・ 　 　 　 　 　 工事

空気調査 測定報告 材料選定 台帳作成 台帳まと め
改善措置発注工事種別

役割分担区分

別表C

○ ○ ○
○
○
○

○
○
○
○

○ ○
○
○
○

２  環境技術の適正化 ※　 工事の 施工に当た っ て は、 地球環境保全の た め 、 新潟市環境基本計画及び新潟

　 市公共工事環境配慮指針な ど に よ り 省エ ネ ルギ ー、 資源等に 関する 技術の 適用に

　 努め る 。

３  ユ ニ バーサル

　  デザイ ン

※　 工事の 施工に当た っ て は、 「 新潟市公共建築物ユ ニ バーサ ルデザイ ン ガ イ ド ラ

　 イ ン 」 の 考え 方に 基づき 施工に 努め る 。

１  ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有建材の

　  処理

施工調査　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  [ 公共建築改修工事標準仕様書　 9. 1. 1]

　 分析によ る ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有の調査　 　 ・ 行う 　 ・ 行わ な い

　 ｱｽﾍ゙ ｽﾄ粉じ ん 濃度測定　 　 　 　 　 ・ 行う 　 ・ 行わ な い

　 　 　 　 　 　 　 　 法及び走査電子顕微鏡法」 に よ る 位相差・ 分散顕微鏡法に よ る 。

　 　 測定機関　 ※厚生労働省新潟労働局に 登録さ れて い る 作業環境測定機関と する 。

２  ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有

　  吹付け 材の除去

除去工法　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [ 9. 1. 3]

　 ※「 改修標仕」 9. 1. 3に よ る 。

　 ・

除去し た ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有吹付け 材の処理　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [ 9. 1. 3]

　 ※密封処理( 二重袋梱包)

　 ・ セ メ ン ト 固化

３  ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有

　  保温材等の除去 　 ※粉じ ん 飛散抑制剤等によ る 湿潤化の後、 手ばら し で 行う 。

除去工法　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [ 9. 1. 4]

　 ・ 掻き 落し ・ 破砕・ 切断等によ る 除去を 行う 。

　 　 ※[ 9. 1. 3 ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有吹付け 材の除去] によ り 、 作業場を 隔離する 。

４  ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有

　  成形板の 除去

養生等　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 [ 9. 1. 5]

　 建物内部で 除去を 行う 場合、 除去作業場所と 他の 場所を 隔て る た め、 開閉部位

　 ( 出入口、 換気口、 窓等) は閉と し 、 ガ ラ ス の 破損箇所等で 開と な っ て いる 部位を

　 養生シ ート 等で 塞ぐ 。

※　 接着剤及び塗料の 使用済み缶等は、 速やか に 場外に搬出さ せる こ と 。

※　 建築材料はF☆☆☆☆を 基準と する ほ か 、 ホ ルム ア ルデヒ ド 以外の物質( 別表A

　 の 物質) の 発散が極めて 少な い材料を 選定する 。

　 　 な お、 該当する 材料等がな い場合に おい て 、 F☆☆☆又はそ の同等品( 旧J AS

　 風又は低減物質の 付与等の 措置を 講じ 、 再度測定を 行い基準値以内で あ る こ と の

　 確認を 、 関連請負者が 連携し て 行う 。

ｱｽﾍ゙ ｽﾄ成形板の 種類
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※現場発生土の良質土　  ・ 客土（ ※畑土　 ・ 黒土）   　 　 　 　 　 　 　  　 ( 23. 2. 3)

工事名 図名

年月日 縮　 尺 図面番号

特記仕様書（ ４ ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  　 　 　 ( 22. 4. 2) ( 表22. 4. 1)

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の抽出試験　 　 ※行わ な い 　 　 ・ 行う 　 　       　 　 　   　 ( 22. 6. 6)

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の抽出試験　 　 ※行わ な い 　 　 ・ 行う 　 　       　 　 　   　 ( 22. 7. 6)

厚さ 試験　 　 ※行わな い　 　 ・ 行う

　 　 測定方法　 ※J I S K 3850 -1 空気中の 繊維状粒子測定方法-第1部： 光学顕微鏡

※再生ｸﾗｯｼｬ ﾗーﾝ　 　 ・ ｸﾗｯｼｬ ﾗーﾝ　 切り 込み砂利　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　  ( 22. 2. 3)

※行う 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　  ( 22. 3. 5)

ｼー ﾙｺ ﾄー　 　 ※行わ な い 　 　 ・ 行う ( 施工範囲： 　 　 　    　 　 )  　 　 　 　 　 ( 22. 4. 5)

※普通平板( Ｎ ) 　 　 ・ ｶﾗｰ平板( Ｃ )

・ 洗出平板( Ｗ) 　 　 ・ 擬石平板( Ｓ )

材 料 名 使 用 部 位 厚さ ( mm) 備 考

μg/m3

μg/m3

種　 　 類 厚さ ( mm) 施工方法 基　 層

種　 　 類 曲げ強度 厚さ ( mm) 表面加工及び色彩等

種　 　 類 寸法( mm) 厚さ ( mm) 目地材

厚さ

・ 車道

・ 歩道

・ 　 　

・ 　 　

区 分

表 層

基 層

舗装の種類 車道部の基層 ｶﾗｰ舗装の 種類

材　 質 形　 式 種　 類 適用荷重 ﾒﾝﾊ゙ ﾋーﾟ ｯﾁ 上面形状

種　 　 類

・ 密閉形( ﾃ ﾊー゚ ・ー ﾊ゚ ｯｷﾝ式)

規格番号 種　 類 施工時の条件 適 用 寸法( ㎜) 適 用

適　 用 有効土層の 厚さ ( mm) 工　 法 整備範囲

樹木の 樹高( m) 有効土層の厚さ ( cm) 工 法 整備範囲

新潟市建築部公共建築第２課
一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

20 1 1 . 3

新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合
太田小学校校舎 耐震補強工事

A-5

耐 酸 性 ﾋﾞ ﾆ ﾙ床 ﾀ ｲ ﾙ 図 示 ３ ． ０

ビ ニ ル 床 タ イ ル 図 示 ２ ． ０



新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合

一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
2011.3 1/400

工事場所：太田小学校　新潟市北区太田817

稲荷神社

神明宮

市立太田保育園

佐々木駅

豊栄駅

黒山駅

県道葛塚線
白新線

Ｎ

付近見取図

改修建物改修建物

ﾌﾟｰﾙ

道路幅員　6.00m

道
路
幅
員
　
6.
00
m

市道幅員　6.0
0m 民有地

民家

民家

民家

普通・特別教室棟管理・普通教室棟

水路

水
路

屋内運動場

体育館通路

ｺﾝｸﾘｰﾄ柱

仮囲い 鋼板製 H=2.0m

ｺﾝｸﾘｰﾄ柱

ｸﾛｽｹﾞｰﾄ H=1.8m

交通誘導員(常駐)

生垣

4,500

設　計　概　要

一　般　事　項 建　物　概　要 補　強　工　事

耐震補強工事概要

工事名称

工事場所（地名地番）

建物用途

工事種別

都市計画区域内外の別

用途地域

防火地域

その他の地域・地区 建築基準法２２条区域

指定なし

耐震補強工事

建物概要

最高の高さ

最高の軒高

敷地面積

延床面積

Ｘ方向（桁行方向）の補強 ・補強工事に伴う仕上改修

・ガラス面飛散防止フィルム貼（内貼）

・補強工事に伴う電気設備工事の改修

・補強工事に伴う機械設備工事の改修

新潟市北区太田 ８１７  地内

小学校

指定なし

太田小学校校舎耐震補強工事 鉄筋コンクリ－ト造３階建  塔屋２階建

１６，８２２，０　㎡

２，３１６．３６　㎡　（校舎棟）

●校舎棟

そ　の　他　工　事

１８．７８０　Ｍ

１８．２３０　Ｍ

外壁　ｽﾘｯﾄ壁の増設

仮囲い 鋼板製 H=2.0m

凡 例

補強棟範囲を示す

クロスゲ－トW6.0m*H1.8m (2ヶ所)

▼

◎

工事車両出入り口

交通誘導員（工事作業中）

▼ ◎
工事車両進入経路

敷鉄板 ｔ22

・外壁改修工事に伴う仕上改修

⑰通り梁補強　　　　２ヶ所

都市計画区域

耐力壁　鉄骨枠付Ｋ型ブレースの増設  ２０ヶ所

耐力壁　ＲＣ壁の増設  ２ヶ所

壁閉塞　ＲＣ壁の増設  １ヶ所

◎ (重機搬出入時)

A-6-1 

ｸﾛｽｹﾞｰﾄ H=1.8m

Ｎ

配置図　　S=1/400

運動場

仮囲い 鋼板製 H=2.0m

80,000

1
0,
0
0
0

A
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B

C
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L
=
3
1
.
0
m

L=13.5m

L=20.0m

L
=
8
.
0
m

L=28.5m

L
=
8
.
5
m

L=54.0m

L
=
1
8
.
5
m

L=26.5m

L=68.5m

註)外部仮囲い等は夏休み期間までを示す。

仮囲い鉄板H2.0ｍ（L=277.0m）

配置図・案内図・工事概要・（夏休み迄の仮設計画図）



新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合

一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
2011.3 1/400

工事場所：太田小学校　新潟市北区太田817

稲荷神社

神明宮

市立太田保育園

佐々木駅

豊栄駅

黒山駅

県道葛塚線
白新線

Ｎ

付近見取図

改修建物改修建物

ﾌﾟｰﾙ

道路幅員　6.00m

道
路
幅
員
　
6.
00
m

市道幅員　6.0
0m 民有地

民家

民家

民家

普通・特別教室棟管理・普通教室棟

水路

水
路

体育館通路

ｺﾝｸﾘｰﾄ柱

仮囲い 鋼板製 H=2.0m

ｺﾝｸﾘｰﾄ柱

ｸﾛｽｹﾞｰﾄ H=1.8m

交通誘導員(常駐)

生垣

4,500

設　計　概　要

一　般　事　項 建　物　概　要 補　強　工　事

耐震補強工事概要

工事名称

工事場所（地名地番）

建物用途

工事種別

都市計画区域内外の別

用途地域

防火地域

その他の地域・地区 建築基準法２２条区域

指定なし

耐震補強工事

建物概要

最高の高さ

最高の軒高

敷地面積

延床面積

Ｘ方向（桁行方向）の補強 ・補強工事に伴う仕上改修

・ガラス面飛散防止フィルム貼（内貼）

・補強工事に伴う電気設備工事の改修

・補強工事に伴う機械設備工事の改修

新潟市北区太田 ８１７  地内

小学校

指定なし

太田小学校校舎耐震補強工事 鉄筋コンクリ－ト造３階建  塔屋２階建

１６，８２２，０　㎡

２，３１６．３６　㎡　（校舎棟）

●校舎棟

そ　の　他　工　事

１８．７８０　Ｍ

１８．２３０　Ｍ

外壁　ｽﾘｯﾄ壁の増設

仮囲い 鋼板製 H=2.0m

凡 例

補強棟範囲を示す

▼

◎

工事車両出入り口

交通誘導員（工事作業中）

▼ ◎
工事車両進入経路

敷鉄板 ｔ22

・外壁改修工事に伴う仕上改修

⑰通り梁補強　　　　２ヶ所

都市計画区域

耐力壁　鉄骨枠付Ｋ型ブレースの増設  ２０ヶ所

耐力壁　ＲＣ壁の増設  ２ヶ所

壁閉塞　ＲＣ壁の増設  １ヶ所

Ｎ

配置図　　S=1/400

運動場

仮囲い 鋼板製 H=2.0m

80,000

1
0,
0
0
0

A

18

B

C

17 16 15 14 13 12 11 10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

クロスゲ－トW6.0m*H1.8m (1ヶ所)

仮設鋼製扉W0.9* H2.0

・仮設エアコン（1年～6年教室）夏休み後設置

L=13.5m

L=20.0m

L
=
8
.
0
m

L=54.0m

L
=
1
8
.
5
m

L
=
3
1
.
0
m

L=23.5m

L=74.0m
L
=
8
.
5
m

L=28.5m

仮囲い鉄板H2.0ｍ（L=279.5m）

註)外部仮囲い等は夏休み後以降を示す。

屋内運動場

配置図・案内図・工事概要・（夏休み後の仮設計画図）
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新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合

一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

2011.3

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
現況・撤去・改修後：外部・内部仕上表

Ｓｔ スチール

厚１２．５

■下地種類別略記号　（○印のあるものを使用する）

・ＧＢ－Ｒ

・ＧＢ－Ｄ

一般共通事項（略号・記号）

・ＦＫ

・ＧＢ－Ｓ

・ＧＢ－Ｒ

化粧石膏ボード

不燃防水石膏ボード

無石綿セメントけい酸カルシウム板

石膏ボード

石膏ボード 厚９．５

厚９．５

厚５．０

厚１２．５

ＱＭ－９８２８

ＮＭ－８６１３

ＮＭ－８５７６

ＮＭ－９６３９

ＱＭ－９８２８

・ＦＳ フレキシブルボ－ド 厚６．０ ＮＭ－８５７６

■記号凡例

ｔ

＠

φ

ＲＣ

ＣＢ

ＳＵＳ

材厚

ピッチ

直径

ステンレス

既製コンクリートブロック

鉄筋コンクリート

ＬＧＳ

ＰＢ

軽量鉄骨下地材(建築用鋼製下地材)

石膏ボード

A-7

・防水形複層塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｅ

・ＥＰ

・ＥＰ－Ｇ

・ＳＯＰ

・ＰＵ

・ＶＥ

薄付け仕上塗材　砂壁状

合成樹脂エマルジョンペイント塗り

つや有合成樹脂エマルジョンペイント塗り

合成樹脂調合ペイント塗り

ウレタン樹脂ワニス塗り(１液形)

塩化ビニール樹脂エナメル

複層仕上塗材 

現況・改修後：外部仕上表

改　　修 改　　修
場　　所場　　所 現　　況 現　　況

撤　　去 新規仕上 撤　　去 新規仕上

屋　　上 屋上手摺

屋上パラペット ベランダ
ベランダ手摺

軒　　裏 テラス

軒　　裏（昇降口）

外　　壁 竪　樋

出入口庇 換気パイプ

地　　覆

外回り建具

一部撤去 手摺:□-100×50×2.3  手摺子:□-30×30×3 SOP塗 現況のまま

笠木：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地ｳﾚﾀﾝ増塗防水吹付 t=2.0 現況のまま ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上
手摺:□-100×50×2.3  手摺子:□-25×25×1.6 @150 SOP塗 欠損､腐食部手摺:□-100×50×2.3  手摺子:□-25×25×1.6 同材にて溶接のうえ SOP塗

内側：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地ｳﾚﾀﾝ増塗防水吹付 t=2.0 現況のまま

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し下地 外装薄塗材 E吹付 ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上 一部撤去 撤去面：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引下地 外装薄塗材 E吹付 ﾓﾙﾀﾙ刷毛引面：下地処理のうえ 外装薄塗材 E吹付

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引下地 防水形複層塗材 E吹付 一部撤去 硬質塩ﾋﾞﾊﾟｲﾌﾟ φ100 撤去 硬質塩ﾋﾞﾊﾟｲﾌﾟ φ100 (ｶﾗｰ)
新規壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ(有筋)    ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し下地 可とう形改修塗材 E吹付
ﾓﾙﾀﾙ刷毛引面：下地処理のうえ  可とう形改修塗材 E吹付 掴金物：＠900 SOP塗 撤去 掴金物：SUS製 ＠900

防水ﾓﾙﾀﾙ金鏝仕上 防水ﾓﾙﾀﾙ面：下地処理のうえ ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗 塩化ﾋﾞﾊﾟｲﾌﾟφ54ｴﾙﾎﾞ 防虫網付き

裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し下地 外装薄塗材 E吹付 裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し面：下地処理のうえ 外装薄塗材 E吹付

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引　 一部撤去 撤去面：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引　

ｱﾙﾐｻｯｼ 一部撤去 撤去面：ｱﾙﾐｻｯｼ
ｶﾞﾗｽ 一部撤去

在来面：下地処理のうえ SOP塗替
欠損､腐食部撤去

在来面：下地処理のうえ ｶﾗ-ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2工法(平面 t=3.0  立上り面 t=2.0)

撤去面：ｶﾗ-ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2工法(平面 t=3.0  立上り面 t=2.0)  均しﾓﾙﾀﾙ t=15＋保護ﾓﾙﾀﾙ塗 t=30

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し面：下地処理のうえ 外装薄塗材 E吹付

一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引下地 防水形複層塗材 E吹付 ﾓﾙﾀﾙ刷毛引面：下地処理のうえ  可とう形改修塗材 E吹付

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引　 ﾓﾙﾀﾙ刷毛引面：下地処理のうえ高圧水洗浄（30～70kg/㎡）

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し下地 外装薄塗材 E吹付 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し面：下地処理のうえ 外装薄塗材 E吹付

渡り廊下  外  壁

渡り廊下  地  覆

渡り廊下  軒  裏

撤去北面：18ヶ所

現況・改修後：内部仕上表

室　　名 区分 床 巾　木 巾木高 腰  壁 柱  型 天　井 天井高 廻　縁 備　考

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

１階

理科室

家庭科室

ボランティア室

保健室

校長室

教務室

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 耐酸性床ﾀｲﾙ t=3.0 一部撤去 木製 一部撤去 ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去 ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去 有孔ﾗﾜﾝ合板(T-1)t=5.5(ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50 木下地組共) 一部撤去 ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ t=20 一部撤去  在来ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ 一部取外し100 3,320 木製 一部撤去

在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 一部撤去 在来壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 一部撤去 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 内装薄塗材 E吹付 観察台 一部撤去  流し台 一部撤去

木製 EP-G塗 PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地 突付張 EP-G塗 有孔ﾗﾜﾝ合板(T-1)t=5.5 張(ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50 木下地組共) EP-G塗

新規床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120（有筋） 新規壁：LGS W=50 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 内装薄塗材 E吹付 現況のまま 観察台  流し台  新規膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 一部撤去 有孔PB t=7.0 一部撤去 ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ t=20 一部撤去  在来ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ 一部取外し木製 一部撤去 ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去 ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去 3,070100 木製 一部撤去

在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 一部撤去 在来壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 一部撤去 流し台 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼 木製 EP-G塗 PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地 突付張 EP-G塗

新規床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120（有筋） 新規壁：LGS W=50 流し台  新規膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ t=20 一部撤去  在来ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ 一部取外しﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=15  撤去 有孔PB t=7.0 一部撤去木製 一部撤去 ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去 ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去 3,050100 木製 一部撤去

在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 一部撤去 在来壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=15 貼(塗装品) 木製 EP-G塗 PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地 突付張 EP-G塗

新規床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120（有筋） 新規壁：LGS W=50 新規膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 一部撤去 ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 撤去木製 一部撤去 ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去 3,070100 木製 一部撤去

在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 一部撤去 在来壁:木造軸組壁 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼 PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地 突付張 EP-G塗木製 EP-G塗

新規床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120（有筋） 新規壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=180(有筋)  LGS W=50

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 一部撤去 ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 撤去 ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ t=20 一部撤去  在来ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ 一部取外し木製 一部撤去 ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去 ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去 3,070100 木製 一部撤去

在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 一部撤去 在来壁:木造軸組壁 一部撤去在来壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼 PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地 突付張 EP-G塗木製 EP-G塗 PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地 突付張 EP-G塗

新規床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120（有筋） 新規壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=180(有筋)  LGS W=50新規壁：LGS W=50

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 一部撤去 有孔PB t=7.0 一部撤去木製 一部撤去 ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去 ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去 3,070100 木製 一部撤去

在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 一部撤去 棚 一部撤去在来壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼 木製 EP-G塗 PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地 突付張 EP-G塗

新規床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120（有筋）

室名札 取外し

新規膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30    室名札 再取付

室名札 取外し

室名札 再取付

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP－G塗

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

現　況

改修後

２階

図書室

コンピュ－タ室

備品室

２・３階

普通教室

(１～４年)

１階

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 一部撤去 ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ t=20 一部撤去  在来ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ 一部取外し木製 一部撤去 ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去 ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去 有孔ﾗﾜﾝ合板(T-1)t=5.5(ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50 木下地組共) 一部撤去 3,320100 木製 一部撤去

書架､手摺 一部撤去在来壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 一部撤去 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 内装薄塗材 E吹付

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼 有孔ﾗﾜﾝ合板(T-1)t=5.5 張(ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50 木下地組共) EP-G塗木製 EP-G塗 PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地 突付張 EP-G塗

新規壁：LGS W=50 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し 内装薄塗材 E吹付 現況のまま 書架､手摺  新規膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=15  撤去 有孔PB t=7.0 一部撤去 ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ t=20 一部撤去  在来ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ 一部取外し木製 一部撤去 ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去 ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去 3,050100 木製 一部撤去

在来壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=15 貼(塗装品) 木製 EP-G塗 PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地 突付張 EP-G塗

新規壁：LGS W=50 新規膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 一部撤去 有孔PB t=7.0 一部撤去 ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ t=20 一部撤去  在来ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ 一部取外し木製 一部撤去 ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去 ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去 3,070100 木製 一部撤去

在来壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼 木製 EP-G塗 PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地 突付張 EP-G塗

新規壁：LGS W=50 新規膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=15  撤去 有孔PB t=7.0 一部撤去 ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ t=20 一部撤去  在来ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ 一部取外し木製 一部撤去 ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去 ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去 3,050100 木製 一部撤去

在来壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=15 貼(塗装品) 木製 EP-G塗 PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地 突付張 EP-G塗

新規壁：LGS W=50

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上 ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗100

在来壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上 現況のまま ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗 現況のまま

現　況

改修後

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上 ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去100

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上 現況のまま

Ｒ階

西階段室下

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP塗

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP塗 現況のまま　

在来壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=180(有筋) 一部撤去

新規壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=180(有筋)

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP塗

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP塗 現況のまま

有孔PB t=7.0 一部撤去 木製 一部撤去2,000

東階段室

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP塗 一部撤去

木製 EP塗

木製 EP塗 現況のまま　

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

現　況

改修後

１・２階

廊　下

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去 ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 撤去 有孔PB t=7.0 一部撤去木製 一部撤去 ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去 ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去 雨具掛 一部撤去  雨具掛手摺付(２階のみ) 一部撤去2,700100 木製 一部撤去

在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 一部撤去 (1階のみ) 在来壁:木造軸組壁 一部撤去在来壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上 PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地 突付張 EP-G塗木製 EP-G塗 PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地 突付張 EP-G塗 雨具掛(２階のみ)  手摺(２階のみ)

新規床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋）1階のみ 新規壁：LGS W=50 新規膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30    新規掲示板：ｱﾙﾐ枠(１階のみ)

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗 新規壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=180(有筋)  ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し EP-G塗

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

配膳室・前室

ﾗﾝﾁﾙ-ﾑ
現　況

改修後

新規壁：LGS W=50 棚  新規膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=12 木製 60 PB t=12.5＋ｼﾅ合板（T-1）t=5.5 CL塗 PB t=12.5＋ｼﾅ合板（T-1）t=5.5 CL塗 2,900

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系塗床 ﾋﾞﾆﾙ ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞ-ﾄﾞ t=5.5 張 A-EmP塗 2,700

現況のまま

現況のまま

現況のまま

現況のまま

現況のまま

現況のまま

一部撤去

化粧PB t=9.5 張 

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

ｳﾚﾀﾝ塗膜防水吹付 t=2.0  均しﾓﾙﾀﾙ t=15＋保護ﾓﾙﾀﾙ塗 t=30

撤去面：ｾﾒﾝﾄ中空押出成形板 t=60 縦張 可とう形改修塗材 E吹付　　ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引面：高圧水洗浄（30～70kg/㎡）

PB t=12.5＋ｼﾅ合板（T-1）t=5.5 NP塗

有孔PB t=9.5 張 EP塗

有孔PB t=9.5 張 EP塗

有孔PB t=9.0 張 EP塗

有孔PB t=9.0 張 EP塗 現況のまま

有孔PB t=9.0 張 EP塗

有孔PB t=9.0 張 EP塗 現況のまま

有孔PB t=9.5 張 EP塗

化粧PB t=9.0 張 一部撤去

有孔PB t=9.5 張 EP塗

有孔PB t=9.5 張 EP塗

有孔PB t=9.5 張 EP塗

有孔PB t=9.5 張 EP塗

有孔PB t=9.5 張 EP塗

新規膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ t=25 EP塗  在来ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ 再取付

シックハウス対策

■内装材

・規制対象外品及びＦ☆☆☆☆

・ＮＰ 木材保護透明塗料塗り

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し EP-G塗

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

撤去面：透明学校用強化 t=4.0 （欄間共）   換気扇用 ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ t=2.0
在来面：透明飛散防止ﾌｲﾙﾑ内貼　一部合せｶﾞﾗｽt=6.0

PB t=9.0 張 A-EmP塗一部撤去

PB t=9.5 張 EP塗

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ t=20 一部撤去  在来ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ 一部取外し

梁型：PBt=9.0+ｼﾅ合板t=9.0CL塗　木製ｺ-ﾅ- CL塗一部撤去

梁型：PBt=9.5+ｼﾅ合板t=5.5NP塗　木製ｺ-ﾅ- NP塗一部新設

塩ビ製一部撤去

塩ビ製

塩ビ製一部撤去

塩ビ製

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ t=25 EP-G塗  在来ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ 再取付

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ t=25 EP-G塗  在来ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ 再取付

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ t=25 EP-G塗  在来ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ 再取付

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ t=25 EP-G塗  在来ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ 再取付

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ t=25 EP-G塗  在来ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ 再取付

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ t=25 EP-G塗  在来ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ 再取付

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ t=25 EP-G塗  在来ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ 再取付

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ t=25 EP-G塗  在来ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ 再取付木製 EP-G塗

木製 EP-G塗

木製 EP-G塗

木製 EP-G塗

木製 EP-G塗

木製 EP-G塗

木製 EP-G塗

木製 EP-G塗

木製 EP-G塗

木製 EP-G塗

木製 EP-G塗

木製 EP-G塗

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼

在来面：ｼｰﾗｰ処理のうえ VE塗  北面：93ヶ所  南面：102ヶ所　渡り廊下：12ヶ所



新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合

一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
現況・撤去・改修後：1階平面図

理科室

理科準備室
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保健室 校長室

テラス テラス

教務室

用務員室
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更衣室
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洗浄室前室
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廊下 廊下
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男
子
職
員
便
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女
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職
員
便
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休憩室放送室

昇降口玄関

EXP.J

渡り廊下

181716151413121110987654321

渡り廊下

EXP.J

玄関 昇降口

休憩室
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女
子
職
員
便
所

男
子
職
員
便
所

西階段室
東階段室

家庭科室

廊下廊下

廊下

配膳室
前室 洗浄室

ランチルーム

更衣室

UP

用務員室

教務室

テラステラス

校長室保健室

UP

理科準備室

理科室

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 7,000 5,000 5,000

80,000

改修後：1階 平面図　　S=1:200

既存・撤去：1階 平面図　　S=1:200

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 7,000 5,000 5,000

80,000

2011.3 1/200

凡 例

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

木軸

LGS

耐震ｽﾘｯﾄ（幅 30）

耐力壁　ＲＣ壁

耐震補強に係わる工事範囲を示す

A-8

仮間仕切り（LGS+PB9.5）を示す

ｽﾁｰﾙ製 W280×D200×H2270
担架ﾎﾞｯｸｽ：取外し､再取付

廊下 廊下 廊下

仮設鋼製扉 W900×H2000

耐力壁　鉄骨枠付ｋ型ﾌﾞﾚ-ｽ
▼

▼▼▼▼ ▼

▼▼▼▼▼

工事範囲外を示す
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新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合

一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
現況・撤去・改修後：2階平面図
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女
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便
所

男
子
便
所

UP

図書室
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70,000

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 7,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

70,000

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 7,000

改修後：2階 平面図　　S=1:200

既存・撤去：2階 平面図　　S=1:200

2011.3 1/200

凡 例

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

木軸

LGS

耐震ｽﾘｯﾄ（幅 30）

耐力壁　ＲＣ壁

耐震補強に係わる工事範囲を示す

A-9

耐力壁　鉄骨枠付ｋ型ﾌﾞﾚ-ｽ
▼

工事範囲外を示す
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新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合

一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
現況・撤去・改修後：3階平面図

プレイル－ム
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既存・撤去：3階 平面図　　S=1:200

改修後：3階 平面図　　S=1:200

2011.3 1/200

凡 例

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

木軸

LGS

耐震ｽﾘｯﾄ（幅 30）

耐力壁　ＲＣ壁

耐震補強に係わる工事範囲を示す

A-10

耐力壁　鉄骨枠付ｋ型ﾌﾞﾚ-ｽ
▼

工事範囲外を示す

▼▼

ａ

ａ
ｂ

ｂ

ａ
ｂ
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新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合

一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
現況・撤去・改修後：R・PH階平面図
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2011.3 1/200

現況・撤去：PH階 平面図　　S=1:200

改修後：R階 平面図　　S=1:200

改修後：PH階 平面図　　S=1:200

現況・撤去：R階 平面図　　S=1:200

凡 例

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

木軸

LGS

耐震ｽﾘｯﾄ（幅 30）

耐力壁　ＲＣ壁

耐震補強に係わる工事範囲を示す

A-11

耐力壁　鉄骨枠付ｋ型ﾌﾞﾚ-ｽ
▼

工事範囲外を示す



新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合

一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課

現況・撤去・：北立面図　　S=1:200

現況・撤去：北・西立面図

2011.3 1/200

現況・撤去・：西立面図　　S=1:200

Ｗ５

凡 例

Ｐ１ Ｐ２

耐震ｽﾘｯﾄ（幅 30）

耐震補強に係わる工事範囲を示す

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 7,000 5,000 5,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

4,500 7,3002,700

C0 BA

K1K1

K1

K1 K1 K1

K1 K1

A-12 

耐震補強に係わる撤去リスト  特記無きものは、下記に依る。

　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）
外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120　有筋

K1

K2
　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

ｱﾙﾐ製建具:引違い2連2段窓、ｶﾞﾗｽ､枠共

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=180　有筋

ｱﾙﾐ製建具:引違い窓、ｶﾞﾗｽ､枠共

K3

K4

K3 K3 K3

K3K3K3K3K3

外壁改修工事範囲を示す

ひび割れ長さ

鉄筋露出長さ

　ひび割れ幅0.5mm以上：120.0m

ﾓﾙﾀﾙ浮き　　　　　　　　： 45.0 ㎡　

　L=100未満： 8ヶ所

400 5,500 5,500 5,500 5,500

A

2,500 2,000

現況・撤去・：渡り廊下北立面図　　S=1:200 現況・撤去・：渡り廊下西立面図　　S=1:200



新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合

一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課

現況・撤去・：南立面図　　S=1:200

現況・撤去：南・東立面図

2011.3 1/200

現況・撤去・：東立面図　　S=1:200

Ｗ５

凡 例

Ｐ１ Ｐ２

耐震ｽﾘｯﾄ（幅 30）

耐震補強に係わる工事範囲を示す

4,5004,5004,5004,5004,5004,5004,5004,5004,5004,5004,5004,5004,5004,5007,0005,0005,000

123456789101112131415161718

C 0

4,5007,300 2,700

B A

耐震補強に係わる撤去リスト  特記無きものは、下記に依る。

　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）
外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120　有筋

K1

K2

K1 K1

K1 K1

K1 K1 K1

K1K1

K1K1

K1

A-13

　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

ｱﾙﾐ製建具:引違い2連2段窓、ｶﾞﾗｽ､枠共

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=180　有筋

ｱﾙﾐ製建具:引違い窓、ｶﾞﾗｽ､枠共

K3

K4

K4

K2

K1

K3

K3 K3

K3

K3

K3

K3K3K3

K3K3

K3K3

ひび割れ長さ

鉄筋露出長さ

　ひび割れ幅0.5mm以上：120.0m

ﾓﾙﾀﾙ浮き　　　　　　　　： 45.0 ㎡　

外壁改修工事範囲を示す

　L=100未満： 8ヶ所

4005,5005,5005,5005,500

現況・撤去・：渡り廊下南立面図　　S=1:200
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新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合

一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課

改修後：北立面図　　S=1:200

改修後：北・西立面図

2011.3 1/200

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 7,000 5,000 5,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
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4,500 7,3002,700
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A

A

A

B

A

A

B
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B

G1

G2
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G2

G1

G2

G1

G2

G1

G2

G1

G2

A

G1
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耐震補強に係わる改修リスト  特記無きものは、下記に依る。

G1

G2

外壁改修に係わる改修リスト  特記無きものは、下記に依る。

A

B

C

ﾓﾙﾀﾙ面：下地処理のうえ  可とう形改修塗材 E吹付

ｱﾙﾐ製建具:引違い2連2段窓、ｶﾞﾗｽ､枠共

外壁：ｾﾒﾝﾄ中空押出成形板 t=60 縦張 可とう形改修塗材 E吹付

耐震補強に係わる工事範囲を示す

耐震ｽﾘｯﾄ（幅 30）

凡 例

      ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

ﾓﾚﾀﾙ面： 高圧水洗浄（ 30～70kg/㎡）

竪樋：硬質塩ﾋﾞﾊﾟｲﾌﾟ φ100 (ｶﾗｰ) 撤去・新設

掴金物：SUS製 ＠900 撤去・新設

外壁改修工事範囲を示す

400 5,500 5,500 5,500 5,500

A

2,500 2,000

改修後：西立面図　　S=1:200 改修後：渡り廊下西立面図　　S=1:200改修後：渡り廊下北立面図　　S=1:200
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C C C

A A



      ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打
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年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課

改修後：南立面図　　S=1:200

改修後：南・東立面図

2011.3 1/200
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耐震補強に係わる改修リスト  特記無きものは、下記に依る。

外壁：ｾﾒﾝﾄ中空押出成形板 t=60 縦張 可とう形改修塗材 E吹付

ｱﾙﾐ製建具:引違い2連2段窓、ｶﾞﾗｽ､枠共

外壁改修に係わる改修リスト  特記無きものは、下記に依る。

ﾓﾙﾀﾙ面：下地処理のうえ  可とう形改修塗材 E吹付

A

A

耐震補強に係わる工事範囲を示す

耐震ｽﾘｯﾄ（幅 30）

凡 例

ﾓﾚﾀﾙ面： 高圧水洗浄（ 30～70kg/㎡）

竪樋：硬質塩ﾋﾞﾊﾟｲﾌﾟ φ100 (ｶﾗｰ) 撤去・新設

掴金物：SUS製 ＠900 撤去・新設

外壁改修工事範囲を示す

G3
外壁：ｺﾝｸﾘ-ﾄ打放し下地 可とう形改修塗材 E吹付

改修後：東立面図　　S=1:200

4005,5005,5005,5005,500

B

A

A

A

2,5002,000

改修後：渡り廊下南立面図　　S=1:200 改修後：渡り廊下東立面図　　S=1:200

B

A

A
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太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
2011.3

現況・撤去・改修後：断面図（１）

1/100

耐震補強に係わる工事範囲を示す

凡 例
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ｶﾗ-ｳﾚﾀﾝ塗膜防水X-2工法施工範囲

床：既存下地処理の上
　　ｶﾗ-ｳﾚﾀﾝ塗膜防水X-2工法

　　平面t3.0　立上り面t2.0

シーリング ＭＳ-2  15 × 10

（ｶｯﾀ-目入れ共）

15
0

改修後：ベランダ断面図　　S=1:20

現況・撤去：ａ～ａ断面図　　S=1:100 改修後：ａ～ａ断面図　　S=1:100

工事範囲外を示す

新規 ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ L-1.7×40×100　新設
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太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
2011.3

現況・撤去・改修後：断面図（２）

1/100
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耐震補強に係わる工事範囲を示す

凡 例

A-17

現況・撤去：ｂ～ｂ断面図　　S=1:100 改修後：ｂ～ｂ断面図　　S=1:100

工事範囲外を示す
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太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課

改修後：1階 天井伏図　S=1:200

改修後：1・2階天井伏図

改修後：2階 天井伏図　　S=1:200
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耐震補強に係わる改修リスト  特記無きものは、下記に依る。

天
井
仕
上

外壁改修に係わる改修リスト  特記無きものは、下記に依る。

C1

C2
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A-18

C6

C6

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引面：下地処理のうえ 外装薄塗材 E吹付

C6

C6 C6

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し面：下地処理のうえ 外装薄塗材 E吹付

C6

C6

そ
の
他 膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30

ｲ

ｶー ﾃﾝﾎ゙ ｯｸｽ t=20 一部撤去  在来ｶー ﾃﾝﾚー ﾙ 一部取外し

ｳ

ｺﾝｸﾘー ﾄ打放し 内装薄塗材 E吹付 現況のまま

ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗 現況のまま

C3

C4

C2,

C2,
C2,

耐震補強に係わる工事範囲を示す

工事範囲外を示す

ｶ ｶ
C2 ｳ

17

450

3
50

梁型PB9.5+ｼﾅ合板t5.5 NP塗
撤去・新設

ｶ-ｶ断面詳細図　S=1:20

木製ｺ-ﾅ-45*45 NP塗
撤去・新設

廻縁　塩ビ製
撤去・新設

撤去・新設

1/2001/20

天井PBt9.5 EP塗

有孔ﾗﾜﾝ合板(T-1)t=5.5(ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50 木下地組共) 一部撤去

有孔PB t=7.0(木下地組共) 一部撤去

有孔PB t=9.5 張(木下地組共) EP塗

梁型：PBt=9.0+ｼﾅ合板t=9.0CL塗　木製ｺ-ﾅ- CL塗一部撤去

梁型：PBt=9.5+ｼﾅ合板t=5.5NP塗　木製ｺ-ﾅ- NP塗一部新設

PB t=9.5 張A-EmP塗一部撤去

PB t=9.5 張  EP塗

ｶー ﾃﾝﾎ゙ ｯｸｽ t=25 EP-G塗  在来ｶー ﾃﾝﾚー ﾙ 再取付

有孔ﾗﾜﾝ合板(T-1)t=5.5 張(ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50 木下地組共) EP-G塗



新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合

一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課

改修後：3階 天井伏図　　S=1:200

改修後：3・R・PH階天井伏図

R階 天井伏図　　S=1:200

PH階 天井伏図　　S=1:200
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凡 例

有孔ﾗﾜﾝ合板(T-1)t=5.5(ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50 木下地組共) 一部撤去

ｺﾝｸﾘー ﾄ打放し 内装薄塗材 E吹付 現況のまま

ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗 現況のまま

膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30

天
井
仕
上

そ
の
他

耐震補強に係わる改修リスト  特記無きものは、下記に依る。

外壁改修に係わる改修リスト  特記無きものは、下記に依る。
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ｲ

A-19
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C1
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C4

天
井
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上

C5

C6
ﾓﾙﾀﾙ刷毛引面：下地処理のうえ 外装薄塗材 E吹付

ｶー ﾃﾝﾎ゙ ｯｸｽ t=20 一部撤去  在来ｶー ﾃﾝﾚー ﾙ 一部取外し

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し面：下地処理のうえ 外装薄塗材 E吹付

耐震補強に係わる工事範囲を示す

工事範囲外を示す

有孔PB t=7.0(木下地組共) 一部撤去

有孔PB t=9.5 張(木下地組共) EP塗

有孔ﾗﾜﾝ合板(T-1)t=5.5 張(ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50 木下地組共) EP-G塗

ｶー ﾃﾝﾎ゙ ｯｸｽ t=25 EP-G塗  在来ｶー ﾃﾝﾚー ﾙ 再取付



Ｗ2-2

Ｗ2-1
施工箇所：壁面・パラペット（モルタル面浮き部）
① 在来塗膜除去（ＲＢ種ケレン）
② 高圧水洗浄（30～70kg/㎡）
③ Ｐ２（ピンネット工法）
④ 外装仕上塗材塗り（複層仕上塗材Ｅ　ゆず肌）

施工箇所：壁面・パラペット（モルタル面浮き部・欠損部）
① 在来モルタル撤去（周囲ｶｯﾀｰ入れ）（浮き部のみ）
② 高圧水洗浄（30～70kg/㎡）
③ 樹脂モルタル薄塗り(入隅補修共）　厚3.0mm
　　（セメント：珪砂＝１：１　モルタル補強剤混合）
④ 外装仕上塗材塗り（複層仕上塗材Ｅ　ゆず肌）
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1,000

耐震スリット部

ｇ）状況により上記に沿えない場合には、監督員と協議する。

ｆ）余分にはつった部分は、無収縮モルタル（F=30N/mm2 以上）にて補修を行う。

ｅ）はつりに際しては、他の部分にひび割れを起さないよう慎重に行う。

ｄ）腰壁や垂壁と柱の切り放し作業は、カッターやはつりにより行う。

ｃ）耐震スリットは、外部から施工することを原則とする。

ｂ）耐震スリット形状：巾は、３０ｍｍの完全スリット型とする。

ａ）施工内容：短柱の靭性の向上を目的として腰壁・垂壁等に耐震スリットを新設する。

耐震スリット工事

150 500

（内部）

（外部）

シーリングはＰＳ-2

耐震スリット構造図参照

一次シール

バックアップ材

ロックウール等を使用）
耐火材（２時間耐火とし、

（横筋）

既存の壁鉄筋

バックアップ材

一次シール

二次シール（ゴムシート等）

地覆： 高圧水洗浄（ 30～70kg/㎡）

施工範囲

一般部：

梁型、妻側外壁、

足洗場外壁、PH階外壁：
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Ｗ６

Ｗ６

Ｗ６

A-20

外部、内部仕上材補修

1/10

Ｒ２

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ１

Ｒ３

Ｒ６

Ｒ７

Ｒ８

１ 高圧水洗浄（30～70kg/cm2）
２ 樹脂モルタル薄塗り　厚3mm
　　（セメント：珪砂＝１：１　＊モルタル補強剤混合）
　　　　　　　　＊ｴﾁﾚﾝ酢ビ共重合体ｴﾏﾙｼﾞｮﾝﾓﾙﾀﾙ増強剤
３ 合成高分子ルーフィング防水　密着工法（歩行用）
 　塩化ビニル樹脂系シート張り　厚 2.0mm

施工箇所：屋上平面、立上り,妻側ステージ平面、立上り

１ 高圧水洗浄（30～70kg/cm2）
２ 樹脂モルタル薄塗り　厚3mm
３ ウレタン系塗膜防水(Ｘ－２工法）

施工箇所：屋上平面,立上り（剥離・浮き部）
１ 既存防水モルタル撤去
２ 高圧水洗浄（30～70kg/cm2）
３ 普通モルタル　厚30mm
４ 合成高分子ルーフィング防水　密着工法（歩行用）
 　塩化ビニル樹脂系シート張り　厚 2.0mm

施工箇所：パラペット笠木，屋上平面,立上り（剥離・浮き部）
１ 既存防水モルタル撤去，新規モルタル復旧(ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ･ｽﾃﾝﾚｽ線共)
２ 高圧水洗浄（30～70kg/cm2）
３ 屋上平面：普通モルタル塗り　厚30mm
　 ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ笠木･屋上立上り：樹脂モルタル薄塗り　厚3mm
４ ウレタン系塗膜防水（Ｘ－２工法）

施工箇所：シート防水立上り端部（ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ部，ＰＨ開口部廻り）
１ 防水押さえ　アルミフラット　1.5×30×10
２ シーリング　ＭＳ－２　10×10

１ 防水押さえ　変形ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙT1.2*31.2*40　防水層端部ｼｰﾘﾝｸﾞ
２ シーリング　ＭＳ－２　10×10

施工箇所：ドレーン
１ 既存鋳鉄製ルーフドレーン目皿撤去
２ 改修用ドレーン　ｱﾙﾐﾀﾞｲｶｽﾄ製ｷｬｯﾌﾟ付き100φ

施工箇所：既存伸縮目地
１ 在来目地アスファルトコンパウンド撤去　目地幅20mm程度
２ 樹脂モルタル充填 20×30mm（１：３）

記号 要        領

屋  上  改  修  仕  様

Ｗ１

Ｗ２

施工箇所：軒裏・庇裏（打放し面）
① 在来塗膜除去（ＲＢ種ケレン）
② 高圧水洗浄（30～70kg/㎡）
③ 下地調整：ポリマーセメント系フィラー塗布（0.6kg/ｍ2）
④ 軒裏：外装仕上塗材塗り（薄付仕上塗材Ｅ　砂壁状）
　 庇裏：アクリル樹脂エナメル塗り

施工箇所：壁面・パラペット（モルタル面・打放し面）
① 在来塗膜除去（ＲＢ種ケレン）
② 高圧水洗浄（30～70kg/㎡）
③ 下地調整：ポリマーセメント系フィラー塗布（0.6kg/ｍ2）
④ 外装仕上塗材塗り（複層仕上塗材Ｅ　ゆず肌）

記号 要        領

外  壁  改  修  仕  様

③ 樹脂モルタル充填　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｗ４

Ｗ4-1

Ｗ4-2

Ｗ６

Ｗ５

Ｗ７

Ｗ８

Ｗ９

Ｗ10

Ｐ1

Ｐ２

施工箇所：庇上面
① 高圧水洗浄（30～70kg/㎡）
② 樹脂モルタル薄塗り　厚3.0mm
　　（セメント：珪砂＝１：１　モルタル補強剤混合）
③ アクリル樹脂エナメル塗り

施工箇所：庇上面（浮き部・欠損部）
① 高圧水洗浄（30～70kg/㎡）
② 樹脂モルタル塗り補修（欠損部のみ）
　　（セメント：珪砂＝１：１　モルタル補強剤混合）
③ Ｐ２（ピンネット工法）
④ アクリル樹脂エナメル塗り

施工箇所：庇先端（ピンネット工法）
① 高圧水洗浄（30～70kg/㎡）
② Ｐ２（ピンネット工法）
③ アクリル樹脂エナメル塗り

施工箇所：在来外壁亀裂部分（ひび割れ幅が0.5mm以上）
① Ｕｶｯﾄ,可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂充填工法

施工箇所：サッシ廻りシーリング
① 在来サッシ廻りシーリング撤去
② 新規サッシ廻りシーリング充填（ＭＳ－２ 15×10 程度）

施工箇所：竪樋
① 在来竪樋（100φ）撤去
② 新規竪樋設置　VP100φ　JIS K-6741金物 @1200

施工箇所：鉄筋露出部
① 高圧水洗浄
② 鉄筋露出部廻りはつり後　鉄筋ケレン及び錆止め

施工箇所：鉄部塗装替え

② 錆止め塗装　工程Ａ種
③ 合成樹脂調合ペイント塗り　工程Ｂ種

施工箇所：庇上部，打継部シーリング
① 在来シーリング撤去
② 新規シーリング充填（ＰＵ－２ 15×10 程度）

施工箇所：在来外壁ﾓﾙﾀﾙ浮き部分（ﾋﾟﾝ注入工法）
① ﾋﾟﾝ注入補強工法（外壁16本/㎡，屋上9本/㎡）
　 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ：SUSﾋﾟﾝ　φ4　L=40～60
　 ｴﾎﾟｷｼ樹脂充填量 25m/箇所

施工箇所：在来外壁ﾓﾙﾀﾙ浮き部分等（ﾋﾟﾝﾈｯﾄ工法）
① プライマー塗布
② 中塗り（１回目）
③ 三軸ピンネット貼付け
④ アンカーピン固定（CPアンカーピン4本/㎡）

＊　 ピンネット 工法は健全部に100mm程度の余幅を取る。
＊　 複層仕上材の耐候性は2種とする。
＊　 地覆は高圧水洗浄（ 30～70kg/㎡） を行う。

⑤ 中塗り（２回目）

施工箇所：壁面・パラペット（モルタル面・打放し面）
① 在来塗膜除去（ＲＢ種ケレン）
② 高圧水洗浄（30～70kg/㎡）

Ｗ３

④ 可とう形改修用仕上塗材塗り（可とう形改修塗材Ｅ　ゆず肌）
③ 下地調整：微弾性フィラー塗布（0.6kg/ｍ2）

Ｗ３

Ｗ３

Ｗ3

Ｗ３

Ｗ３

Ｗ３

Ｗ３

Ｗ１

Ｗ１

Ｗ１

施工箇所：パラペット笠木，屋上一部､ベランダ平面、立上り

Ｒ3

Ｒ3

変形ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙT1.2*31.2*40

防水層端部シーリング

シーリング　MS-2　10*10

Ｒ６　

コーナー部ゴム養生

防水押え（ＰＨ壁）
4
5
0

新規目地ｶｯﾀｰ入れ

防水端部納まり詳細図

５．防水の保証期間は期間は10年間とする。

　　この場合は請負者と施工者との連名の保証書とする。

　　市が認めた場合は，協会員以外の施工とすることができる。

　　新潟市防水工事業協会と連名の保証書を提出する。ただし，

４．防水工事は，新潟市防水工事業協会員の施工とし，請負者は

３．改修工法の詳細は，国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　　は、調査及びマーキング完了後，監督員の立会いを求めること。

２．［浮き」，「はらみ」，「ひび割れ」，「剥落」，「錆び汚れ」部分

　　補修計画書（施工計画図を含む）を作成し，承諾を受ける。

１．外部足場を設置後，下記の項目を調査・報告し，監督員の指示に従い

［　改修工事を進める上での留意点　］

　　「公共建築改修工事標準仕様書 平成22年版」による。

Ｆ１

施工箇所：フェンス
① 既存ネットフェンス撤去（H=900　柱@1,500　控柱@3,000）

② 新規フェンス設置
 　仕様　小学校：H=1,500　支柱@2,000

 　　　　中学校：H=1,800　支柱@2,000
 　　　　主柱・控柱：VAB鋼材 3種溶融亜鉛メッキ＋粉体塗装

 　　　　金網：菱形金網 3種亜鉛メッキカラー線　φ3.2×56
 　　　　基礎：コンクリート製基礎

　　　　　　 　W※×H※×D※＠2,000 下部塩ﾋﾞｼｰﾄt2.0敷き
 　　　　くぐり止めパイプ：SGP-40A　L=※程度（2段）

 　　　　同縁：R付L40*40*3鋼材 3種溶融亜鉛メッキ＋粉体塗装

記号 要 領

屋  上  フ   ェ   ン  ス  改  修  仕  様

① 在来塗膜除去（鉄部ＲＢ種ケレン）

施工箇所：ウレタン塗膜防水立上り端部

Ｗ９

Ｗ９
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凡 例

A-21

ﾌﾞﾚｰｽ見掛 EP-G塗

手摺：ｽﾃｰﾙ製 φ34 一部撤去

手摺：ｽﾃｰﾙ製 φ34 EP-G塗

塞ぎﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6 EP-G塗  結露防止:ｸﾞﾗｲﾄ t=2.0吹付

C1

C2

C3

C4

ｱ

ｲ

有孔ﾗﾜﾝ合板(T-1)t=5.5(ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50 木下地組共) 一部撤去

ｺﾝｸﾘー ﾄ打放し 内装薄塗材 E吹付 現況のまま

ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗 現況のまま

床
仕
上

耐震補強に係わる改修リスト  特記無きものは、下記に依る。

ｳ

ｴ

新規 建具記号（ 建具表参照）

新規 家具記号（ 家具表参照）

膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30

F1

F2

F3

F4

在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 耐酸性ﾀｲﾙ t=3.0 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=15  撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=15 貼(塗装品)

FB1

天
井
仕
上

そ
の
他巾

木
仕
上

F5
ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

木製 一部撤去  H=100

木製 EP-G塗  H=100

新規床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋)

ｵ
掲示板：ｱﾙﾐ枠掲示ｸﾛｽ貼 1400×900

ｶー ﾃﾝﾎ゙ ｯｸｽ t=20 一部撤去  在来ｶー ﾃﾝﾚー ﾙ 一部取外し

FB2

在来壁:木造軸組壁 一部撤去

ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 撤去

PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地 突付張 EP-G塗

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去

W1

W4

W5

W3

壁
仕
上

在来壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 一部撤去

新規壁：LGS W=50

W2
在来壁:木造軸組壁 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去
W6

FB2 FB2

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP塗分 一部撤去  H=100

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP塗分  H=100

C3 C3

耐震補強に係わる工事範囲を示す

工事範囲外を示す

ｲ

ｲ

ｲ ｲ

新規壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=180(有筋)  LGS W=65

ｲ ｲ

有孔PB t=7.0(木下地組共) 一部撤去

有孔PB t=9.5 張(木下地組共) EP塗

PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地 突付張 EP-G塗

新規壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=180(有筋)  ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し EP-G塗

ﾓﾙﾀﾙ金鏝  EP-G塗

有孔ﾗﾜﾝ合板(T-1)t=5.5 張(ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50 木下地組共) EP-G塗

ｶー ﾃﾝﾎ゙ ｯｸｽ t=25 EP-G塗  在来ｶー ﾃﾝﾚー ﾙ 再取付

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼



新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合
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担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
2011.3 1/50
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２ 階図書室 南面 展開図　 1/50 ２ 階図書室 北面 展開図　 1/50１ 階教務室 南面 展開図　 1/50

２ 階コンピユータ 室 南面 展開図　 1/50 ２ 階備品室 南面 展開図　 1/50

２ 階各室 西面 展開図　 1/50 ２ 階各室 東面 展開図　 1/50

１ 階各室 西面 展開図　 1/50 １ 階各室 東面 展開図　 1/50

A-22

FB2 FB2

FB2 FB2

耐震補強に係わる工事範囲を示す

凡 例

ﾌﾞﾚｰｽ見掛 EP-G塗

手摺：ｽﾃｰﾙ製 φ34 一部撤去

手摺：ｽﾃｰﾙ製 φ34 EP-G塗

塞ぎﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6 EP-G塗  結露防止:ｸﾞﾗｲﾄ t=2.0吹付

C1

C2

C3

C4

ｱ

ｲ

有孔ﾗﾜﾝ合板(T-1)t=5.5(ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50 木下地組共) 一部撤去

ｺﾝｸﾘー ﾄ打放し 内装薄塗材 E吹付 現況のまま

ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗 現況のまま

床
仕
上

耐震補強に係わる改修リスト  特記無きものは、下記に依る。

ｳ

ｴ

新規 建具記号（ 建具表参照）

新規 家具記号（ 家具表参照）

膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30

F1

F2

F3

F4

在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 耐酸性ﾀｲﾙ t=3.0 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=15  撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=15 貼(塗装品)

FB1

天
井
仕
上

そ
の
他巾

木
仕
上

F5
ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

木製 一部撤去  H=100

木製 EP-G塗  H=100

新規床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋)

ｵ
掲示板：ｱﾙﾐ枠掲示ｸﾛｽ貼 1400×900

ｶー ﾃﾝﾎ゙ ｯｸｽ t=20 一部撤去  在来ｶー ﾃﾝﾚー ﾙ 一部取外し

FB2

在来壁:木造軸組壁 一部撤去

ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 撤去

PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地 突付張 EP-G塗

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去

PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地 突付張 EP-G塗

W1

W4

W5

W3

壁
仕
上

在来壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 一部撤去

新規壁：LGS W=50

W2
在来壁:木造軸組壁 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去
W6

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP塗 一部撤去  H=100

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗  H=100

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

工事範囲外を示す

ｲ

ｲ

ｲ

ｲ ｲｲ

ｲ

ｲ ｲ

新規壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=180(有筋)  LGS W=65

有孔PB t=7.0(木下地組共) 一部撤去

有孔PB t=9.5 張(木下地組共) EP塗

新規壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=180(有筋)  ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し  EP-G塗

有孔ﾗﾜﾝ合板(T-1)t=5.5 張(ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50 木下地組共) EP-G塗

ｶー ﾃﾝﾎ゙ ｯｸｽ t=25 EP-G塗  在来ｶー ﾃﾝﾚー ﾙ 再取付

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼
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担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
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展開図（３）
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２ 階普通教室( １ 年)  南面 展開図　 1/50 ２ 階普通教室( ２ 年)  南面 展開図　 1/50 ２ 階普通教室( １ ､２ 年)  西面 展開図　 1/50 ２ 階普通教室( １ ､２ 年)  東面 展開図　 1/50

３ 階普通教室( ３ 年)  南面 展開図　 1/50 ３ 階普通教室( ４ 年)  南面 展開図　 1/50 ３ 階普通教室( ３ ､４ 年)  西面 展開図　 1/50 ３ 階普通教室( ３ ､４ )  東面 展開図　 1/50

FB2 FB2

FB2 FB2

耐震補強に係わる工事範囲を示す

凡 例

ﾌﾞﾚｰｽ見掛 EP-G塗

手摺：ｽﾃｰﾙ製 φ34 一部撤去

手摺：ｽﾃｰﾙ製 φ34 EP-G塗

塞ぎﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6 EP-G塗  結露防止:ｸﾞﾗｲﾄ t=2.0吹付

C1

C2

C3

C4

ｱ

ｲ

有孔ﾗﾜﾝ合板(T-1)t=5.5(ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50 木下地組共) 一部撤去

ｺﾝｸﾘー ﾄ打放し 内装薄塗材 E吹付 現況のまま

ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗 現況のまま

床
仕
上

耐震補強に係わる改修リスト  特記無きものは、下記に依る。

ｳ

ｴ

新規 建具記号（ 建具表参照）

新規 家具記号（ 家具表参照）

膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30

F1

F2

F3

F4

在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 耐酸性ﾀｲﾙ t=3.0 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=15  撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=15 貼(塗装品)

FB1

天
井
仕
上

そ
の
他巾

木
仕
上

F5
ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

木製 一部撤去  H=100

木製 EP-G塗  H=100

新規床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋)

ｵ
掲示板：ｱﾙﾐ枠掲示ｸﾛｽ貼 1400×900

ｶー ﾃﾝﾎ゙ ｯｸｽ t=20 一部撤去  在来ｶー ﾃﾝﾚー ﾙ 一部取外し

FB2

在来壁:木造軸組壁 一部撤去

ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 撤去

PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地 突付張 EP-G塗

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去

PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地 突付張 EP-G塗

W1

W4

W5

W3

壁
仕
上

在来壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 一部撤去

新規壁：LGS W=50

W2
在来壁:木造軸組壁 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去
W6

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP塗 一部撤去  H=100

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗  H=100

工事範囲外を示す

新規壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=180(有筋)  LGS W=65

ｲ ｲ

ｲｲ

ｲ ｲ

ｲ ｲ

有孔PB t=7.0(木下地組共) 一部撤去

有孔PB t=9.5 張(木下地組共) EP塗

新規壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=180(有筋)  ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し EP-G塗

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

有孔ﾗﾜﾝ合板(T-1)t=5.5 張(ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50 木下地組共) EP-G塗

ｶー ﾃﾝﾎ゙ ｯｸｽ t=25 EP-G塗  在来ｶー ﾃﾝﾚー ﾙ 再取付

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼
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酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名
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展開図（４）
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耐震補強に係わる工事範囲を示す

凡 例

ﾌﾞﾚｰｽ見掛 EP-G塗

手摺：ｽﾃｰﾙ製 φ34 一部撤去

手摺：ｽﾃｰﾙ製 φ34 EP-G塗

塞ぎﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6 EP-G塗  結露防止:ｸﾞﾗｲﾄ t=2.0吹付

C1

C2

C3

C4

ｱ

ｲ

有孔ﾗﾜﾝ合板(T-1)t=5.5(ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50 木下地組共) 一部撤去

ｺﾝｸﾘー ﾄ打放し 内装薄塗材 E吹付 現況のまま

ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗 現況のまま

床
仕
上

耐震補強に係わる改修リスト  特記無きものは、下記に依る。

ｳ

ｴ

新規 建具記号（ 建具表参照）

新規 家具記号（ 家具表参照）

膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30

F1

F2

F3

F4

在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 耐酸性ﾀｲﾙ t=3.0 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=15  撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=15 貼(塗装品)

FB1

天
井
仕
上

そ
の
他巾

木
仕
上

F5
ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

木製 一部撤去  H=100

木製 EP-G塗  H=100

新規床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋)

ｵ
掲示板：ｱﾙﾐ枠掲示ｸﾛｽ貼 1400×900

ｶー ﾃﾝﾎ゙ ｯｸｽ t=20 一部撤去  在来ｶー ﾃﾝﾚー ﾙ 一部取外し

FB2

在来壁:木造軸組壁 一部撤去

ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 撤去

PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地 突付張 EP-G塗

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去

PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地 突付張 EP-G塗

W1

W4

W5

W3

壁
仕
上

在来壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 一部撤去

新規壁：LGS W=50

W2
在来壁:木造軸組壁 一部撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 一部撤去
W6

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP塗 一部撤去  H=100

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗  H=100

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

ｲ ｲ

ｲ ｲ ｲ ｲ

ｲｲ

新規壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=180(有筋)  LGS W=65

工事範囲外を示す

有孔PB t=7.0(木下地組共) 一部撤去

有孔PB t=9.5 張(木下地組共) EP塗

新規壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ t=180(有筋)  ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し  EP-G塗

有孔ﾗﾜﾝ合板(T-1)t=5.5 張(ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50 木下地組共) EP-G塗

ｶー ﾃﾝﾎ゙ ｯｸｽ t=25 EP-G塗  在来ｶー ﾃﾝﾚー ﾙ 再取付

ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼



床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合

一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
ブレース詳細図（１）

耐震補強（ブレース）廻り詳細図（既存・撤去）（１階理科室） 耐震補強（ブレース）廻り詳細図（改修後）（１階理科室）
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地中梁天端

900900
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900

300

115

50

27.5

67.5 175 102.5 60

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去
　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去
　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

50×100 撤去

PL-2.3 @ 450

壁：LGS W=50
　　PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地

在来ｶー ﾃﾝﾚー ﾙ 再取付
廻縁： 55×35 撤去

ｶー ﾃﾝﾎ゙ ｯｸｽ t=20 撤去

新規下地： 40×45 @455

廻縁: 40×120 撤去

在来下地： 40×45 @455 撤去

廻縁: 35×120 撤去

ｱﾙﾐｻｯｼ 撤去

     （水切返し付）

(外部) (外部)

凡 例

カッター目入れ

シーリング ＭＳ-2  20 × 15

シーリング ＭＳ-2  15 × 10

シーリング ＭＳ-2  10 × 7

9
00

6
0

2
5

34
0

2
0

CA

(内部)

2
5

12
0

2
0

(内部)

(外部)

9
0
0

5
5
0

1
5
0

1CL

地中梁天端

GL

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

地覆：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引 撤去

900

ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0

水切：ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0

900

水切：ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0
     （水切返し付）

地覆：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引

外壁：ｾﾒﾝﾄ中空押出成形板 t=60 縦張

Ｌ-40×40×3

350350

3
0
20

20
68
582
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30

1FL
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30

1FL
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1
7
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2
,0
4
0

375

375

375

375

425

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　撤去

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　撤去

375 29
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膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30
      周囲ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 20×10

(内部)

375 29

20 170 15375

(外部)

(内部)

9
00

9
0
0外壁：ｾﾒﾝﾄ中空押出成形板 t=60 縦張

Ｌ-40×40×3

ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0

壁　W=3,750

サッシ　W=3,650

壁　W=3,750

壁　W=3,692

壁　W=3,692

壁　W=3,750

壁　W=3,750

壁　W=3,340

20 170 15375 サッシ　W=3,340

ｱﾙﾐ製建具:W3,650×H2,000(引違窓、枠共）撤去

外壁：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引下地

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

巾木：木製 20×100 撤去 巾木：木製 20×100 EP-G塗

　　突付張 EP-G塗

      ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50 充填

塞ぎﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6 EP-G塗
結露防止:ｸﾞﾗｲﾄ t=2.0吹付
H-175×175×7.5×11
H-175×90×5×8

塞ぎﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6 EP-G塗
結露防止:ｸﾞﾗｲﾄ t=2.0吹付
H-175×175×7.5×11
H-175×90×5×8

H-175×175×7.5×11見掛 EP-G塗

天井： ｺﾝｸﾚー ﾄ打放し 内装薄塗材 E吹付 天井： ｺﾝｸﾚー ﾄ打放し 内装薄塗材 E吹付

      ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50 撤去
天井：ﾗﾜﾝ合板(T-1)t=5.5 撤去

耐震補強に係わる工事範囲を示す

A-25

H-175×175×7.5×11見掛 EP-G塗
H-175×90×5×8見掛 EP-G塗

※観察台、流し台は家具詳細図（１）に依る。

        再生砕石：t=120

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去
 　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 撤去

        栗石：t=120 撤去

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 耐酸性ﾕｶﾀｲﾙ t=3.0 撤去

在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 撤去
床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 耐酸性床ﾀｲﾙ t=3.0 撤去

新規床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120（有筋）

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

壁：LGS W=50
　　PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地
　　突付張 EP-G塗

       防水形複層塗材 E吹付

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　EP-G塗

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

      周囲ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 10×5
膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30

Ｌ-65×65×6

Ｌ-25×25×3

Ｌ-75×75×6

Ｌ-75×75×6

Ｌ-75×75×6

水切：ｱﾙﾐ製

外壁： 在来ﾓﾙﾀﾙ刷毛引面下地処理のうえ
      可とう形改修塗材 E吹付

在来ｶー ﾃﾝﾚー ﾙ 取外し

50×100 新設

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

ｱﾙﾐｻｯｼ新設

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

PL-2.3 @ 450

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

工事範囲外を示す

    　 　 ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0. 15 撤去
新規床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120（有筋）
    　 　 ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0. 15

　　　可とう形改修塗材 E吹付

　　　可とう形改修塗材 E吹付

廻縁: 35×120 EP-G塗

天井：ﾗﾜﾝ合板(T-1)t=5.5 張 EP-G塗

廻縁: 40×120 EP-G塗

ｶー ﾃﾝﾎ゙ ｯｸｽ t=25 EP-G塗

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆ-ﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆ-ﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼
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一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
ブレース詳細図（２）

耐震補強（ブレース）廻り詳細図（既存・撤去）（２階図書室） 耐震補強（ブレース）廻り詳細図（改修後）（２階図書室）

2011.3 1/20

S=1/20 S=1/20

C

C 6
0

2
0

34
0

2
5

2512020

300 25

900

350

3
,
8
0
0

30

1
0
0

1
,0
0
0

3
,
8
0
0

1
0
0

1
,0
0
0

90
0

300 25

C

A

C

A

2

A

A

60
2
0

34
0

2
5

900

350

150

900

1
2
0

900

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去
　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去
　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

50×100 撤去

廻縁： 55×35 撤去

ｶー ﾃﾝﾎ゙ ｯｸｽ t=20 撤去

新規下地： 40×45 @455

廻縁: 40×120 撤去

在来下地： 40×45 @455 撤去

廻縁: 35×120 撤去

ｱﾙﾐｻｯｼ 撤去

(外部)

凡 例

カッター目入れ

シーリング ＭＳ-2  20 × 15

シーリング ＭＳ-2  15 × 10

シーリング ＭＳ-2  10 × 7

60
25

34
0
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C

2

A

(外部)

9
00
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2
5

34
0

2
0

CA

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去
 　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

(内部)

2
5

12
0

2
0

外壁：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引下地
       複層塗材 E吹付

3
0
20

20
68
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8
3
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5
7
0

1
7
5

2
,0
4
0

425

375

375

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　撤去

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　撤去

375 29

(内部)

外壁：ｾﾒﾝﾄ中空押出成形板 t=60 縦張

壁　W=3,692

(内部)

(外部)

375

375 375 29

20 170 15375

(外部)

(内部)

壁　W=3,692

壁　W=3,750

サッシ　W=3,650

壁　W=3,750

壁　W=3,750

壁　W=3,750

20 170 15375 サッシ　W=3,340

壁　W=3,340

ｱﾙﾐ製建具:W3,650×H2,000(引違窓、枠共）撤去

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

2CL

2CL

2CL

2CL

      ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50 充填

30

82
0

3
,3
2
0

1
0
0

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 撤去

巾木：木製 20×100 撤去

30

1
0
0

82
0

3
,3
2
0

塞ぎﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6 EP-G塗
結露防止:ｸﾞﾗｲﾄ t=2.0吹付
H-175×175×7.5×11
H-175×90×5×8

H-175×90×5×8
H-175×175×7.5×11
結露防止:ｸﾞﾗｲﾄ t=2.0吹付
塞ぎﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6 EP-G塗

天井： ｺﾝｸﾚー ﾄ打放し 内装薄塗材 E吹付 天井： ｺﾝｸﾚー ﾄ打放し 内装薄塗材 E吹付

      ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50 撤去
天井：ﾗﾜﾝ合板(T-1)t=5.5 撤去

7
5

Ｌ-40×40×3

      周囲ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 20×10
膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30

2
77
.
5
2
0

7
0

90
7
7
.
5

7
5 60

1
7
5

1
0
2.
5

6
7.
5

9
0

67.5 175 60102.5

15025

1
2
0
2
5

ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0
PL-2.3 @ 450

水切：ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0
     （水切返し付）

水切：ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0
     （水切返し付）
Ｌ-40×40×3

52.5

20

70277.5

H-175×175×7.5×11見掛 EP-G塗

90

巾木：木製 20×100 EP-G塗

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼

壁：LGS W=50
　　PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地
　　突付張 EP-G塗

耐震補強に係わる工事範囲を示す

A-26

75

H-175×175×7.5×11見掛 EP-G塗
H-175×90×5×8見掛 EP-G塗

※書架は家具詳細図（３）に依る。

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 撤去 床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼

壁：LGS W=50
　　PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地
　　突付張 EP-G塗

9
00

外壁：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引下地
       防水形複層塗材 E吹付

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30
      周囲ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 10×5

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　EP-G塗

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

Ｌ-25×25×3

Ｌ-75×75×6

Ｌ-75×75×6

Ｌ-65×65×6

Ｌ-75×75×6

水切：ｱﾙﾐ製

外壁： 在来ﾓﾙﾀﾙ刷毛引面下地処理のうえ
      可とう形改修塗材 E吹付

外壁： 在来ﾓﾙﾀﾙ刷毛引面下地処理のうえ
      可とう形改修塗材 E吹付

ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0
PL-2.3 @ 450

在来ｶー ﾃﾝﾚー ﾙ 取外し

50×100 新設

在来ｶー ﾃﾝﾚー ﾙ 再取付

ｱﾙﾐｻｯｼ新設

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

工事範囲外を示す

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

外壁：ｾﾒﾝﾄ中空押出成形板 t=60 縦張
　　　可とう形改修塗材 E吹付

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打
　　　可とう形改修塗材 E吹付

廻縁: 35×120 EP-G塗

廻縁: 40×120 EP-G塗

ｶー ﾃﾝﾎ゙ ｯｸｽ t=25 EP-G塗

天井：ﾗﾜﾝ合板(T-1)t=5.5 張 EP-G塗
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太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
ブレース詳細図（３）
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外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去
　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去
　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

ｱﾙﾐｻｯｼ 撤去

在来下地： 40×45 @455 撤去

ｶー ﾃﾝﾎ゙ ｯｸｽ t=20 撤去

凡 例

カッター目入れ

シーリング ＭＳ-2  20 × 15

シーリング ＭＳ-2  15 × 10

シーリング ＭＳ-2  10 × 7

60
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0
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(外部)

9
00

6
0

2
5

34
0

2
0

C

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去
 　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

(内部)

2
5

12
0

2
0

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

900 900

地覆：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引 撤去

(内部)

(外部)

9
0
0

3
0
20

20
68
5

廻縁: 45×45 撤去

30

3
,
07
0

82
0

1FL

1
0
0

82
0

30

1FL

3
,
07
0

8
3
0

32
0

1
7
5

2
,0
4
0

425

375

375

375

375

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　撤去

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　撤去

壁　W=3,800

375 29

(外部)

(内部)

壁　W=3,692

壁　W=3,750

サッシ　W=3,650

壁　W=3,750

壁　W=3,750

20 170 15375 サッシ　W=3,340

ｱﾙﾐ製建具:W3,650×H2,000(引違窓、枠共）撤去

巾木：木製 20×100 撤去

廻縁： 35×55 撤去

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

耐震補強（ブレース）廻り詳細図（既存・撤去）（１階家庭科・校長室・教務室） 耐震補強（ブレース）廻り詳細図（改修後）（１階家庭科・校長室・教務室）
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膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30
      周囲ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 20×10

375 29

20 170 15375

(外部)

(内部)

9
00

9
0
0外壁：ｾﾒﾝﾄ中空押出成形板 t=60 縦張

Ｌ-40×40×3

PL-2.3 @ 450
ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0

壁　W=3,692

壁　W=3,340

67.5 175

52.5

20

70277.5

102.5 60

12
0
25

18025

50

Ｌ-25×25×3

     （水切返し付）

PL-2.3 @ 450

Ｌ-65×65×6

     （水切返し付）
Ｌ-40×40×3

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0

水切：ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0

水切：ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0

新規下地： 40×45 @455

巾木：木製 20×100 EP-G塗

壁：LGS W=50
　　PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地
　　突付張 EP-G塗

115

塞ぎﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6 EP-G塗
結露防止:ｸﾞﾗｲﾄ t=2.0吹付
H-175×175×7.5×11
H-175×90×5×8

H-175×175×7.5×11見掛 EP-G塗

H-175×90×5×8
H-175×175×7.5×11
結露防止:ｸﾞﾗｲﾄ t=2.0吹付
塞ぎﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6 EP-G塗

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼

地覆：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引

天井：有孔PB t=7.0 撤去

耐震補強に係わる工事範囲を示す

A-27

H-175×175×7.5×11見掛 EP-G塗
H-175×90×5×8見掛 EP-G塗

※流し台、棚は家具詳細図（２）に依る。

在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 撤去

        栗石：t=120 撤去

新規床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120（有筋）

        再生砕石：t=120

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 撤去

在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 撤去
床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 撤去

新規床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120（有筋）
床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

壁：LGS W=50
　　PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地
　　突付張 EP-G塗

外壁：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引下地
       防水形複層塗材 E吹付

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30
      周囲ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 10×5

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　EP-G塗

Ｌ-75×75×6

Ｌ-75×75×6

Ｌ-75×75×6

水切：ｱﾙﾐ製

外壁： 在来ﾓﾙﾀﾙ刷毛引面下地処理のうえ
      可とう形改修塗材 E吹付

在来ｶー ﾃﾝﾚー ﾙ取外し

ｱﾙﾐｻｯｼ新設

天井：有孔PB t=9.5 張 EP塗 

在来ｶー ﾃﾝﾚー ﾙ 再取付

工事範囲外を示す

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打
ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

    　 　 ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0. 15    　 　 ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0. 15撤去

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

外壁：ｾﾒﾝﾄ中空押出成形板 t=60 縦張
　　　可とう形改修塗材 E吹付

　　　可とう形改修塗材 E吹付

廻縁: 45×45 EP-G塗

ｶー ﾃﾝﾎ゙ ｯｸｽ t=25 EP-G塗



地覆：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引
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新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合

一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
2011.3 1/20
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2CL

1CL

地中梁天端

GL

2CL

1CL

GL

350

200

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去
　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去
　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

ｱﾙﾐｻｯｼ 撤去

在来下地： 40×45 @455 撤去

ｶー ﾃﾝﾎ゙ ｯｸｽ t=20 撤去

凡 例

カッター目入れ

シーリング ＭＳ-2  20 × 15

シーリング ＭＳ-2  15 × 10

シーリング ＭＳ-2  10 × 7

60
25

34
0

2
0

C

(外部)

9
00

6
0

2
5

34
0

2
0

C

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去
 　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

(内部)

2
5

12
0

2
0

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

900 900

地覆：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引 撤去

(内部)

(外部)

9
0
0

3
0
20

20
68
5

廻縁: 45×45 撤去

8
3
0

32
0

1
7
5

2
,0
4
0

425

375

375

375

375

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　撤去

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　撤去

壁　W=3,800

375 29

(外部)

(内部)

壁　W=3,692

壁　W=3,750

サッシ　W=3,650

壁　W=3,750

壁　W=3,750

20 170 15375 サッシ　W=3,340

ｱﾙﾐ製建具:W3,650×H2,000(引違窓、枠共）撤去

廻縁： 35×55 撤去

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

ブレース詳細図（４）

耐震補強（ブレース）廻り詳細図（既存・撤去）（１階ボランティア室） 耐震補強（ブレース）廻り詳細図（改修後）（１階・ボランティア室）
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巾木：木製 20×100 撤去
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膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30
      周囲ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 20×10

375 29

20 170 15375

(外部)

(内部)

9
00

9
0
0外壁：ｾﾒﾝﾄ中空押出成形板 t=60 縦張

Ｌ-40×40×3

PL-2.3 @ 450
ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0

壁　W=3,692

壁　W=3,340

67.5 175

52.5

20

70277.5

102.5 60

Ｌ-25×25×3

     （水切返し付）

PL-2.3 @ 450

Ｌ-65×65×6

在来ｶー ﾃﾝﾚー ﾙ 再取付

     （水切返し付）
Ｌ-40×40×3

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0

水切：ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0

水切：ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0

外壁：ｾﾒﾝﾄ中空押出成形板 t=60 縦張

新規下地： 40×45 @455

壁：LGS W=50
　　PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地
　　突付張 EP-G塗

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 

巾木：木製 20×100 EP-G塗

18025

50

115

塞ぎﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6 EP-G塗
結露防止:ｸﾞﾗｲﾄ t=2.0吹付
H-175×175×7.5×11
H-175×90×5×8

H-175×175×7.5×11見掛 EP-G塗

H-175×90×5×8
H-175×175×7.5×11
結露防止:ｸﾞﾗｲﾄ t=2.0吹付
塞ぎﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6 EP-G塗

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 

    ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=15 撤去

天井：有孔PB t=7.0 撤去

    ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=15 貼（塗装品）

耐震補強に係わる工事範囲を示す

A-28

H-175×175×7.5×11見掛 EP-G塗
H-175×90×5×8見掛 EP-G塗

在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 撤去

        栗石：t=120 撤去

新規床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120（有筋）

        再生砕石：t=120

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 撤去

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 

    ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=15 撤去

新規床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120（有筋）
床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 
    ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=15 貼（塗装品）

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

壁：LGS W=50
　　PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地
　　突付張 EP-G塗

外壁：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引下地
       防水形複層塗材 E吹付

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30
      周囲ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 10×5

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　EP-G塗

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

Ｌ-75×75×6

Ｌ-75×75×6

Ｌ-75×75×6

水切：ｱﾙﾐ製

外壁： 在来ﾓﾙﾀﾙ刷毛引面下地処理のうえ
      可とう形改修塗材 E吹付

在来ｶー ﾃﾝﾚー ﾙ 取外し

    　 　 ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0. 15 撤去     　 　 ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0. 15

天井：有孔PB t=9.5 張 EP塗 

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打
ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

工事範囲外を示す

ｱﾙﾐｻｯｼ新設

　　　可とう形改修塗材 E吹付

　　　可とう形改修塗材 E吹付

ｶー ﾃﾝﾎ゙ ｯｸｽ t=25 EP-G塗

廻縁: 45×45 EP-G塗



外壁：セメント中空押出成形板 t=60 縦張り
PL-2.3 @ 450

67.5 175

52.5
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担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所
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年 月 日 縮　　尺 図面番号
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太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
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(外部)

凡 例

カッター目入れ

シーリング ＭＳ-2  20 × 15

シーリング ＭＳ-2  15 × 10

シーリング ＭＳ-2  10 × 7

C

(外部)

9
00

C

(内部)

2
5

12
0

2
0

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去
　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

Ｌ-25×25×3

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去
　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

ｱﾙﾐｻｯｼ 撤去

     （水切返し付）

PL-2.3 @ 450

Ｌ-65×65×6

在来下地： 40×45 @455 撤去

在来ｶー ﾃﾝﾚー ﾙ 再取付

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去
 　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0

水切：ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0

3
0
20

20

     （水切返し付）
Ｌ-40×40×3

水切：アルミ板加工 t＝2.0

ｶー ﾃﾝﾎ゙ ｯｸｽ t=20 撤去

68
5

廻縁: 45×45 撤去

外壁：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引下地
       複層塗材 E吹付

新規下地： 40×45 @455

8
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25
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2
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34
0

2
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375

375
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柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　撤去

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　撤去
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5
7
5

375 29

7
0
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0

2
77
.
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60
1
7
5

1
0
2.
5

6
7.
5

(内部)

      周囲ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 20×10
膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30

Ｌ-40×40×3

壁　W=3,692

(内部)

(外部)

375

425

375

サッシ　W=3,650

壁　W=3,750

サッシ　W=3,650

壁　W=3,750

サッシ　W=3,650

壁　W=3,750

375 29

20 170 15375

(外部)

(内部)

壁　W=3,692

20 170 15375 サッシ　W=3,340

壁　W=3,340

ｱﾙﾐ製建具:W3,650×H2,000(引違窓、枠共）撤去

廻縁： 35×55 撤去

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

壁：LGS W=50
　　PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地
　　突付張 EP-G塗

ブレース詳細図（５）

9 9

3CL

2CL

3CL

2CL

30

82
0

2FL

30

2FL

巾木：木製 20×100 撤去

3
,
07
0

1
0
0

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼

巾木：木製 20×100 EP-G塗

3
,
07
0

82
0

耐震補強（ブレース）廻り詳細図（改修後）（２階備品室）耐震補強（ブレース）廻り詳細図（既存・撤去）（２階備品庫）

塞ぎﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6 EP-G塗
結露防止:ｸﾞﾗｲﾄ t=2.0吹付
H-175×175×7.5×11
H-175×90×5×8

H-175×175×7.5×11見掛 EP-G塗

H-175×90×5×8
H-175×175×7.5×11
結露防止:ｸﾞﾗｲﾄ t=2.0吹付
塞ぎﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6 EP-G塗

天井：有孔PB t=7.0 撤去

9
00

9
0

6
5
5

52
.
5

90

耐震補強に係わる工事範囲を示す

A-29

H-175×175×7.5×11見掛 EP-G塗
H-175×90×5×8見掛 EP-G塗

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 撤去

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 撤去 床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼

壁：LGS W=50
　　PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地
　　突付張 EP-G塗

外壁：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引下地
       防水形複層塗材 E吹付

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30
      周囲ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 10×5

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　EP-G塗

Ｌ-75×75×6

Ｌ-75×75×6

Ｌ-75×75×6

外壁：セメント中空押出成形板 t=60 縦張り

外壁： 在来ﾓﾙﾀﾙ刷毛引面下地処理のうえ
      可とう形改修塗材 E吹付

水切：ｱﾙﾐ製

外壁： 在来ﾓﾙﾀﾙ刷毛引面下地処理のうえ
      可とう形改修塗材 E吹付

アルミ板加工 t＝2.0

在来ｶー ﾃﾝﾚー ﾙ 取外し

天井：有孔PB t=9.5 張 EP塗 

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

工事範囲外を示す

ｱﾙﾐｻｯｼ新設

　　　可とう形改修塗材 E吹付

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

　　　可とう形改修塗材 E吹付

廻縁: 45×45 EP-G塗

ｶー ﾃﾝﾎ゙ ｯｸｽ t=25 EP-G塗
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管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課

耐震補強（ブレース）廻り詳細図（既存・撤去）（３階普通教室３.４年） 耐震補強（ブレース）廻り詳細図（改修後）（３階普通教室３.４年）
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(外部)

凡 例

カッター目入れ

シーリング ＭＳ-2  20 × 15

シーリング ＭＳ-2  15 × 10

シーリング ＭＳ-2  10 × 7

C

(外部)

9
00

C

(内部)

2
5

12
0

2
0

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去
　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

Ｌ-25×25×3

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去
　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

ｱﾙﾐｻｯｼ 撤去

外壁：セメント中空押出成形板 t=60 縦張り

     （水切返し付）

PL-2.3 @ 450

Ｌ-65×65×6

在来下地： 40×45 @455 撤去

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去
 　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0

水切：ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0

3
0
20

20

     （水切返し付）
Ｌ-40×40×3

水切：アルミ板加工 t＝2.0

ｶー ﾃﾝﾎ゙ ｯｸｽ t=20 撤去

68
5

廻縁: 45×45 撤去

外壁：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引下地
       複層塗材 E吹付

新規下地： 40×45 @455

8
3
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1
7
5

2
,0
4
0

32
0

3,
0
5
0

60
25

34
0

2
0

6
0

2
5

34
0

2
0

375

375

425

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　撤去

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　撤去

60
2
0

34
0

6
0

2
0

34
0

2
5
7
5

2
5
7
5

52
.
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90

375 29

7
0

2
0

2
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.
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60
1
7
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1
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5

6
7.
5

(内部)

      周囲ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 20×10
膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30

Ｌ-40×40×3

壁　W=3,692

(内部)

(外部)

375

425

375

サッシ　W=3,650

壁　W=3,750

サッシ　W=3,650

壁　W=3,750

サッシ　W=3,650

壁　W=3,750

375 29

20 170 15375

(外部)

(内部)

壁　W=3,692

20 170 15375 サッシ　W=3,340

壁　W=3,340

ｱﾙﾐ製建具:W3,650×H2,000(引違窓、枠共）撤去

廻縁： 35×55 撤去

巾木：木製 20×100 撤去 巾木：木製 20×100 EP-G塗

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

壁：LGS W=50
　　PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地
　　突付張 EP-G塗

ブレース詳細図（６）

耐震補強（ブレース）廻り詳細図（既存・撤去）（２階コンピュータ室・普通教室１.２年） 耐震補強（ブレース）廻り詳細図（改修後）（２階コンピュータ室・普通教室１.２年）

11

13

7

11

13

2CL(3Cl )

塞ぎﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6 EP-G塗
結露防止:ｸﾞﾗｲﾄ t=2.0吹付
H-175×175×7.5×11
H-175×90×5×8

H-175×175×7.5×11見掛 EP-G塗

H-175×90×5×8
H-175×175×7.5×11
結露防止:ｸﾞﾗｲﾄ t=2.0吹付
塞ぎﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6 EP-G塗

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 

    ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=15 撤去

天井：有孔PB t=7.0 撤去

9
00

9
0

6
5
5

耐震補強に係わる工事範囲を示す

A-30

H-175×175×7.5×11見掛 EP-G塗
H-175×90×5×8見掛 EP-G塗

    ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=15 撤去

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 

    ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=15 貼（塗装品）

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 

    ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=15 貼(塗装品)

壁：LGS W=50
　　PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地
　　突付張 EP-G塗

外壁：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引下地
       防水形複層塗材 E吹付

外壁： 在来ﾓﾙﾀﾙ刷毛引面下地処理のうえ
      可とう形改修塗材 E吹付

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30
      周囲ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 10×5

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　EP-G塗

Ｌ-75×75×6

Ｌ-75×75×6

Ｌ-75×75×6

外壁： 在来ﾓﾙﾀﾙ刷毛引面下地処理のうえ
      可とう形改修塗材 E吹付

水切：ｱﾙﾐ製

外壁：ｾﾒﾝﾄ中空押出成形板 t=60 縦張
PL-2.3 @ 450
ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0

在来ｶー ﾃﾝﾚー ﾙ 取外し

天井：有孔PB t=9.5 張 EP塗 

在来ｶー ﾃﾝﾚー ﾙ 再取付

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打
ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

ｱﾙﾐｻｯｼ新設

工事範囲外を示す

　　　可とう形改修塗材 E吹付

　　　可とう形改修塗材 E吹付

廻縁: 45×45 EP-G塗

ｶー ﾃﾝﾎ゙ ｯｸｽ t=25 EP-G塗



壁　W=3,340

地覆：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引

GL

地中梁天端

雨具掛：ｽﾁｰﾙ製 φ34 撤去
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太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課

耐震補強（ブレース）廻り詳細図（既存・撤去）（１階廊下） 耐震補強（ブレース）廻り詳細図（改修後）（１階廊下）S=1/20 S=1/20
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地中梁天端
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Ｌ-65×65×6

新規下地： 40×45 @455

膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30
周囲ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 10×5

Ｌ-25×25×3

膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30
      周囲ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 10×5

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

在来下地： 40×45 @455 撤去

ｱﾙﾐｻｯｼ 撤去

 　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）
外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去
　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

(内部)

(外部)

凡 例

カッター目入れ

シーリング ＭＳ-2  20 × 15

シーリング ＭＳ-2  15 × 10

シーリング ＭＳ-2  10 × 7

(外部)

125 35

4
0

8
7
0

190

雨具受：防水ﾓﾙﾀﾙ 撤去

雨具掛ﾌｯｸ：FB3×15 5ｹ所 撤去

雨具掛控：ｽﾁｰﾙ製 φ13 3ヶ所 撤去

笠立：ｽﾁｰﾙ製 φ27 撤去
笠立受：φ9 24ヶ所 撤去
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1
00

水切：ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0
     （水切返し付）

PL-2.3 @ 450
ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0

375

375

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　撤去

425

375

(外部)

375

9
0
0

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　撤去

(内部)

雨具受：防水ﾓﾙﾀﾙ 撤去

3
5

8
0

1
2
5

2
5
1
2
0
2
0

笠立：ｽﾁｰﾙ製 φ27 撤去
笠立受：φ9 24ヶ所 撤去

雨具掛：ｽﾁｰﾙ製 φ34 撤去
雨具掛ﾌｯｸ：FB3×15 5ｹ所 撤去

壁　W=3,750

サッシ　W=3,650

壁　W=3.750

壁　W=3,750

壁　W=3.850

375 29

20 170 15375

(内部)
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膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30
      周囲ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 20×10

(外部)

(内部)

90
0

ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0
PL-2.3 @ 450

PL-2.3 @ 450
ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0

Ｌ-40×40×3

壁　W=3,692

壁　W=3,692

サッシ　W=3,340

ｱﾙﾐ製建具:W3,650×H1,800(引違窓、枠共）撤去

廻縁： 35×55 撤去

巾木：木製 20×100 EP-G塗

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

壁：LGS W=50
　　PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地
　　突付張 EP-G塗

壁：LGS W=50
　　PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地
　　突付張 EP-G塗

ブレース詳細図（７）

3
0
20

20
71
5

Ｌ-40×40×3

     （水切返し付）
水切：ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0

天井：有孔PB t=7.0 撤去

耐震補強に係わる工事範囲を示す

A-31

塞ぎﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6 EP-G塗
結露防止:ｸﾞﾗｲﾄ t=2.0吹付
H-175×175×7.5×11
H-175×90×5×8

H-175×90×5×8見掛 EP-G塗
H-175×175×7.5×11見掛 EP-G塗

H-175×90×5×8見掛 EP-G塗
H-175×175×7.5×11見掛 EP-G塗

在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 撤去

        栗石：t=120 撤去

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去
  　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

新規床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120（有筋）

        再生砕石：t=120

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

新規床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120（有筋）在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 撤去
床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

外壁：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引下地
       防水形複層塗材 E吹付

外壁： 在来ﾓﾙﾀﾙ刷毛引面下地処理のうえ
      可とう形改修塗材 E吹付

外壁：ｾﾒﾝﾄ中空押出成形板 t=60 縦張

外壁：ｾﾒﾝﾄ中空押出成形板 t=60 縦張

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　EP-G塗

Ｌ-75×75×6

Ｌ-75×75×6

Ｌ-75×75×6

地覆：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引

水切：ｱﾙﾐ製

ｱﾙﾐｻｯｼ新設

天井：有孔PB t=9.5 張 EP塗

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

    　 　 ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0. 15    　 　 ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0. 15 撤去

工事範囲外を示す

　　　可とう形改修塗材 E吹付

　　　可とう形改修塗材 E吹付



新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合

一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課

耐震補強（ブレース）廻り詳細図（既存・撤去）（２階廊下） 耐震補強（ブレース）廻り詳細図（改修後）（２階廊下）
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67.5175
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Ｌ-65×65×6

新規下地： 40×45 @455

膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30
周囲ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 10×5

膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30
      周囲ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 10×5

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

在来下地： 40×45 @455 撤去

ｱﾙﾐｻｯｼ 撤去

 　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）
外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去
　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

凡 例

カッター目入れ

シーリング ＭＳ-2  20 × 15

シーリング ＭＳ-2  15 × 10

シーリング ＭＳ-2  10 × 7

(外部)

8

9

雨具受：防水ﾓﾙﾀﾙ 撤去

手摺：ｽﾃｰﾙ製 φ34 撤去

雨具掛：ｽﾁｰﾙ製 φ34 撤去
雨具掛ﾌｯｸ：FB3×15 5ｹ所 撤去

笠立：ｽﾁｰﾙ製 φ27 撤去
笠立受：φ9 24ヶ所 撤去

雨具掛控：ｽﾁｰﾙ製 φ13 3ヶ所 撤去

A

6
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2
5

2
2
0

20

A

6
0

2
5

2
2
0

20

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去
  　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）
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20

20

PL-2.3 @ 450
ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0

71
5

375

(内部)

425

375

サッシ　W=3,680

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　撤去

425

375

(外部)

375

9
0
0

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　撤去

(内部)

雨具受：防水ﾓﾙﾀﾙ 撤去

3
5

8
0

1
2
5

2
5
1
2
0
2
0

笠立：ｽﾁｰﾙ製 φ27 撤去
笠立受：φ9 24ヶ所 撤去

手摺：ｽﾃｰﾙ製 φ34 撤去

雨具掛：ｽﾁｰﾙ製 φ34 撤去
雨具掛ﾌｯｸ：FB3×15 5ｹ所 撤去

375 29

20375

(内部)

(外部)

65
65

20375

375 29

7
4
5

膳板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾎｰﾑ t=30
      周囲ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 20×10

(外部)

(内部)

Ｌ-40×40×3

アルミ板加工 t＝2.0

ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0

PL-2.3 @ 450

PL-2.3 @ 450

壁　W=3,750

サッシ　W=3,650

壁　W=3.750

壁　W=3,750

サッシ　W=3,680

壁　W=3.850

壁　W=3,692

壁　W=3,692

ｱﾙﾐ製建具:W3,650×H1,800(引違窓、枠共）撤去

廻縁： 35×55 撤去

巾木：木製 20×100 EP-G塗

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

壁：LGS W=50
　　PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地
　　突付張 EP-G塗

壁：LGS W=50
　　PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地
　　突付張 EP-G塗

ブレース詳細図（８）

手摺：ｽﾃｰﾙ製 φ34 EP-G塗

天井：有孔PB t=7.0 撤去

90
0

耐震補強に係わる工事範囲を示す

A-32
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145 15

145 15 壁　W=3,390

サッシ　W=3,390

6
5

Ｌ-25×25×3

水切：ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0
     （水切返し付）

外壁：ｾﾒﾝﾄ中空押出成形板 t=60 縦張

     （水切返し付）

Ｌ-40×40×3

水切：ｱﾙﾐ板加工 t＝2.0

塞ぎﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6 EP-G塗
結露防止:ｸﾞﾗｲﾄ t=2.0吹付
H-150×150×7×10
H-150×75×5×7

H-150×150×7×10見掛 EP-G塗
H-150×75×5×7見掛 EP-G塗

H-150×150×7×10見掛 EP-G塗
H-150×75×5×7見掛 EP-G塗

在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 撤去
    　 　 ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0. 3 撤去
        栗石：t=120 撤去

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去
在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 撤去

外壁：ｾﾒﾝﾄ中空押出成形板 t=60 縦張

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

外壁：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引下地
       防水形複層塗材 E吹付       可とう形改修塗材 E吹付

外壁： 在来ﾓﾙﾀﾙ刷毛引面下地処理のうえ

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　EP-G塗

Ｌ-75×75×6

Ｌ-75×75×6

Ｌ-75×75×6

      可とう形改修塗材 E吹付
外壁： 在来ﾓﾙﾀﾙ刷毛引面下地処理のうえ

水切：ｱﾙﾐ製

ｱﾙﾐｻｯｼ新設

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

ﾉﾝﾌﾛﾝ湿式断熱材 t=30 裏打

天井：有孔PB t=9.5 張 EP塗

手摺：ｽﾃｰﾙ製 φ34 EP-G塗

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

工事範囲外を示す

　　　可とう形改修塗材 E吹付

　　　可とう形改修塗材 E吹付



床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

凡 例

シーリング ＭＳ-2  15 × 10

シーリング ＭＳ-2  10 × 7

新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合

一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
ＲＣ壁補強部詳細図（１）
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カッター目入れ

シーリング ＭＳ-2  20 × 15

シーリング ＰＵ-2  15 × 10

C C

25

25

B

2015020

2
0
20
0

2
0
0
20

2015020

2
0
20
0

2
0
0
20

在来下地： 40×45 @455 撤去

35×145 撤去

廻縁: 45×45 撤去

壁：ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5張 撤去

35×105 撤去

木製建具撤去

60×105 撤去

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

木製建具撤去

靴摺：SUS 40×20×2 撤去 靴摺：SUS 40×20×2 

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　撤去

45×105 撤去

35×45 撤去

35×45 撤去

4,500

425 425

10 11

　　突付張 EP-G塗
　　PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地廻縁: 35×55 撤去

新規下地： 40×45 @455

木製建具

25×165 EP-G塗

45×150 EP-G塗

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 撤去 床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　撤去

新規壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ(有筋)

保健室廊下 廊下 保健室

800 70 1,3551,355 70

70×105 撤去

木製建具:W1,355×H736(引違欄間、枠共）撤去

木製建具:W800×H736(嵌殺し欄間、枠共）撤去

1/20 1/30

耐震補強（増設壁）廻り詳細図（改修後）（１階保健室）耐震補強（増設壁）廻り詳細図（既存・撤去）（１階保健室）

天井：有孔PB t=7.0 撤去

耐震補強に係わる工事範囲を示す

A-33 

25×70 EP-G塗

145
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10010020

125

新規床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120（有筋）

        再生砕石：t=120

廊下
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35×45 撤去

35×45 撤去

35×105 ＠455 撤去

35×45 撤去

45×105 撤去

35×45 撤去 壁：ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5張 撤去

壁：ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5張 撤去

105×105 撤去

木製建具:W800×1,850(片開戸、枠共）撤去

1,850 800 1,850

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　撤去

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　撤去

廊下

在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 撤去
床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 撤去
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1,850 800 1,850

　　PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地
　　突付張 EP-G塗

45×150 EP-G塗

新規壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ(有筋)
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廊下

新規床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120（有筋）
床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼

375 3,750 375

375 3,750 375

375 3,750 375

25×165 EP-G塗

25×70 EP-G塗

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上
新規床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120（有筋）

在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 撤去

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

新規木製建具

新規掲示板：ｱﾙﾐ枠掲示ｸﾛｽ貼 1400×900 新規掲示板：ｱﾙﾐ枠掲示ｸﾛｽ貼 1400×900

天井：有孔PB t=7.0 張 EP塗

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

天井：有孔PB t=7.0 張 EP塗 現況のまま

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　EP-G塗

天井：有孔GB-D t=9.5 張 EP塗

壁：LGS W=65

    　 　 ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0. 15

在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 撤去

        栗石：t=120 撤去
    　 　 ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0. 15 撤去

壁：LGS W=65

工事範囲外を示す

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し EP-G塗

廻縁: 35×55 EP-G塗

廻縁: 45×45 EP-G塗
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管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一
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酒井建築事務所
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年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
ＲＣ壁補強部詳細図（２）

2011.3

耐震補強（増設壁）廻り詳細図（改修後）（１階校長室）耐震補強（増設壁）廻り詳細図（既存・撤去）（１階校長室）
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凡 例

シーリング ＭＳ-2  15 × 10

シーリング ＭＳ-2  10 × 7
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カッター目入れ

シーリング ＭＳ-2  20 × 15

シーリング ＰＵ-2  15 × 10
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S=1/20・1/30 S=1/20・1/30
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1,790 4251,790425 70

4,500

11 12

B B

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

在来下地： 40×45 @455 撤去

35×145 撤去

廻縁: 45×45 撤去

壁：ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5張 撤去

35×105 撤去

木製建具撤去

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去 柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　撤去

70×105 撤去

45×105 撤去

35×45 撤去

35×45 撤去 木製建具:W1,790×H736(引違欄間、枠共）撤去

　　突付張 EP-G塗
　　PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地廻縁: 35×55 撤去

新規下地： 40×45 @455

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 撤去 床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　撤去

壁：ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5張 撤去

巾木：木製 20×100 撤去

35×105 ＠455 撤去

壁：ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5張 撤去

巾木：木製 20×100 撤去

35×55 撤去

45×105 撤去

35×55 撤去

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

巾木：木製 20×100 EP-G塗

新規壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ(有筋)

廊下 校長室 廊下 校長室

1/20 1/30

天井：有孔PB t=7.0 撤去

耐震補強に係わる工事範囲を示す

A-34

100

75

14510020

125

巾木：木製 20×100 EP-G塗

在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 撤去

        再生砕石：t=120

新規床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120（有筋）

廊下

校長室

4,500

11 12
校長室

B

2015020

2
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2
0
0
2
0

2
0
20
0

2
0
0
2
0

9
00

9
0
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4253,275 800

35×45 撤去

35×45 撤去

35×105 ＠455 撤去

壁：ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5張 撤去

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　撤去

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝　撤去

35×45 撤去

木製建具:W800×1,850(片開戸、枠共）撤去

壁：ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5張 撤去

45×105 撤去

35×45 撤去
105×105 撤去

2015020

廊下

在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 撤去
床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地共 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 撤去
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新規壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ(有筋)
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45×150 EP-G塗

新規壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ(有筋)
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廊下

新規床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120（有筋）
床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 ﾋﾞﾆｰﾙ床ﾀｲﾙ t=2.0 貼

375 3,750 375

375 3,750 375

375 3,750 375

25×165 EP-G塗

新規床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120（有筋）
床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

在来床：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120(有筋) 撤去

25×70 EP-G塗
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,
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9
90

9
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81
0

　　PB t=9.5＋ﾗﾜﾝ合板（T-1）t=5.5 下地
　　突付張 EP-G塗

新規木製建具

新規掲示板：ｱﾙﾐ枠掲示ｸﾛｽ貼 1400×900 新規掲示板：ｱﾙﾐ枠掲示ｸﾛｽ貼 1400×900

新規掲示板：ｱﾙﾐ枠掲示ｸﾛｽ貼

天井：有孔PB t=7.0 張 EP塗

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

天井：有孔PB t=7.0 張 EP塗 現況のまま

柱型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し EP-G塗

天井：有孔PB t=9.5 張 EP塗

    　 　 ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0. 15

壁：LGS W=65

壁：LGS W=65

        栗石：t=120 撤去
    　 　 ﾎ゚ ﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0. 15 撤去

工事範囲外を示す

廻縁: 35×55 EP-G塗

廻縁: 45×45 EP-G塗



ｻｯｼ廻り：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地
         可とう形改修塗材 E吹付

新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合

一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
2011.3

凡 例

シーリング ＭＳ-2  15 × 10

シーリング ＭＳ-2  10 × 7

カッター目入れ

シーリング ＭＳ-2  20 × 15

シーリング ＰＵ-2  15 × 10

S=1/20・1/30 S=1/20・1/30

ＲＣ壁補強部詳細図（３）

耐震補強（増設壁）廻り詳細図（改修後）（１階西階段室）
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ｱﾙﾐｻｯｼ 撤去

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去
　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

ｱﾙﾐ製建具:W3,650×H2,920(引違窓、枠共）撤去

ｱﾙﾐ製建具:W900×H600(引違窓、枠共）撤去

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去
　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

壁塞ぎ：ｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ t=2.0 加工

ｻｯｼ廻り：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

ｻｯｼ廻り：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去 ｻｯｼ廻り：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

ｱﾙﾐｻｯｼ 撤去

ｻｯｼ廻り：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

ｻｯｼ廻り：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

ｻｯｼ廻り：ﾓﾙﾀﾙ金鏝

下枠ｽﾃﾝﾚｽ製 t=2.0 

ｻｯｼ廻り：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

GL GL

1CL1CL
外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去

ｻｯｼ廻り：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

サ
ッ
シ
 
2
,9
0
0

1CL1CL

1/20 1/30

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上 床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

天井：ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

天井：ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗

床：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地 合成樹脂塗床仕上

耐震補強に係わる工事範囲を示す

A-35

ｱﾙﾐ製建具:W3,650×H2,920(引違窓、枠共）撤去

壁塞ぎ：ｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ t=2.0 撤去

(内部)

(内部)

14 15

(外部)4,500

375 3,750 375

4251,790870 515900

14 15

(外部)4,500

375 3,750 375

C

70425 1,790 4251,790

壁塞ぎ：ｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ t=2.0 加工

ｱﾙﾐｻｯｼ

(内部)

14 15

(外部)4,500

375 3,750 375

外壁： 在来ﾓﾙﾀﾙ面下地処理のうえ
      可とう形改修塗材 E吹付

外壁：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引下地
      防水形複層塗材 E吹付

         可とう形改修塗材 E吹付
ｻｯｼ廻り：ﾓﾙﾀﾙ金鏝下地

耐震補強（増設壁）廻り詳細図（既存・撤去）（１階西階段室）

壁：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP塗

壁：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP塗

巾木：木製 20×100 EP塗

3
0

19
3

ｻｯｼ廻り：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

壁：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP塗 現況のまま

ｻｯｼ廻り：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

ｻｯｼ廻り：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP-G塗

壁：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP塗 現況のまま

巾木：木製 20×100 EP塗 現況のまま

水切：ｱﾙﾐ製

外壁： 在来ﾓﾙﾀﾙ面下地処理のうえ
      可とう形改修塗材 E吹付

工事範囲外を示す
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一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課

耐震補強（増設壁）廻り詳細図（既存・撤去）（Ｒ階東階段室）

2011.3

凡 例

シーリング ＭＳ-2  15 × 10

シーリング ＭＳ-2  10 × 7

カッター目入れ

シーリング ＭＳ-2  20 × 15

シーリング ＰＵ-2  15 × 10

S=1/20・1/30 S=1/20・1/30

耐震補強に係わる工事範囲を示す

1/20 1/30

ＲＣ壁補強部詳細図（４）
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外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 (有筋) 撤去
　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

ｱﾙﾐｻｯｼ 撤去

在来下地： 40×45 @455 撤去

廻縁: 35×35 撤去

天井：有孔PB t=7.0 撤去

ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

壁：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

新規下地： 40×45 @455

新規壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ(有筋)

屋上床：ｳﾚﾀﾝ増塗防水 t=2.0 撤去

        均しﾓﾙﾀﾙ t=15＋保護ﾓﾙﾀﾙ t=30 撤去

(外部)

C

25180 25180370 370
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9
00

ｱﾙﾐｻｯｼ 撤去

　　　(下地ﾓﾙﾀﾙ外部t=25 内部t=20共）

壁：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 撤去

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ t=180 (有筋) 撤去

(内部)

屋上床：ｳﾚﾀﾝ増塗防水 t=2.0 撤去

        均しﾓﾙﾀﾙ t=15＋保護ﾓﾙﾀﾙ t=30 撤去
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新規壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ(有筋)

(内部)

新規防水層端部ｼｰﾘﾝｸﾞ

45
0

外壁：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引下地
      防水形複層塗材 E吹付

外壁：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引下地
      防水形複層塗材 E吹付

      可とう形改修塗材 E吹付

        ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し下地 可とう形改修塗材 E吹付

      可とう形改修塗材 E吹付

外壁： 在来ﾓﾙﾀﾙ刷毛引面下地処理のうえ

外壁： 在来ﾓﾙﾀﾙ刷毛引面下地処理のうえ

        均しﾓﾙﾀﾙ t=15＋保護ﾓﾙﾀﾙ塗 t=30

屋上床：ｶﾗ-ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2工法(平面 t=3.0  立上り面 t=2.0)

屋上床：ｶﾗ-ｳﾚﾀﾝ塗膜防水 X-2工法

        (平面 t=3.0  立上り面 t=2.0)

        均しﾓﾙﾀﾙ t=15＋保護ﾓﾙﾀﾙ塗 t=30

        ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し下地 可とう形改修塗材 E吹付

壁：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP塗

壁：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP塗 現況のまま

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し EP-G塗

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し EP-G塗

ﾓﾙﾀﾙ金鏝　EP-G塗

耐震補強（増設壁）廻り詳細図（改修後）（Ｒ階東階段室）

天井：有孔PB t=9.5 張 EP塗

梁型：ﾓﾙﾀﾙ金鏝 EP塗

新規変形ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙT 1.2×31.2×40

900 900

工事範囲外を示す

廻縁: 35×35 EP-G塗
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太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
2011.3 1/200

現況・撤去・改修後：1階建具記号図

改修後：1階 平面図　　S=1:200

既存・撤去：1階 平面図　　S=1:200
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凡 例

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

木軸

LGS

耐震ｽﾘｯﾄ（幅 30）

耐力壁　ＲＣ壁

耐震補強に係わる工事範囲を示す

撤去建具

新規建具

改修建具

工事範囲外を示す

耐力壁　鉄骨枠付ｋ型ﾌﾞﾚ-ｽ
▼

▼▼▼▼▼

▼ ▼ ▼ ▼ ▼



3

新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合

一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
2011.3 1/200

現況・撤去・改修後：2階建具記号図

改修後：2階 平面図　　S=1:200

既存・撤去：2階 平面図　　S=1:200
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凡 例

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

木軸

LGS

耐震ｽﾘｯﾄ（幅 30）

耐力壁　ＲＣ壁

耐震補強に係わる工事範囲を示す

撤去建具

新規建具

改修建具

工事範囲外を示す

耐力壁　鉄骨枠付ｋ型ﾌﾞﾚ-ｽ
▼

▼▼▼▼▼

▼ ▼

ベランダ

▼



新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合

一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
2011.3 1/200

現況・撤去・改修後：3階建具建具記号図

AT2

既存・撤去：3階 建具記号図　S=1:200

改修後：3階 建具記号図　　S=1:200
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凡 例

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

木軸

LGS

耐震ｽﾘｯﾄ（幅 30）

耐力壁　ＲＣ壁

耐震補強に係わる工事範囲を示す

撤去建具

新規建具

改修建具

工事範囲外を示す

耐力壁　鉄骨枠付ｋ型ﾌﾞﾚ-ｽ
▼

▼▼



新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合

一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
2011.3 1/200

現況・撤去・改修後：R・PH階建具記号図

現況・撤去：PH階 建具記号図　S=1:200

現況・撤去：R階 建具記号図　S=1:200

改修後：PH階 建具記号図　　S=1:200

改修後：R階 建具記号図　　S=1:200
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AT6

凡 例

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

木軸

LGS

耐震ｽﾘｯﾄ（幅 30）

耐力壁　ＲＣ壁

耐震補強に係わる工事範囲を示す

撤去建具

新規建具

改修建具

耐力壁　鉄骨枠付ｋ型ﾌﾞﾚ-ｽ
▼

工事範囲外を示す



新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合

一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
2011.3

建具表（１）

1/100

形 状

記号・場所・数量

形 状

形 式

材料・仕上・見込

硝 子

金 物

備 考

記号・場所・数量

形 式

材料・仕上・見込

硝 子

金 物

備 考

1ヶ所 13ヶ所

見込　36 

見込　60 見込　60 

改修建具

凡 例

撤去建具

撤去 撤去

撤去

引違い２連２段ｱﾙﾐｻｯｼ窓

ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

透明 t=3.0

外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ 10×7

特記事項

・ 製作の前に、現場調査を十分に行い、監督員の承諾を得る事。

・ 特記無き建具金物は、ステンレス製とする。

各教室

引違い２連２段ｱﾙﾐｻｯｼ窓

撤去1､2階廊下 6ヶ所

透明 t=3.0

外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ 10×7

見込　60 ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

引違い２連２段ｱﾙﾐｻｯｼ窓

透明 t=3.0

外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ 10×7

AT1 AT2 AT3 1ヶ所

見込　60 

撤去

引違い２連２段ｱﾙﾐｻｯｼ窓

ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ 10×7

AT4 撤去

見込　60 ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

透明 t=3.0

AT5 1ヶ所

外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ 10×7

引違いｱﾙﾐｻｯｼ窓

撤去WT1 2ヶ所

ﾗﾜﾝ合板 t=4.0

片開き木製ﾌﾗｯｼｭ戸

見込　36 

靴摺 SUS 40×20×2 

引違い木製ｶﾞﾗｽ窓

透明 t=3.0 透明 t=3.0

1階校長室 2ヶ所

見込　36 

撤去

引違い木製ｶﾞﾗｽ窓

透明 t=3.0

2ヶ所WT2

見込　36 

撤去

透明 t=3.0

1ヶ所1階保健室1階保健室

嵌殺し木製ｶﾞﾗｽ窓

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ t=2.0
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新規建具

撤去

見込　60 ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

透明 t=3.0

1ヶ所

外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ 10×7

引違いｱﾙﾐｻｯｼ窓

R階東階段室AT6
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5
0
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A-41

WT3 WT4

1
,
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1階理科室､家庭科室､ﾎﾞﾗﾝﾃｲｱ室

1､2､3階廊下

新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合

一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所

担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
2011.3 1/100

建具表（２）

1ヶ所

ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ 見込　70 

両袖はめ殺し両開きｱﾙﾐｻｯｼ戸

1階玄関
1
AD
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60070 1,600 70600

3
,
0
00

1
,8
0
0

1
0
0
1,
1
0
0

形 状

記号・場所・数量

形 状

形 式

材料・仕上・見込

硝 子

金 物

備 考

記号・場所・数量

形 式

材料・仕上・見込

硝 子

金 物

備 考

改修建具

凡 例

撤去建具

特記事項

・ 製作の前に、現場調査を十分に行い、監督員の承諾を得る事。

・ 特記無き建具金物は、ステンレス製とする。

形 状

記号・場所・数量

形 式

材料・仕上・見込

硝 子

金 物

備 考

ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ 見込　70 

両袖はめ殺し両開きｱﾙﾐｻｯｼ戸

1階昇降口 2ヶ所
2
AD

ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

AD
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5

3,650

1,790 70 1,790

1ヶ所

ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ 見込　70 

AD
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両引分けｱﾙﾐｻｯｼ戸 欄間ｶﾞﾗﾘ

見込　60 見込　60 見込　60 

2
,
0
002
,
64
0

54
0

1
0
0

1,600

1ヶ所

ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

AD
7

改修 改修 改修 改修 改修

改修 改修

新規：外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ打替え　MS-2 10×7 新規：外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ打替え　MS-2 10×7 新規：外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ打替え　MS-2 10×7

新規：外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ打替え　MS-2 10×7 新規：外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ打替え　MS-2 10×7

新規：外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ打替え　MS-2 10×7 新規：外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ打替え　MS-2 10×7

片開きｱﾙﾐｻｯｼ戸

見込　60 

850

1
,8
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0

2,
9
0
0

1
,
8
56
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9
4
4

9
4
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0

1
,0
5
6

見込　60 ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

引違い２連２段ｱﾙﾐｻｯｼ窓

AW
改修

新規：外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ打替え　MS-2 10×7

1
,1
0
0
1
0
0

1
,8
0
0

6
00

5
3ヶ所

1,465 70

3,000

1,465

AD
8

1ヶ所

ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

3,650

1,790 70 1,790

見込　70 

引違い２連２段ｱﾙﾐｻｯｼ戸 引違い２連２段ｱﾙﾐｻｯｼ戸 引違い２連２段ｱﾙﾐｻｯｼ戸

引違い２連２段ｱﾙﾐｻｯｼ戸

2,
0
2
6

1
0
0

9
44

3
,0
7
0

9
44

1
0
0

1,
0
5
6

附属金物一式

透明 t=3.0  5.0　　新規：透明飛散防止ﾌｲﾙﾑ内貼 透明 t=3.0  5.0　　新規：透明飛散防止ﾌｲﾙﾑ内貼 透明 t=3.0　　新規：透明飛散防止ﾌｲﾙﾑ内貼 透明 t=3.0  5.0　　新規：透明飛散防止ﾌｲﾙﾑ内貼 透明 t=3.0　　新規：透明飛散防止ﾌｲﾙﾑ内貼

透明学校用強化 t=4.0透明 t=3.0　　新規：透明飛散防止ﾌｲﾙﾑ内貼

透明 t=3.0　　新規：透明飛散防止ﾌｲﾙﾑ内貼

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ t=2.0

1ヶ所改修

新規：外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ打替え　MS-2 10×7

SD
1

1階ﾀﾞｽﾄｼｭｰﾄ

両開きｽﾁｰﾙｻｯｼ戸

見込　50 ｽﾁｰﾙﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6

SOP　　新規：SOP塗替

1,500

7
5
0

ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ 見込　60 

改修

新規：外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ打替え　MS-2 10×7
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1,790 70 1,790

2,
9
0
0

1
,
85
6

10
0

9
4
4

3ヶ所
2

引違い２連２段ｱﾙﾐｻｯｼ

透明 t=3.0　　新規：透明飛散防止ﾌｲﾙﾑ内貼

見込　60 ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

各教室

引違い２連２段ｱﾙﾐｻｯｼ窓

3,650

1,790 70 1,790

2
,
00
0

1
,
00
0
10
0

90
0

AW
改修

3

新規：外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ打替え　MS-2 10×7

見込　60 ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

各教室

引違い２連２段ｱﾙﾐｻｯｼ窓

3,650

1,790 70 1,790

2
,
00
0

1
,
00
0
10
0

90
0

AW
改修

新規：外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ打替え　MS-2 10×7

3A

見込　60 ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

引違い２連２段ｱﾙﾐｻｯｼ窓

3,650

1,790 70 1,790

AW
改修

新規：外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ打替え　MS-2 10×7

4

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ t=2.0

1
,1
0
0
1
0
0

1
,8
0
0

6
00

透明 t=3.0　　新規：透明飛散防止ﾌｲﾙﾑ内貼 透明 t=3.0　　新規：透明飛散防止ﾌｲﾙﾑ内貼 透明 t=3.0　　新規：透明飛散防止ﾌｲﾙﾑ内貼

見込　60 ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

引違い２連２段ｱﾙﾐｻｯｼ窓

3,650

1,790 70 1,790

AW
改修

新規：外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ打替え　MS-2 10×7

1
,1
0
0
1
0
0

1
,8
0
0

6
00

透明 t=3.0　　新規：透明飛散防止ﾌｲﾙﾑ内貼

1､2､3階廊下 1階配膳室 1ヶ所
4A

ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

1ヶ所

見込　60 

改修

新規：外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ打替え　MS-2 10×7

1階ﾗﾝﾁﾙｰﾑ

2
,
0
00

1
00

2
,8
3
0

7
3
0

3,670

1,800 70 1,800

AW
1

引違い２連２段ｱﾙﾐｻｯｼ戸

透明 t=3.0  5.0　　新規：透明飛散防止ﾌｲﾙﾑ内貼

2階資料室

3階ﾌﾟﾚｲﾙｰﾑ

5ヶ所

新規建具

新規

A-42

WD
1

800

1
5
0

丁番、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠､ﾄﾞｱﾁｴｯｸ

ｱﾙﾐ製ｶﾞﾗﾘ
沓摺：ｽﾃﾝﾚｽ40×20×2

片開き合板ﾌﾗｯｼｭ戸

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧合板　芯材補強

2ヶ所

1
,
85
0

500

1階保健室､校長室 新規

6
5
0

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ t=2.0

9ヶ所

13ヶ所1階教務室､2階図書室､ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室
3階音楽室 2､3階普通教室

2､3階東階段室

2階西階段室

1階東階段室

R階東階段室 1階西階段室

型板 t=4.0撤去　　新規：強化型板 t=4.0 強化型板 t=4.0

18ヶ所
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建具表（３）

形 状

記号・場所・数量

形 状

形 式

材料・仕上・見込

硝 子

金 物

備 考

記号・場所・数量

形 式

材料・仕上・見込

硝 子

金 物

備 考

改修建具

凡 例

撤去建具

特記事項

・ 製作の前に、現場調査を十分に行い、監督員の承諾を得る事。

・ 特記無き建具金物は、ステンレス製とする。

形 状

記号・場所・数量

形 式

材料・仕上・見込

硝 子

金 物

備 考

AW
改修

見込　60 ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

新規：外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ打替え　MS-2 10×7

6
2階放送室 1ヶ所

2
,
0
00

1
,
00
0
10
0
9
00

引違い２段ｱﾙﾐｻｯｼ窓

1,800

AW
改修

見込　60 ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

新規：外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ打替え　MS-2 10×7

引違い２段ｱﾙﾐｻｯｼ窓

1,800

7
1､2､3階廊下

1
,1
0
0
1
0
0

1
,8
0
0

6
0
0

新規：外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ打替え　MS-2 10×7

AW

見込　70 

引違い２連２段ｱﾙﾐｻｯｼ窓

ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

ｱﾙﾐ水切 W=90

透明 t=3.0　　新規：透明飛散防止ﾌｲﾙﾑ内貼 透明 t=3.0　　新規：透明飛散防止ﾌｲﾙﾑ内貼

AW
1817

3,340

1,635 70 1,635

AW
19

附属金物一式

AW

3,340

1,635 70 1,635

1
,
00
0
10
0

1
,
9
3
0

8
30

AW

見込　70 

引違い２連２段ｱﾙﾐｻｯｼ窓

ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

ｱﾙﾐ水切 W=90
附属金物一式

見込　70 

引違い２連２段ｱﾙﾐｻｯｼ窓

ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

ｱﾙﾐ水切 W=90
附属金物一式

見込　70 

引違い２連２段ｱﾙﾐｻｯｼ窓

ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

ｱﾙﾐ水切 W=90
附属金物一式

見込　70 

引違い２連２段ｱﾙﾐｻｯｼ窓

ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

ｱﾙﾐ水切 W=90
附属金物一式

3,340

1,635 70 1,635

1
,
00
0
10
0

1
,
9
3
0

8
30

1階理科室
20 21

3,340

1,635 70 1,635

1
,
00
0
10
0

1
,
9
3
0

8
30

3,340

1,635 70 1,635

1
,
00
0
10
0

1
,
9
3
0

8
30

水切：ｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ加工 t=2.0 水切：ｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ加工 t=2.0

窓枠：ｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ加工 t=2.0

水切：ｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ加工 t=2.0

窓枠：ｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ加工 t=2.0

水切：ｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ加工 t=2.0

窓枠：ｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ加工 t=2.0

水切：ｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ加工 t=2.0

窓枠：ｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ加工 t=2.0

2階､3階普通教室(1,2､3､4年)

6ヶ所

2ヶ所
1階家庭科室､ﾎﾞﾗﾝﾃｲｱ室

1階校長室､教務室
4ヶ所

外部：ｱﾙﾐ枠加工  内部:ﾌﾞﾚｰｽ塞ぎﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6 EP-G塗 外部：ｱﾙﾐ枠加工  内部:ﾌﾞﾚｰｽ塞ぎﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6 EP-G塗 外部：ｱﾙﾐ枠加工  内部:ﾌﾞﾚｰｽ塞ぎﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6 EP-G塗 外部：ｱﾙﾐ枠加工  内部:ﾌﾞﾚｰｽ塞ぎﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6 EP-G塗 外部：ｱﾙﾐ枠加工  内部:ﾌﾞﾚｰｽ塞ぎﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6 EP-G塗

2階ｺﾝﾋﾟﾕｰﾀ室
5ヶ所2階図書室､備品室 3ヶ所

1
,1
0
0
1
0
0

1
,8
0
0

6
0
0

窓枠：ｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ加工 t=2.0
ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ t=2.0  障子ｽﾄｯﾊﾟｰ付 ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ t=2.0  障子ｽﾄｯﾊﾟｰ付

図面 A-25 に依る。 図面 A-30 に依る。図面 A-26､29 に依る。 図面 A-27 に依る。

新規建具

新規 新規 新規 新規

A-43

AW

見込　70 

引違い２連２段ｱﾙﾐｻｯｼ窓

ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

附属金物一式

水切：ｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ加工 t=2.0

外部：ｱﾙﾐ枠加工  内部:ﾌﾞﾚｰｽ塞ぎﾌﾟﾚｰﾄ t=1.6 EP-G塗

1
,1
0
0
1
0
0

1
,8
0
0

6
0
0

窓枠：ｱﾙﾐﾌﾟﾚｰﾄ加工 t=2.0

新規

図面 A-32 に依る。図面 A-31 に依る。

22
1階廊下 2階廊下4ヶ所 2ヶ所

1,660 70

3,390

1,660

ｱﾙﾐ水切 W=90

AW
改修

見込　60 ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

引違い２段ｱﾙﾐｻｯｼ窓

3ヶ所
8

1､2､3階便所
AW

改修

見込　60 ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

新規：外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ打替え　MS-2 10×7

9
1ヶ所

引違い２連ｱﾙﾐｻｯｼ窓

1,465 70

3,000

1,465

6
0
0

透明 t=3.0　　新規：透明飛散防止ﾌｲﾙﾑ内貼

AW
改修

見込　60 ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

新規：外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ打替え　MS-2 10×7

10

引違いｱﾙﾐｻｯｼ窓

1,800

1
,5
0
0

透明 t=3.0　　新規：透明飛散防止ﾌｲﾙﾑ内貼

2ヶ所PH階展望室
AW

改修

見込　60 ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

新規：外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ打替え　MS-2 10×7

引違いｱﾙﾐｻｯｼ窓

1,800

11
1ヶ所

1
,
20
0

透明 t=3.0　　新規：透明飛散防止ﾌｲﾙﾑ内貼

AW
改修

見込　60 ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

新規：外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ打替え　MS-2 10×7

引違いｱﾙﾐｻｯｼ窓

1ヶ所1階休憩室
12

1,
1
0
0

1,600

AW
改修

見込　60 ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

新規：外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ打替え　MS-2 10×7

引違いｱﾙﾐｻｯｼ窓

13
2ヶ所

9
00

1,400

AW
改修

見込　60 ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

新規：外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ打替え　MS-2 10×7

引違いｱﾙﾐｻｯｼ窓

1ヶ所

1,
1
0
0

14
1階廊下

1,200

AW
改修

見込　60 ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

新規：外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ打替え　MS-2 10×7

引違いｱﾙﾐｻｯｼ窓

15
1階用務員室 1ヶ所

1,000

AW
改修

見込　60 ｱﾙﾐｱﾙﾏｲﾄ

新規：外部ｼ-ﾘﾝｸﾞ打替え　MS-2 10×7

1ヶ所
16

1階ﾗﾝﾁﾙｰﾑ洗浄室

500

片開きｱﾙﾐｻｯｼ窓

1
,1
9
5

透明 t=3.0　　新規：透明飛散防止ﾌｲﾙﾑ内貼透明 t=3.0　　新規：透明飛散防止ﾌｲﾙﾑ内貼

1
,1
0
0

1,
1
0
0

新規

3階西階段室 3階西階段室

PH階東階段室

1,790 70 1,790

型板 t=4.0撤去　　新規：型板強化 t=4.0

透明学校用強化 t=4.0 （ 欄間共） 透明学校用強化 t=4.0 （ 欄間共） 透明学校用強化 t=4.0 （ 欄間共） 透明学校用強化 t=4.0 （ 欄間共） 透明学校用強化 t=4.0 （ 欄間共） 透明学校用強化 t=4.0 （ 欄間共）

2
,9
8
0

2
,9
8
0

2
,9
8
0

2
,9
8
0

2
,9
8
0

2
,9
8
0

型板 t=4.0撤去　　新規：合せｶﾞﾗｽ t=6.0

型板 t=4.0撤去　　新規：合せｶﾞﾗｽ t=6.0 型板 t=4.0撤去　　新規：合せｶﾞﾗｽ t=6.0
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現況・撤去・改修後：1階家具配置図

既存・撤去：1階 家具配置図　S=1:200

改修後：1階家具配置 図　S=1:200

凡 例

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

木軸

LGS

耐震ｽﾘｯﾄ（幅 30）

耐力壁　ＲＣ壁

耐震補強に係わる工事範囲を示す

181716151413121110987654321
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,
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A-44

T4

T4

耐力壁　鉄骨枠付ｋ型ﾌﾞﾚ-ｽ
▼

工事範囲外を示す

▼ ▼ ▼ ▼ ▼

▼▼▼▼▼
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現況・撤去・改修後：2階家具配置図

既存・撤去：2階 家具配置図　S=1:200

改修後：2階 家具配置図　S=1:200

T5

T6

T5

T6
凡 例

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

木軸

LGS

耐震ｽﾘｯﾄ（幅 30）

耐力壁　ＲＣ壁

耐震補強に係わる工事範囲を示す
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工事範囲外を示す

耐力壁　鉄骨枠付ｋ型ﾌﾞﾚ-ｽ
▼

▼▼▼▼▼

▼ ▼ ▼

ベランダ
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管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所
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酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
2011.3

既存撤去

T1 1/30 １ヶ所１階理科室  観察台

既存撤去

1/30 １ヶ所

新規取付 新規取付

1/30

家具詳細図（１）

T2

シンク　SUS304　t=1.0　防露シート貼
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シンク　SUS304　t=1.0　防露シート貼
排水接続50A（小型塩ビトラップ）
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１階理科室  流し台
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管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一
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酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
2011.3

家具詳細図（２）

既存撤去

1/30 １ヶ所

既存撤去

1/30 １ヶ所

新規取付 新規取付

1/30

T3 T4 １階教務室  棚１階家庭科室  流し台
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一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一
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図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
2011.3

既存撤去

1/30

新規取付

家具詳細図（３）

1/30

扉　　　　両面メラミン化粧パーティクルボード　t=20

棚受けレール ステンレス製（30mmピッチ）

台輪　　　同上

金物　　　全てSUS製とする。

・製品は、施工図を提出し監督員の承認をうける。

・金物等はメーカーの仕様に準ずる。

※無垢材及び積層合板類は見え掛り部全てNP塗りとする。

積層合板の見掛り小口はラワン材t=5.0小口張りを施す。

※特記なき新設家具は下記による。（以後共通）

※特記なき既存撤去家具は下記による。（以後共通）

本体　　　木製無垢板（ラワン材）

扉　　　　合板フラッシュt=30

棚板・可動棚　　木製無垢板（ラワン材）

台輪　　　同上

裏板　　　合板　t=4.0

巾木　　　木製無垢材

木口　　　本体－ソフトエッジ、その他－メラミン化粧エッジ糸面取

棚板・可動棚　　メラミン化粧板t=1.0・ポリ合板パーティクルボード

本体　　　両面ポリ化粧合板パーティクルボード（天板面メラミン化粧板t=1.0）

裏板　　　ポリ化粧合板　t=4.0

巾木　　　メラミン化粧板貼り又は栂　　EP-G塗

・転倒防止金物共

T5 ２階図書室  書架

既存撤去

1/30２階図書室  書架1ヶ所 1ヶ所T6
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Ｔ５、Ｔ６各１ヶ所
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管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所
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酒井建築事務所

図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

太田小学校校舎 耐震補強工事新潟市建築部公共建築第２課
2011.3 1/20 1/30 A-49

雑詳細図

雨具掛け詳細図（新規）（２階廊下） S=1/20・1/30 手摺詳細図（補修）（２階､３階ベランダ）
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雫受け：ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304) t=1.5 加工
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雫受け：ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304) t=1.5 加工
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雫受け：ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304) t=1.5 加工

PL-3.2×60×145 EP-G塗
木ﾋﾞｽ：4ヶ所留

PL-3.2×60×145 EP-G塗
接着系ｱﾝｶｰ：M8 2ヶ所留

吊りﾌｯｸ：ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304) φ6 
         9ヶ所

白ｶﾞｽ管 φ34 EP-G塗
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雫受け：ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304) t=1.5 加工

吊りﾌｯｸ：ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304) φ6 
         9ヶ所

白ｶﾞｽ管 φ34 EP-G塗

凡 例

シーリング ＭＳ-2  15 × 10

シーリング ＭＳ-2  10 × 7

カッター目入れ

シーリング ＭＳ-2  20 × 15

シーリング ＰＵ-2  15 × 10

耐震補強に係わる工事範囲を示す

ベランダ手摺補修工事

　　補修計画書（施工計画図を含む）を作成し，承諾を受ける。

１．外部足場を設置後，手摺欠損部､腐食部を調査・報告し，監督員の指示に従い

２．手摺欠損、腐食部はカッターにて撤去処分のうえ､新規同材を溶接のうえ塗装を施工。

３．在来手摺部分は下地処理のうえ、塗装の塗替え施工。

15
0

1
,1
0
0

3
0

5
0

1,820

４．躯体との接触部分はシーリング ＭＳ-２ ５×５ を打替え施工｡

在来手摺:上部 □-100×50×2.3 SOP塗替

在来手摺:下部 □-30×30×3 SOP塗替

在来手摺子:□-25×25×1.6 SOP塗替

在来手摺控柱:下部 □-30×30×3 @1800 SOP塗替

在来手摺:上部 □-100×50×2.3 SOP塗替

在来手摺:上部 □-100×50×2.3 SOP塗替

在来手摺子:□-25×25×1.6 SOP塗替

在来手摺:下部 □-30×30×3 SOP塗替

5×5

5×5

5×5

5×5

5×5

5×5

数量

７ヶ所

階

欠損､腐食部手摺上部：□-100×50×2.3 L=300 部分を撤去､同材にて溶接し SOP塗

欠損､腐食部手摺下部：□-30×30×3 L=300 部分を撤去､同材にて溶接し SOP塗

２階

３階

１０ヶ所

７ヶ所

７ヶ所欠損､腐食部手摺上部：□-100×50×2.3 L=300 部分を撤去､同材にて溶接し SOP塗

欠損､腐食部手摺下部：□-30×30×3 L=300 部分を撤去､同材にて溶接し SOP塗 ８ヶ所

５ヶ所

改修方法

ベランダ手摺に係わる欠損､腐食リスト  特記無きものは、下記に依る。

S=1/30

9
2
0

1
0
0

5×5 5×5

欠損､腐食部手摺子：□-25×25×1.6 L=920 部分を撤去､同材にて溶接し SOP塗

欠損､腐食部手摺子：□-25×25×1.6 L=920 部分を撤去､同材にて溶接し SOP塗

工事範囲外を示す



図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

新潟市建築部公共建築第２課
担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

担当設計事務所

一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一 太田小学校校舎 耐震補強工事
2011.3

シール材

既 存 躯 体

シール材

既 存 躯 体

エポキシ樹脂（標準20mm 以下）

鉄骨枠

鉄骨枠

不陸修正材

不陸修正材

パイプ

接着鋼板

パイプ

JIS A 1108

　及び原寸図を作成し、承認を受ける。（6.標準詳細図参照）

60N/㎜2以上

4．品質検査

（7）接着用エポキシ樹脂の注入

　300～800㎜ピッチで取り付ける。

・鉄骨枠の接着接合面は、ブラスト処理以上とし、ブラスト後、錆を発生させないようにし、2.(4)に

・既存躯体の調査寸法を考慮してクリアランスが所定の寸法となるように鉄骨枠寸法を決定し、工作図

かつ製造ロット毎

ポリマーセメント

主な検査方法材　料

・下記の事項について施工記録を作成し、監督職員に提出する。

圧縮強度

・硬化養生の時間は、施工後24時間以上を目途とし、指触確認を行う。

・可使時間を過ぎたパテ状エポキシ樹脂は、使用してはならない。

モルタル

工事期間中１回以上

（6）シールおよび注入パイプの取付

単　位

注入接着用樹脂

・鉄骨枠部材は、チェーンブロックなどにより所定の位置に取り付ける。

・取付に必要なレベル墨および出入り墨を出す。

・外壁に面する場所での補強は、雨天の場合施工を中止するか、雨水の掛からない対策を行う。

・施工は原則として、5℃以上の環境で行う。5℃以下で施工する場合は、適切な保温対策を行う。

圧縮強度

・エポキシ樹脂の注入パイプと空気抜きパイプを、エアだまりができないように配置しシール材で

　指定された防錆塗料を塗布する。

・既存コンクリートと鉄骨枠部材の間隙にエポキシ樹脂の流出防止用シールを行う。

（5）鉄骨取付

（8）注入パイプ撤去

項　　目

断面補修材の品質規格（Fc:コンクリ－トの耐震診断時採用強度)

・断面補修材は製造ロット毎に下記の品質規格を満足することが確認された製品を使用する。

に準拠（建研式付着強さ試験）

・パテ状エポキシ樹脂の一回の混合量は、シール長さ等を考慮して可使時間以内に使用できる量とする。

・計量容器や混合用具類は、乾燥して清浄であること。

・混合したエポキシ樹脂を注入器に入れ、最下部の注入パイプから徐々に加圧しながら連続して注入する。

・計量容器や混合用具類は、乾燥して清浄であること。

・木ハンマーなどで鉄骨枠を軽く打診して、エポキシ樹脂の未注入部がないことを確認する。

・鉄骨ブレースの面外方向に対する倒れ止めを適宜設ける。施工途中においても外力等で転倒の危険性

　が無いように処置を施す。
試　験　方　法 規格値

　充分な接着強度と既存コンクリートと同等以上の圧縮強度を有する材料とする。

JIS A 1172N/mm2

工事期間中１回以上

（4）鉄骨製作

　高圧水洗浄などを用いて除去し、清浄な面にする。

（5）既存躯体コンクリ－トの断面補修材

・既存躯体コンクリ－トの断面補修材（ポリマーセメントモルタルまたはエポキシ樹脂モルタル）は

接着強さ

・この注入作業を順次繰り返して、すべての注入作業を終了する。空隙が出来た場合は再注入する。

・エポキシ樹脂の硬化後、鉄骨枠を打診して未注入部が無いことを確認して、パイプ等を除去する。

・外壁に面する場所での注入は、雨天の場合、施工を中止するか．雨水の掛からない対策を行う。

圧縮強度

・施工は原則として、5℃以上の環境で行う。5℃以下で施工する場合は、適切な保温対策を行う。

引張せん断接着強度

（3）シール用樹脂

N/mm2

N/mm2

JIS K 7208

規格値

　又、注入接着用エポキシ樹脂との適合性が確認されたものによる。

引　張　強　度

N/mm2

JIS K 7113

60  以上

( JIS R 5201 )
1.2Fc以上

　24時間以上養生を行う。

Fc以上

・コンクリート表面の風化層、レイタンス、汚れ、油分、型枠剥離材などは、ディスクサンダーや

　監督職員と協議し、適宜補修を行う。

JIS A 1108に準拠

JIS K 5633（長期暴露形エッチングプライマー２種)

JIS K 5551（エポキシ樹脂塗料１種)

・既存躯体は、鉄骨の取付に支障のないように不陸修正を2.(5)のポリマーセメントモルで行う。

コンクリートとの

 　1)現場説明書及び質疑応答書

 　8)建築工事共通仕様書

1．一般事項

（2）準拠図書

（1）適用範囲

 　7)建築改修工事共通仕様書

 　5)日本建築防災協会 「2001年改定版 既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震改修設計指針・同解説」

・優先順位は次の通りとする。

・本工事の鉄骨ブレース接着工法部分は、設計図及び本特記仕様書に基づくものとし、これらに記載なき

 　6)建築工事標準仕様書（JASS 5・6）

 　4)日本建築防災協会 技術評価書 第2034号 「鉄骨ブレース接着工法 設計・施工指針」

　場合は下記に示す準拠図書によるものとする。

 　3)設計図

 　2)本特記仕様書

　防錆塗料の種別は、下記を標準とし、接着性能が確認されている塗料を使用する。

パテ状エポキシ樹脂の品質規格

圧縮降伏強度

（4）防錆塗料

JIS K 6850

項　目 試験方法

　　　　　　（限界管理値25mm以下）

5．施工記録

（6）その他の材料

・鉄骨接着接合面の防錆塗料

20  以上

10  以上

単　　位

・表面仕上げ材を撤去し、構造体コンクリートを露出させる。

・一般部の錆止め塗装及び、下地処理は別途鉄骨ブレース特記による。

　れる水を遮断する性能を持つ材料を使用する。

＜鉄骨枠材弱軸方向＞

　で浸透し、コンクリートを一体化するために充分な接着強度を有し、ひび割れから供給さ

　（注意）このときにポリマーセメントモルタルで下地調整を行う部分の欠損補修には、エポキシ樹脂

・ドライアウト防止として、ポリマーセメントモルタルにて不陸修正直後に、養生シートを用いる

（1）施工手順

エポキシ樹脂（標準20mm 以下）

＜鉄骨枠材強軸方向＞

　　　　　　（限界管理値25mm以下）

 　1)隙間に玉砂利等を詰め込み、その後シールしてエポキシ樹脂を注入する。

・鉄骨を取り付けた後、隙間が大きくなったことが判明した場合には、監督職員と協議し、承認を

（3）下地処理

・原則、仕上げ用のファスナー等は溶接が鉄骨ブレース接着面に悪影響を与えるので工場にて取り付ける。

　　・清掃　・シールおよびパイプ取付

　　・エポキシ樹脂の硬化養生

・接着用エポキシ樹脂の一回の混合量は．注入作業等を考慮して可使時間以内に使用できる量とする。

・可使時間を過ぎた接着用エポキシ樹脂は、使用してはならない。

（9）注意事項

・硬化養生時間は、施工後24時間以上とする。

鉄骨取付

下地処理

シール工事

・既存躯体コンクリ－トのひび割れ補修を行う場合のひび割れ注入材は、ひび割れの深部ま

　　・エポキシ樹脂注入

鉄骨製作

（1）使用する材料の品質検査は、製造所の試験成績書を提出する。

　　　　　強さが10N／mm2以上で、材令によって低下しないこと。

・鉄骨接着接合面以外の防錆塗科

JIS K 7208

JIS A 6203　又は　JIS A 6909

判　定 試験回数

・下地の状態や使用する断面補修材によって適宜水打ち、吸水調整材、プライマーを用いる。

・表面研磨時に生じた埃などは、エアーブロー、吸引器、ウェスなどで除去する。

・コンクリートの欠損部は、2.(5)のポリマーセメントモルタルなどで補修する。

・コンクリート表面の突起や段差部などは、ディスクサンダーなどで除去し、平坦にする。

（2）使用した材料の品質検査は、下記による。

接着性能：JIS K 6850（接着剤の引張せん断接着強さ試験方法）による引張せん断接着

　　　　　モルタルを使用してはならない。

品質検査記録

　得たうえで以下のような処置を施してもよい。

樹脂注入工事

準　　備

　　・シール材の硬化養生

注入パイプ撤去

3．施工

・既存躯体の寸法を記録し、鉄骨製作に反映させる。

0.38  Fc 以上N/mm2

　防錆塗料の種別・工法は構造特記又は詳細図による。

工事記録写真

・鉄骨ブレースが取り合う、既存躯体に有害なひび割れ･欠損･脆弱部、その他の損傷がある場合は

（2）準備

-

鉄骨ブレース接着工法特記仕様書

鉄骨ブレース接着工法特記仕様書

6．標準詳細図

・接着接合部取付詳細図

7．鉄骨工事

認可を受けた㈱日本鉄骨評価センター又は（社）全国 鐵構工業協会の

「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める「Ｒグレ－ド」として国土交通大臣から

　　鉄骨製作工場　　：　建築基準法第７７条の４５第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として

認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

　　工　作　図　　　：　鉄骨現寸検査に先立ち、現地実測寸法に基づいた鉄骨工作図を作成し、監督員の

承諾を得る。

ただしモルタル接触面は、塗装しない。

なお、超音波探傷試験における技能資格者は共仕による。

　　第三者試験　　　：　完全溶込み溶接部は、第三者試験にて、全箇所の超音波探傷試験を行う。

　　溶接接合　　　　：　建設大臣官房官庁営繕部監修「鉄骨設計基準及び同解説」（平成１０年度版）による。

工程計画

鉄骨の製作取付

関連する別契約の工事との取り合い納まり等

現場養生

仮設計画

資材・機材の搬入および保管

・工事の着手に先立ち、下記の事項について充分検討し施工計画を作成して、監督職員に提出する。

（3）施工計画

圧縮降伏強度

N/mm2

N/mm2

JIS K 6850

・製造日から半年以内のものを使用する。

（l）鋼材

（2）注入接着用エポキシ樹脂

2．材料仕様

N/mm2 10  以上引張せん断接着強度

規格値項　目 試験方法単　　位

20  以上

JIS K 7208

　注入接着用エポキシ樹脂の品質規格 ＜標準仕様＞

引　張　強　度 JIS K 7113

60  以上

・注入接着用エポキシ樹脂は、製造ロット毎に下記の品質規格を満足することが確認された

　製品を使用する。

・製造ロット毎の材料試験成績書を提出する。

・シール用樹脂は、製造ロット毎に下記の品質規格を満足することが確認された製品を使用する。

・製造日から半年以内のものを使用する。

・製造ロット毎の材科試験成績書を提出する。

　もので、間隙充填時に垂れ下がりのないものとする。

・シール用樹脂のパテ状エポキシ樹脂は、コンクリートと鉄骨枠の接着性を充分確保できる

　ただし、監督員が必要でないと認めた材料についてはこの限りではない。

・躯体面や不陸修正材の表面の乾燥状態は8％以下を目安とし最大10％以下とする。

 　26N/㎜2以上

　　錆止め塗料　　　：　塗料種別「Ｂ種」を使用し、工場１回塗り、現場１回塗りを原則とする。

S-1

・本工法で用いる鋼材は、ＳＳ４００(ＪＩＳ規格品）とする。



下記の材料は、「標仕」に従い材料試験を行う。

・　普通コンクリート　　　：　設計基準強度　　　Ｆｃ＝２７Ｎ／ｍｍ2　膨張剤入り　　調合強度は「標仕」による

ｅ）　本標準図の「標仕」とは、公共建築工事標準仕様書（平成２２年版）を示す。

ｄ）　本標準図中、特に単位なき寸法は、ｍｍを示す。

　　　設計図　＞　本標準図　＞　公共建築改修工事標準仕様書（平成２２年版）

D16D16D19D19D19

：　スランプ　　　　　１８ｃｍ以下

100 程度30～50

（横筋）
既存の壁鉄筋

あらかじめ監督員の承諾を受けること。）

耐火材（ロックウール（標準密度80㎏/m3以上）等とし、

二次シール（ゴムシート等）

バックアップ材

一次シール

（外部）

バックアップ材
シール

（内部）

完全スリット型（例）

ｆ）　余分にはつった部分は、無収縮モルタル（Ｆ＝３０Ｎ／ｍｍ2以上）にて補修を行う。

ｇ）　状況により上記に沿えない場合には、監督員と協議する。

ｂ）　耐震スリット形状　：　巾は、３０ｍｍ～５０ｍｍ程度の完全スリット型（鉄筋切断）とする。

ａ）　施工内容　　　　　：　短柱の靭性の向上を目的として、腰壁・垂壁等に耐震スリットを新設する。

ｄ）　腰壁や垂壁と柱の切り放し作業は、カッターやはつりにより行う。

ｃ）　耐震スリットは、外部から施工することを原則とする。

ｅ）　はつりに際しては、他の部分にひび割れを起さないよう慎重に行う。

８．耐震スリット工事

１，０００＠

（２本抱）

一 般 事 項 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 補 強 壁 標 準 図

注）床版の打継ぎ面は６０°程度にする。注）床版の打継ぎ面は６０°程度にする。

既存床版配筋と同径・同ピッチ

定
着
35d

150以上

既存床版配筋

１階床版の撤去及び補修

補強壁

10d

45ﾟ

既存

基礎梁

Ｈ＝ｔ：梁幅
Ｈ＞ｔ：梁幅＋Ｈ

ｔ

Ｈ

150以上 150以上

壁厚

既存床版配筋と同径・同ピッチ

既存床版配筋

１階床版の撤去及び補修

補強壁

（速乾性）
ウレタン系シーリング

モルタル圧入孔

割裂防止筋

鋼管等

型枠
補強壁

あと施工アンカー

桟木

補強壁

型枠

外部振動機等により締固め

普通コンクリート

コンクリート投入口

無収縮モルタル圧入要領

普通コンクリート打設要領

基礎梁

既存

45ﾟ 45ﾟ

Ｈ

ｔ

10d

Ｈ＞ｔ：梁幅＋２Ｈ
Ｈ＝ｔ：梁幅

空気抜き孔

既存梁

2
0
0

壁厚

打ち止め

2
0
0

既存梁

※（10d）は、壁開口補強筋用

※
(
1
0
d
)

40d以上 かつ２巻き以上

※
(
1
0
d
)

補強筋(2-D13 かつ

壁縦筋

壁横筋

割裂防止筋

スパイラル筋の重ね長さ

あと施工アンカー

目荒し

（リング内に取付）

壁筋と同径）

割裂防止筋

無収縮モルタル

あと施工アンカー

補強壁

目荒し

既存梁

2
0
d

8
d

既存梁
既存梁

2
0
0

8
d

既存梁

あと施工アンカー径

ａ）　本標準図は、鉄筋コンクリート造による耐震補強の壁増設・袖壁増設及び既存壁の増し打ち等に適用する。

１４

１４

注：　・　圧縮強度試験は、公的機関で行う。

　　得て使用することができる。

：　膨張材はＪＩＳ　Ａ　６２０２により、使用量は製造所の仕様による

：　単位セメント量　　３００ｋｇ／ｍ3　以上（膨張材含む）とする

：　水セメント比　　　６５％以下

　　　　　　　　　　　　　：　アンカー筋　　　　Ｄ１６以下　…　ＳＤ２９５Ａ（ＪＩＳ規格品）

・　鉄筋　　　　　　　　　：　壁筋等　　　　　　Ｄ１６以下　…　ＳＤ２９５Ａ（ＪＩＳ規格品）

７．１階床版補修標準図

１．施工標準図

１．一般事項

ｄ）　無収縮モルタルの圧入は、モルタルが全ての空気抜き孔１，０００＠から出てく

　　　る事により確認する。

ｃ）　無収縮モルタル圧入は、適切な圧力で中断しないように行う。

ａ）　コンクリート打設は２段打ちとし、２段目は無収縮モルタルをグラウトポンプ等

ｂ）　既存鉄筋コンクリートの打継ぎ面及び型枠は十分に吸水した状態にする。

ｅ）　無収縮モルタルの強度発現期間内は充分な湿潤状態で養生する。また養生期間中

　　　により圧入する。無収縮モルタル圧入に先立ち１段目打設上端は、レイタンス等

　　　が残らないように十分にケレン・清掃を行う。

６．無収縮モルタル圧入

　　　は振動等を与えないように注意する。

　　　入のための作業は行わない。（ただし、夏期工事に限る。）

　　　る。その他の方法を採用する場合は、監督員と十分協議し、決定する。

ｅ）　本工事は、上部２００ｍｍを無収縮モルタル圧入により充填する方法を原則とす

ｄ）　コンクリート打込み後５日間はコンクリートの養生期間とし、無収縮モルタル圧

　　　また、養生期間中は振動等を与えないようにする。

　　　クリートとなるように充分な施工計画を立てる。

ｂ）　コンクリートの打設にはバイブレーターの使用、またはタタキにより密実なコン

　　　水湿しが必要である。型枠工事の開始前から、打込みまで数回の水湿しを行う。

ａ）　既存鉄筋コンクリートの打継ぎ面及び型枠はよく吸水するので、打込み直前まで

ｅ）　型枠は、できるだけ型枠振動機が使用しやすいように組立てる。

　　　ただし、水膜ができるほど濡れていてはならない。

ｃ）　コンクリートの強度発現期間内は充分な湿潤状態（散水等）で養生する。

５．コンクリート打設

ｄ）　既存部分と型枠の取合い部は、モルタル等の漏出が生じないよう適切な処置を講ずる。

　　　断面寸法の精度が保たれるよう組立てる。

ｃ）　型枠は、コンクリート打設及び無収縮モルタル圧入時の圧力で破損・変形のない堅固な構造とし、打ち上がりコンクリート部材の位置及び

ｂ）　型枠は、コンクリート側圧・打設方法・セパレーターの取付け方法等を考慮して設計する。

ａ）　鉄筋（スパイラル筋含む）及び型枠は現地実測に基づいた躯体寸法で施工する。

４．鉄筋及び型枠

　　　試験方法は、（社）日本建築あと施工アンカー協会の非破壊引張試験（レンチ加力式）による。

ａ）　あと施工アンカーの施工は、技量及び経験の証明となる資料を監督員に提出し、承諾を受ける。

ｄ）　穿孔に失敗した場合は、アンカー芯よりも内側に再度穿孔する。なお、失敗孔の処理は、躯体と同等以上の強度の無収縮

ｅ）　現場施工されたあと施工アンカーは、全数の打音検査により、その固着度を確認し、監督員に報告する。

ｃ）　あと施工アンカー設置に際し、穿孔の位置・深さ・径及び垂直を確認し、アンカー埋込み前に穿孔内の切粉等を除去する。

　　　モルタルで補修する。

ｂ）　穿孔前に、既存鉄筋の位置を鉄筋探査機等により確認し、既存部の損傷を極力避ける。

ａ）　補強壁の増設に先立ち、既存柱・梁及び床の打継ぎ面より仕上材を完全に撤去する。

３．あと施工アンカー

ｂ）　既存のコンクリート壁等をはつる場合は、出来る限り既存の鉄筋を打継ぎ面より４０ｄ以上残す。

２．仕上げ材の撤去及びコンクリートのはつり

ｆ）　撤去材及びはつり屑等は、速やかに場外へ搬出し、作業環境を整備した上でつぎの工程にかかる。

ｅ）　目荒しした打継ぎ面は水洗いし、はつり粉末を完全に除去する。

ｄ）　打継ぎ面の目荒しは、既存のコンクリート部分に亀裂等を与えないように行う。

ｃ）　既存鉄筋コンクリート躯体の打継ぎ面は目荒しを行う。この場合の目荒しとは、電気ピックなどを用いて平均深さ約５ｍｍ

　　　（最大で１０～１５ｍｍ）程度の凹凸を、打継ぎ面の３／４～全面にわたって付けることである。

　　試験はロート法としロートは、Ｊ　ロートとする。

・　無収縮モルタル　　　　：　設計基準強度　　　Ｆ＝３０Ｎ／ｍｍ2　以上

　　　　　　　　　　　　　：　コンシステンシー　Ｊ　ロート　８±２（秒）

・　コンシステンシー試験は、日本道路公団「無収縮モルタル基準」に示されているコンシステンシー試験による。

・　無収縮モルタルの供試体の養生は封かん養生とする。

　　行う。

　　に準じて、直径５０ｍｍ、高さ１００ｍｍの円柱とする。圧縮試験は、ＪＩＳ　Ａ　１１０８（圧縮強度試験方法）により

・　無収縮モルタルの圧縮強度試験のための供試体は、ＪＩＳ　Ａ　１１３２（コンクリートの強度試験用供試体の作り方）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回転・打撃式

・　あと施工アンカー　　　：　接着系アンカー　　カプセル型　有機系

ｂ）　設計図書の優先順位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ１９以上　…　ＳＤ３４５　（ＪＩＳ規格品）

・　その他の材料　　　　　：　上記以外の材料でも、特別な調査・研究成果を示すことにより、監督員の承諾を

普通コンクリート　　　：　圧縮強度試験　〔　各打設日毎　６本（１週：３本　　４週：３本）〕

無収縮モルタル　　　　：　圧縮強度試験　〔　各打設日毎　３本（４週）〕

４．材料試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ１９以上　…　ＳＤ３４５　（ＪＩＳ規格品）

　　　　　　　　　　　　　：　ＪＩＳ　Ｇ　３５３２に規格される普通鉄線またはＳＲ２３５（ＪＩＳ規格品）

・　スパイラル筋　　　　　：　割裂防止筋

特に注意して施工する。

また本工事は、特定された場所での工事で、一般の建築工事とは施工方法等が異なる所があるので、下記の内容に

・　既存鉄筋コンクリート躯体と補強壁との一体化を図るよう、入念に施工する。

・　施工に先立ち、工事工程表及び全工事の施工計画書を作成し、監督員の承諾を得る。

・　工事中の騒音・粉塵及び落下物の危険防止を考慮した施工を行う。

・　設備用埋設管等の有無を事前に調査し、支障のないように施工する。

耐震性の向上及び改善を図るものであり、既存鉄筋コンクリート躯体との接合が極めて重要である。

本工事は、既存の構造体に鉄筋コンクリート造の耐震壁増設・袖壁増設及び既存壁に増し打ちをすることで建物の

・　現地実測寸法に基づいた躯体図を作成し、監督員の承諾を得る。

・　既存建物のスパン・階高及び躯体寸法等は、現地実測による。

３．使用材料

２．工事計画

ｃ）　上記設計図書類に記載なき事項は、監督員と協議する。
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図　　名工 事 名

図面番号縮　　尺年 月 日

　　原則として壁芯とする。

・　アンカーがシングルの場合は

かぶりコンクリート

あと施工アンカー

せん断補強筋

不可（×）

良（○）

既存梁

ダブル配置

※（10d）は、壁開口補強筋用

先端45°カット，端部六角ナット付

※（10d）

六角ナット

アンカー筋（異形棒鋼）

補強部材既存コンクリート躯体

20d8d

打継ぎ面

d

（2.5ｄ以上かつ
　　主筋の内側）

ゲージ（4d以上）

（５ｄ以上

かつピッチ以下）

はしあき

 ピッチ（7.5d以上 かつ300mm以下）

ゲージ（5.5d以上）

（2.5d以上かつ主筋の内側）

（2.5ｄ以上かつ
　　主筋の内側）

 ピッチ（7.5d以上 かつ300mm以下）（５ｄ以上

かつピッチ以下）

はしあき
（５ｄ以上 ピッチ（7.5d以上 かつ300mm以下）

かつピッチ以下）

はしあき

既存柱

へりあき

へりあき

チドリ配置

既存柱

へりあき

シングル配置

既存柱

ｈ）　あと施工アンカーの位置は特記による。特記なき場合は、下図を参照する。

ｇ）　あと施工アンカーの埋込み長さは８ｄ以上とする。ただし、壁開口補強筋用は１０ｄ以上とする。また、あと施工アンカー

　　　の定着は２０ｄ以上（六角ナット付き）とし、六角ナット取付けのためのネジ切りは先端より５０ｍｍ以下とする。

323750 kN/本kN/本kN/本58 kN/本 58 kN/本
指定引張力（KN／本）

非破壊引張試験

1　本4　本 4　本 2 本試験本数 1本

(PH階壁部 せん断ｱﾝｶｰ)(PH階梁部 せん断ｱﾝｶｰ)(W200下部 せん断ｱﾝｶｰ)(W200 開口補強部) (W200上部､柱部 せん断
ｱﾝｶｰ)

　　　中から３本について設計用引抜き耐力の約２／３の引張力（下表で指定）で非破壊引張試験を行い、固着力を確認する。

　　　もし検査本数のうちの１本でも異状が認められる場合は、当該壁面の全数の再試験を行い、その結果を監督員に報告し、

　　　以後の処理について監督員の指示を受ける。

ｆ）　現場施工されたあと施工アンカーは、下表の試験本数以上かつ、１日に施工されたものの各径ごとを１ロットとし、この



図　　名

年 月 日 縮　　尺 図面番号

工 事 名

新潟市建築部公共建築第２課
担当設計事務所管理建築士

酒井建築事務所

担当設計事務所

一級建築士登録 第103858号 酒井秀晴

新 潟 市 建 築 設 計 協 同 組 合

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一
1/200

太田小学校校舎 耐震補強工事
2011.3

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 7,000 5,000 5,000

80,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

F4

W
18

W1
8 W1

8

W
1
8

W
15W
1
5

W
1
5

W
1
5

W1
5

FG3 FG3FG4 FG4 FG4 FG4 FG4 FG4 FG4 FG4 FG4 FG4 FG4 FG4 FG4 FG4 FG4

FG3 FG3FG4 FG4 FG4 FG4 FG4 FG4 FG4 FG4 FG4 FG4 FG4 FG4 FG4 FG4 FG4

FG
1

F
G
1

F
G
1

F4

FG
2

FG
2

FG
2

FG
2

FG
2

FG
2

FG
2

FG
2

FG
2

FG
2

FG
2

FG
2

FG
2

FG
2

FG
2

FG
2

FG
2

FG
2

FG
2

FG
2

FG
2

FG
2

FG
2

FG
2

FG
2

F
G
1

FG
1

F1 F4 F4 F5 F5 F5 F5 F5 F5
F5

F5 F5 F5 F5 F5 F5 F5

F6 F6 F6 F6

F1 F2 F2
F4 F4 F4 F4 F4 F4 F4

F3
F4

FG3 FG4FG4FG4FG4FG4FG4FG4FG4FG4

F1 F4 F4 F2 F2 F2 F4 F3 F3 F3 F3 F4 F2 F4 F5 F5

F
G
4

F
G
4

F
G4

F
G
4

4
,
5
00

1
0
,
0
00

0

A

B

C

1
4,
5
0
0

2,
7
0
0

7
,3
0
0

FG
2

W10 W10

F
G
2

F
G2 FG
2

F
G
2

FG3 FG3FG4

F4 F3

FG4 FG3

W1
5

W1
5

W1
5

基礎伏図　　S=1:200

基礎伏図

S-3

K175 K175 K175 K175 K175

K175 K175 K175 K175 K175

W200 W200

Y

X

K175

凡例

W200 :増設RC壁 厚さ 200

：耐震ｽﾘｯﾄ(完全ｽﾘｯﾄ)

K150 :耐震ﾌﾞﾚｰｽ H-150x150x7x10

:耐震ﾌﾞﾚｰｽ H-175x175x7.5x11

(1階柱､壁  基礎梁)
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：耐震ｽﾘｯﾄ(完全ｽﾘｯﾄ)
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:耐震ﾌﾞﾚｰｽ H-175x175x7.5x11

梁下ひび割れ補修

※ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入

ひび幅 1.0～1.2mm
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無収縮モルタル圧入 2-D13(四周）
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太田小学校校舎 耐震補強工事
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改修後：理科室 詳細図　S=1:50
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機器表

図　　名

年 月 日

工 事 名

新潟市建築設計協同組合

管理建築士一級建築士第69716号　今井　孝一

担当設計事務所
新潟市建築部公共建築第２課

縮　　尺 図面番号株式会社　伊藤設備設計
2011.3

太田小学校校舎 耐震補強工事
機械設備

M-01

動　力
仕　　　　　　　　様 備　考

φ Ｖ kＷ
記　　号 名　　　称 台 数

空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ

空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ 2003

3 2001:1ﾀｲﾌﾟ    室内機：天吊露出形

暖房能力：14.0kw

冷媒R410A

冷房能力：12.5kw

１組

１組

ＡＣＰ－０１

ＡＣＰ－０２

付属品：ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ、室外機壁付架台

付属品：ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ、室外機平架台

暖房能力：5.6kw冷房能力：5.0kw

1:1ﾀｲﾌﾟ    室内機：天吊露出形 冷媒R410A 1.15

3.1 1F教務室

1 100 0.12床置横形

給排気筒（新設）

※給排気筒のみ新設とする。

ＦＦ暖房機 灯油焚

1 100 0.12床置横形

※給排気筒のみ新設とする。

ＦＦ－０１ ＦＦ暖房機 灯油焚

暖房能力：15.9kw 3F(x2)

ＦＦ－０２

暖房能力：7.4kw

１０

９

１

1F(x4), 2F(x3)

1F校長室

1F校長室

機  器　表

壁厚　405対応

1 100壁付換気扇 ２５０Φ、ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰともＦＶ－０１ 1F(x5), 2F(x3)

3F(x2)

１０

器　具　名 品　番 摘　　　要
合
　
計

１階

器　具　表

保
健
室

家
庭
科
室

理
科
室

自在水栓 13-F9A ４ ５９

（　）は参考品番とする。

化粧鏡 １１

（建築区分） (１)（シンク） (２) (１)

（取外し,再設置する機器）

（新設）

器　具　名 品　番 摘　　　要
合
　
計

１階

器　具　表

保
健
室

家
庭
科
室

理
科
室

自在水栓 ４ ５９13-F10A

（　）は参考品番とする。

化粧鏡 360x450x5t １１

（撤去）

25

40PD

40PD

40

土間配管

土間配管

BV40

20 20
20

40
ｽﾗﾌﾞ下で既存と接続
(ｽﾗﾌﾞ撤去は建築工事)

T14A-40
(x2)

20

40
ｽﾗﾌﾞ下で既存と接続
(ｽﾗﾌﾞ撤去は建築工事)

20

T14A-40
(x2)

40
天井配管

20

450x600x5t

保護ガード共

保護ガード共

排水管仕様：硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管(VP) JIS K 6741
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太田小学校校舎 耐震補強工事
現況・撤去・改修後：1階平面図機械設備
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記　　号 備　　考

撤去　配管凡例

撤去設備

既存設備（そのまま使用）

残置設備（不要）

記　　号 備　　考

新設　設備凡例

新設設備

コア抜きを示す

既存設備

既存設備との接続位置

冷媒管リスト

　６．４φ１

１５．９φ　９．５φ２

液　　　管 ガ　ス　管番号

耐力壁　ＲＣ壁

凡　例

撤去部分

新設部分

耐力壁　内付ﾌﾞﾚ-ｽ

FF

01

ACP

01

FV

01

FFACP

FV

01

FF

01

FV

01

FF

01

FV

01

FF

01

FV

01

02

FF

01

ACP

01

FV

01

FFACP

FV

01

FF

01

FV

01

FF

01

FV

01

FF

01

FV

01

02

OOOO O

１２．７φ

22525 1
テラス

R

(100A)

20PB
既存管に接続既存管に接続

20PB

20

20

家庭科室

屋外露出部、防凍保温

40PD

実験台へ

(土間)
40

O

OOO

溝はつり補修

建具改修に伴い
配管を埋めこみ

PLS20PLS20PLS20PLS20PLS20 PLS20PLS20
225251

ﾘﾓｺﾝ再設置

鏡（新設）

OOOO O

O

OOO

詳細図参照
流し台周り

詳細図参照
流し台周り

R

(100A)

20PB20PB

20

20
実験台へ

(土間)

鏡（撤去）

ﾘﾓｺﾝ取外し

工事中は切断部養生 工事中は切断部養生

PLS20PLS20PLS20PLS20PLS20 PLS20PLS20

この間の給水管の保温撤去
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天井配管天井配管

02

02

保護管40A

給水管仕様：水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管
　　　　　　(SGP-PB･SGP-PD) JWWA K 132

保温仕様

隠蔽部分　　：ＧＷ保温材＋ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ化粧保温筒
屋外露出部分：ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温筒(40mm)+粘着ﾃｰﾌﾟ
　　　　　　　+ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ＋ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

天井露出配管

天井露出配管

現況・撤去：1階 平面図　　S=1:200

屋内露出部分：ＧＷ保温材＋綿布巻＋塗装
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Ｎ

現況・撤去・改修後：２階平面図
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この間配線再取付け
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塗装仕上げ

現況・撤去：2階 平面図　　S=1:200
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現況・撤去：3階 平面図　　S=1:200
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Ｃ

ＣFFFF

Ｃ

Ｃ FFFFFF

UTP0.5-4P (MM1-A)UTP0.5-4P (MM1-A)

E-01

係員との打ち合わせによる。

設計図書に記載無き事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

FF

(1.5)
6.8

(2.5)

3.1(2.2)(2.7)4.9(0.5)

1.8(2.2)

(1.5)
6.8

(1.5)
6.8

(2.5)

3.1(2.2)(2.7)4.9(0.5)

1.8(2.2)

(1.5)
6.8

テラス

電源ｹｰﾌﾞﾙ取外し

ACP-2ACP-3

ACP-2ACP-3 ACP-1テラス

ＨＵＢ Ｃ

ACP-1

電源ｹｰﾌﾞﾙ取外し

既存HUB盤

既存交換機

UTP0.5-4P (MM1-A)

廊下 EM-UTP0.5-4P (仮設)

電源ｹｰﾌﾞﾙ再取付電源ｹｰﾌﾞﾙ再取付

EM-EBT0.4-2P×2 (仮設)

仮設(耐震工事完了後撤去)

注　記

【改修前】

１．図中特記なき太線のみ工事対象とする。

２．図中特記なきものは撤去・新設とする。

VVF2.0-2C (MM1-A)

【改修後】

EM-EEF2.0-2C (MM1-A)

記　号

凡　例

名　　　称 摘　　　要

位置ﾎﾞｯｸｽ

埋込ｺﾝｾﾝﾄ

2P15A×2埋込ｺﾝｾﾝﾄ

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×1+ETET

埋込ｽｲｯﾁ 1P15A×1

2

FF 2P15A×2　FF暖房機用

ﾌﾛｱｰｺﾝｾﾝﾄ 2P15A(E)×2

2P15A×1埋込ｺﾝｾﾝﾄ

Ｃ

電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ

情報用ｱｳﾄﾚｯﾄ

6極4心ﾓｼﾞｭﾗｰ

8極8心ﾓｼﾞｭﾗｰ CAT5E

３．図中特記なき配管配線は下記による。

４．教務室に設置してある既存電話機・FAX(各1台)を

　　復旧させること。

　　ﾗﾝﾁﾙｰﾑに仮設し耐震工事完了後、元の教務室へ

(1.5)21.0(3.0)

UTP0.5-4P (MM1-A)
ｹｰﾌﾞﾙは取外し ｹｰﾌﾞﾙは取外し

ｹｰﾌﾞﾙは再取付 ｹｰﾌﾞﾙは再取付

電話1台、ＦＡＸ1台移設含む

公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）平成２２年版、並びに
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FF

取外し

VVF2.0-3C (MM1-B)
配管撤去、ｹｰﾌﾞﾙ取外し

CV5.5-4C (MM1-B)
配管撤去、ｹｰﾌﾞﾙ取外し

CV5.5-4C (MM1-B)
ｹｰﾌﾞﾙのみ取外し

FF

再取付

VVF2.0-3C (MM1-B)
配管新設、ｹｰﾌﾞﾙ再取付

CV5.5-4C (MM1-B)
ｹｰﾌﾞﾙのみ再取付

CV5.5-4C (MM1-B)
配管新設、ｹｰﾌﾞﾙ再取付

E-02

ﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶ 10W 取外し

ﾎｰﾝｽﾋﾟｰｶ 10W 再取付
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